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●本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

●本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や

誤りなど、お気付きのことがありましたらご連絡ください。

●本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、

個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社に無断では使用できま

せんのでご注意ください。

●本書使用による損害および逸失利益等につきましては、当社では一切その

責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

●本書中のグラフィック表示は、印刷のため実物と異なることがあります。



は じ め に

このたびはカシオグラフィック関数電卓をお買い上げいただきまして、誠にあり

がとうございます。

本機は、高級プログラム電卓に、いろいろなグラフが描けるグラフ機能を加えた、

まったく新しいグラフィック電卓です。

マニュアル計算も書式通りに入力するだけで簡単に計算でき、もしキー操作をま

ちがっても確認や訂正がワンタッチでできるリプレイ機能を備えています。

プログラムも書式通りの入力方式で、面倒な命令も少なく、簡単な繰り返し計算

から複雑な計算まで便利に使えます。

本書は

第 1章 本体構成と使い方

第 2章 マニュアル計算

第 3章  グラフィック

第 4章  プログラム計算

の 4章から構成されています。

まずは第 1章 をお読みになり、各部の名称や使い方、ご使用上の注意を覚え

てください。第 2章、第 3章、第 4章ではそれぞれの基本的なご使用方法に

ついて例題とともに説明してありますので、よくお読みいただき、各機能を

十三分にマスターの上、こ使用ください。

なお、本書は fx 6500Gと fx-6000Gの 両機について書かれています。両機の違

いは fx 6000Gに はハイパボリックがなく、“κ′"が 回回 キーを使わずに入力で

きる点ですので、各項目をご覧になり、ご使用ください。
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■ご使用上の注意

●計算機は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでくださ

い 。

また、投げたり落したり等のショックや、急激な温度変化を与えないでくださ

い 。

特に、高温の所、湿気やホコリの多い所に放置したり保管することはしないで

ください。

なお、温度が低いときは表示の応答速度が遅くなったり、点灯 しなくなること

がありますが、通常の温度になると正常にもどります。

●電池は、計算機を使わない場合でも2年 に 1度は交換 してください。

特に消耗ずみの電池を放置 しておきますと、液もれをおこし、故障等の原因に

なりますので、計算機内には絶対に残 しておかないでください。

●計算機のお手入れは、シンナー・ベンジン等の揮発性液体をさけ、「乾いた柔

らかい布」あるいは、「中性洗剤液に浸し固くしぼった布」でお′S、 きください。

■保証・アフターサービス

●保証は、巻末の保証書の内容によりますので、よくお読みのうえ、記入事項を

確認して、大切に保管してください。

●万一故障したときは

①お買い上げ店  ②カシオ計算機サービスセンター

のうち、ご都合のよい所へ、必ず保証書をそえて、ご持参またはこ郵送くださ

い 。

この場合、故障内容を具体的にお知らせください。

●修理依頼される前には、この説明書をもう一度お読みになると共に、電源の状

態および、プログラムミス、操作 ミスがないかをよくお調べください。

●ご不明の点やご質問、お問い合わせ等は、194ペ ージ。のカシオ計算機へ直接ご連

絡ください。



第 1章
本体構成と使しヽ方



卜1各部の名称とその説

① 電源スイッチ

② シフトキー

③ 置数キー

④ 四則計算キー

⑤ エクセキュートキー

⑥ 関数キー

⑦ アンサーキー

③デリートキー

⑨オールクリアーキー

⑩グラフキー

⑪カーソル/リ プレイキー

⑫ モードキー

⑬ 表示窓

fx-6000G fx¨6500G



■表 示 窓

*** MODE ***
RUN  :  COMP
Deg  :  Norm
Step   0

表示窓は16桁、4行の文字表示または、横95× 縦32ド ットのグラフを表示します。

※表示窓は横96× le132ド ットで構成されていますが、座標軸からの対称を保つため、

左端 1ド ットは表示されません。

左の表示はシステム表示で、動作モー ドと演算モー ドの設定、角度単位、小数点

以下や有効桁数の設定、キー入カバ ッファの状態 (Step)な どを表示 しています。

右の表示はサインカープのグラフで、このようなグラフ表示もできます。

なお、数字の 0(ゼ ロ)は アルファベットの O(オ ー)と 区別するために“0"と 表

示 します。

■電源 スイ ッチ

ツマミを上にスライドすると電源が入り、下にスライドさせると電源が切れます。

■特殊操作 キー

匝団 シフトキー

キーパネル面に茶色で記されている関数命令や機能を使うとき押します。

匝団 キーを押すと“口"が点滅し、回ロ キーが押されたことを示します。続

けて匝回 キーを押すと“口"が消え、回ロ キーを押す前の状態になります。

匝ロ モードキー

計算機の状態および角度の単位を指定するとき押します。

匝国 回……・グラフ表示中に押 しますと、縦方向(Y座標)の ビッチを半分に

してグラフを表示 します。このときX座標とY座標の比率は 2

:1と なります。

また、Y座標のビッチが半分のときにもう一度匝コ回 と押 し

ますと、元のビッチに戻ります。

匝国 □……・マニュアル計算やプログラムの実行が行なえます。

M00E回 ……・プログラムの書き込みやチェックが行なえます。



匝□ 固……・プログラムクリアーが行なえます。

匝国 日……・“Deg"と 表示され、続けて匝ロ キーを押すと、角度の単位を「度」

に指定します。

匝国 国 ……・“Rad"と 表示され、続けて匝コ キーを押すと、角度の単位を「ラ

ジアン」に指定します。

匝□ 固 ……・“Gra"と 表示され、続けて匝コ キーを押すと、角度の単位を「グ

ラッド」に指定します。

匝国 □……“Fix"と 表示され、続けて回 ～回 EXEと 押すことにより、小

数点以下を0～ 9に指定します。

例 )匝回 日□匝ヨ →小数点以下 3桁指定

匡国 固・・…・“Sci"と 表示され、続けて回 ～回匝コ と押すことにより、有効

桁数を1～ 10に指定します。

例 )匝回 固固匝ヨ →有効桁数 5桁指定

匝国 回……・“NOrm"と 表示され、続けて巨ロ キーを押すと、小数点以下や

有効桁数の指定を解除します。

匝国 □……・“Defm"と 表示され、続けて数値を入力して匝コ キーを押せば、

使用可能なメモリー数を指定できます。

例 )匝国□□回匝コ→メモリーを10個増す。

メモリー数を入力せずに匝コ キーを押すと、現在使用可能なメ

モリー数と残リステップ数を表示します。(24ペ ージ参照 )

例 )匝団 □匡ヨ

**Defm**
Program : 56
Memory : 36
350 Bytes Free

MODE日 ……・四則計算や関数計算を行なうCOMPモ ー ドに指定 します。(プ

ログラム実行可 )

匝国 日 ……・2進 。8進 。10進 。16進計算や変換が行なえます。

匝国 図 ……・標準偏差計算が行なえます。(SDlモー ド)

MODE日 ……・回帰計算が行なえます。(LRlモ ー ド)

回國匝国 図…… 1変数統計データによる棒グラフ、折れ線グラフ正規分布

曲線を描くことができます。(SD 2モー ド)



回団匝国日…… 2変数統計データによる回帰直線グラフを描くことができま

す。(LR2モ ー ド)

匝団 匝□ 日・・…・数値を度単位で入力するとき、数値の後に押します。

匝団 匝□ 固……・数値をラジアン単位で入力するとき、数値の後に押します。

匝団 匝国 固……・数値をグラッド単位で入力するとき、数値の後に押します。

匝回 アルファキー

アルファベットや特殊記号を表示させるとき押します。“囚"が点滅し匝コ

キーが押 されたことを示 します。続けて匝日 キーを押すと“口"が消え、

匝コ キーが押される前の状態に戻ります。

なお、匝団 キーに続けて押すとアルファ文字入力状態がロック(固定 )さ れ、

連続してアルファ文字を入力できます。

□

□ Emll tt EnI回 □

EAII EBIl□ D□ □

□ □ □ □ 国 □

EMII ENI回 □ □

□ □ □ □ □

U[コ [コ EXIl[コ

Z EEII EDI[□ [コ

※本書ではアルファ文字を使うときのキー操作を匝日 口 、匝日 国 のように記しま

す。

鶉
カーソル/リ プレイキー

表示されている計算式や数値を訂正するとき、カーソル(表示窓内の点滅 して

いる“―")を 左右、上下に移動させるために押 します。 ← キーはカーソルを

左に、日ロキーはカーソルを右に、匡ヨキーはカーソルを上に、 0キ ーは

匝嗣 プログラムキー

プログラムを実行するとき、匝コ 回 ～回匝ヨ と押 します。

例)匝∃ □匝日 → Plの プログラム実行開始

匝団 キーに続けて押 しますと“Goto"を 表示し、プログラム中の分岐(ジ ャン

プ)命令となります。



カーソルを下に移動させます。これらのキーを押 し続けますと表示されてい

る計算式や数値の間を、カーソルが連続 して移動 します。

区∃ キーと圧ロ キーは匝コ キーを押 した後はリブレイキーとなり、E●I
キーを押すと計算式の前からカーソルが点滅 し、区∃ キーを押すと計算式

の後からカーソルが点滅 し、再び実行させたり、数値等をかえてからの実行

ができます。

MODE回 により″・y座標のビッチが 1対 1の とき、ロコ キーと区ロ キーは

グラフ表示中、グラフをυ座標方行に 3分割 し、上・中・下と切 り換えて

表示させます。 (57ペ ージ参照)

匝団 キーに続けて押 しますと、匡国 (E●Il)キ ーはプログラム中のラベル入

力に、匝回 (E●Il)キ ーは数値等を挿入するときに使います。匝□ (EOI)キ ー

は折れ線グラフや回帰直線を描くときに、区∃ ([≡⊃キーはグラフのトレー

ス中の X座標値、Y座標値の表示切 り替えのために使います。

表示の濃度を調整するとき、匝回 キーに続けて押 します。(12ペ ージ )

回∃ デリー トキー

カーソルと文字が点滅 している箇所を削除したいとき押 します。

□団匝コ 匝口 と押 しますと、メモリー内をクリアーします。

AC オールクリアーキー

表示されている計算式や数値 (テ キス ト表示 )を 全て消 したいときに押 しま

す。(入カバ ッファの内容も全てクリアーされます )

また、エラーチェック“○OERROR"表 示のとき、エラー状態を解除するた

めに押 します。

オー トパワーオフ(26ペ ージ参照 )が働いて、表示が消えているときに電源を

入れるために押 します。

匝コ エクセキュー トキー

計算の答を求めるときやグラフを描くとき押 します。

プログラム計算などで、データを入力するときの最後や、計算結果が表示さ

れているときに、次の実行に移すために押 します。

Ansア ンサーキー

匝コ キーが押され実行された演算結果を呼び戻 します。

プログラムが実行された場合は、最後の演算結果を呼び戻します。
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■□～回□匡コ 置数キー(数字キー、Jヽ数点キー、指数部入カキー)

置数(計算機に数値を入れること)の とき、数の上桁より順に入れます。

□ は小数点の位置で押 します。

指数部を置数するときは1.23匝硼 6(=1.23× 106)と 入力します。

モー ドにより、匝回 キーとの組み合わせで次のように表示されます。

COMPモ ード([亜]日 )

日  □  □

□  □  □

国  □  □

団  団  □

SDモード([亜]図 )

日  □  □

iS2 
□  □

□  □  □

団  Ran♯  □

標準偏差用の関数が使えます。

Base‐nモード([亜コ日)

E● I = E∃

□  □  □

□  □  □

[三二∃ [́三二]  [三二]

COMPモ ー ドとは異なり、Pol(、 Rec(、 Rnd、

Ran♯ 、πの関数は使えません。

LRモ ード(匝□ 日)

□  □  □

□  Jσ・  □

ロ  エσロ  ロ

匝 ∃  Ran♯  Erll

2変数統計用の関数が使えます。

■計算キー

日 日 図 日 四則計算キー

加減乗除計算をするとき、書式通りにそれぞれの位置で押します。

モー ドにより匝団 キーとの組み合わせで、次のように表示されます。

CoMPモードおよび SDモード

□  □

匝□ 匝□ …… 座標変換

LRモード

匹ヨ ロロ …… ″および夕の推定値算出

Pd( 匝コ …… 座標変換



■グラフィックキー

いろいろなグラフを描くときに使います。詳 しい使い方は55ペ ージをご覧く

ださい。

なお、Base_nモ ー ドではグラフィックキーは使えません。

匝コ モード表示キー/プロットキー

●動作モー ドや演算モー ド、角度単位や丸めなどの設定状態を確認 したいと

き押 します。押 している間だけ設定状態を表示 します。

●匝団 キーに続けて押 しますと、グラフィック画面上に点を描 く命令とな

ります。

直麹グラフキー/ト レースキー
●グラフを描くとき、計算式の前に押 します。“Graph Y="と 表示 します。

●団団キーに続けて押 しますと、描いたグラフの上を トレース(跡 をたどる )

し、″またはυ座標の値を表示 します。

直勘レンジキー/フ ァクターキー
●グラフの範囲や大きさを確認したり、設定したりするとき押します。

●□団キーに続けて押しますと、レンジの上限・下限の内容を変化させ、レ

ンジの拡大 。縮小ができます。

直当グラフ・テキスト切替キー/ク リアースクリーンキー
●グラフィック画面とテキス ト画面 (20ペ ージ参照 )を 切り替えるとき押 しま

す。

●匝l団 Cに 匝コ と押 しますと、グラフィック画面のグラフをクリアーしま

す。テキス ト面画はクリアーしません。



■関数 キー

関数計算を行なうときに押します。モー ドや匝団 キーとの組み合わせによ

りいろいろな使い方がありますので、よく覚えてください。

Eコ マルチステートメントノ表示キー

●プログラム計算や連続計算のとき、計算式や命令の区切りとして押します。

:(コ ロン)で続けることをマルチステートメント(36ペ ージ参照)と 言います。

●匝団 キーに続けて押 しますと、プログラム計算や連続計算のときの結果

表示(出力)の ために押します。

匝コ エンジエアリングキー
Nttm

●匝コ キーにより求められた計算結果を指数表示およびその指数部が 3の

倍数になるように変換 したいとき押 します。(3の倍数 :103=K、 106=M、

109=G、 103=m、 106=μ 、10~9=n、 lo 2=p)

●Base‐nモ ー ドでは論理演算の否定を求めるとき、数値の前に押 します。

●Base‐ nモ ー ドで排他的論理和を求めるとき匝団 キーに続けて押 します。

蜃コルートノインテジャーキー
●数値の平方根を求めるとき、数値の前に押 します。

● 釧lロ キーに続けて押 しますと、数値の整数部だけを取り出します。

●Base‐nモー ドでは回∃ 匝□ と押すことにより、10進数による計算モー ド

の指定となります。

●Base‐ nモ ー ドで団団 キーに続けて押 しますと、次の数値を10進数に指定

します。

甲認 2乗 /フ ラクションキー
●数値の 2乗 (自 乗 )を 求めるとき、数値の後に押 します。

●匝団 キーに続けて押 しますと、数値の小数部だけを取り出します。

●Base nモ ー ドでは Hex匝コ と押すことにより、16進数による計算モー ド

の指定となります。

●Base‐ nモ ー ドで匝団 キーに続けて押 しますと、次の数値を16進数に指定

します。



需♂ログ/10の “
乗キー

●数値の常用対数(10を 底とする対数 )を 求めるとき、数値の前に押 します。

●10の数値乗を求めるとき、数値の前に匝団 匝日 と押 します。

●Base‐nモ ー ドでは匡□ 匝回 と押すことにより、 2進数による計算モー ド

の指定となります。

●Base― nモ ー ドで匝団 キーに続けて押 しますと、次の数値を 2進数に指定

します。

唖フエルエヌ/eの ェ乗キー
●数値の自然対数(`を 底とする対数 )を 求めるとき、数値の前に押 します。

●ιの数値乗を求めるとき、数値の前に匝団 E/1と押 します。

●Base nモ ー ドでは匝∃ 匝□ と押すことにより、 8進数による計算モー ド

の指定となります。

●Base‐ nモ ー ドで匝団 キーに続けて押 しますと、次の数値を 8進数に指定

します。

巨□ 匝∃ 匹□ 三角関数/逆三角関数キー

●数値の三角関数(sin、 cos、 tan)を 求めるとき、数値の前にそれぞれ押します。

●数値の逆三角関数 (sin l、 cos t、 tan t)を 求めるとき、数値の前に回団

匝□ のように押 します。

●Base‐nモー ドでは16進数の D、 E、 F(=131。 、1410、 1510)を 置数すると

き押 します。

匡コ マイナスキー

●負数を置数するとき、数値の前に押 します。

例 )-123→圧∃ □□ □

●複数のメモリーに同じ数値を代入するとき、回ロ キーに続けて押します。

例 )456を メモリーA～ Fに代入する→日固固 一 回 口匝回 E―Il匝コ ロ

国

●Base‐nモー ドでは数値の負数を求めるとき、数値の前に押 します。負数

は置数の 2の補数をとります。
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匿ヨ 代入キー

●演算結果等をメモリーに代入するとき、メモリーの前に押 します。

例 )12+45=の 答えをメモリーAに代入する→□ 回 田 □ 固 Eヨ 匝コ ロ匝□

●プログラム計算や連続計算の中で、数値を入力 したいところで回団 EPIl

と押 します。

山 己コ ヵッコキー

●計算式の開きカッコの位置でロ キーを、閉じカッコの位置で回 キーを押

します。

●座標変換や統計計算などの引数を区切るための ,(カ ンマ )や ;(セ ミコロ

ン)を 入力するとき匝団 キーに続けて押 します。

日 べき乗/絶対値キー

●″(任意の数 )の グ(任意の数 )乗を求めるとき、■とグの間で押 します。

●数値の絶対値を求めるとき、数値の前に回団 日ヨ と押 します。

●Base‐nモ ー ドでは論理積を求めるとき押 します。

●SDモー ドおよび LRモ ー ドでは入力 したデータを削除するとき押 しま

す。(匝ロ キーに続けて押すとプが入力できます )

呪要べき乗根/立方根キー

●グの ″乗根を求めるとき、″とクの間で押します。

●数値の立方根を求めるとき、数値の前に匝団 巨コ と押 します。

●Base nモ ー ドでは論理和を求めるとき押 します。

●SDモ ー ドおよび LRモ ー ドではデータ入カキーとして押 します。(匝団

キーに続けて押すとギ
~が

入力できます )

くfx-6500Gを お使いの方は〉

Eコ 逆数/階乗キー

●数値の逆数を求めるとき、数値の後に押 します。

●数値の階乗を求めるとき、数値の後に匝団・ ′と押 します。

●Base‐ nモ ー ドでは16進数の A(=1010)を 置数するとき押 します。

lFl度分秒キー (10進数-60進数変換キー)

●度・分・秒 (時・分・秒)の ような60進数を置数するとき押 します。

例)78°45'12"→ 78匝コ 45匝コ 12Eコ

●10進 数の数値を度分秒 (時分秒)で表示させたいとき、国ロ キーに続いて

押 します。

●Base nモ ー ドでは16進数の B(=1110)を 置数するとき押 します。



匝ロ ハイパポリックキー

●数値の双曲線関数 (sinh、 cosh、 tanh)を 求めるとき、数値の前に匝日巨□

のように押します。

●数値の逆双曲線関数 (sinh]、 cosh l、 tanh~1)を 求めるとき、数値の前に

国団匝ヨ匝コ のように押 します。 (匝□匝回 匝□ のように押しても求め

られます)

●Base nモ ードでは16進数のC(=1210)を 置数するとき押します。

くfx-6000Gを お使いの方は〉

匹コ 逆数キー
/A   A

●数値の逆数を求めるとき、数値の後に押 します。

●Base‐nモ ードでは16進数の A(=1010)を 置数するとき押します。

階乗キー

●数値の階乗を求めるとき、数値の後に押 します。

●Base nモ ー ドでは16進数の B(=1110)を 置数するとき押 します。

匡コ 度分秒キー (10進数-60進数変換キー)

●度 。分・秒 (時・分・秒)の ような60進数を置数するとき押 します。

例)78°45'12"→ 78。 ,"45。 ,"12匡コ

●10進 数の数値を度分秒 (時分秒)で表示させたいとき、回コ キーに続いて

押 します。

●Base‐nモ ー ドでは16進数の C(=1210)を 置数するとき押 します。

■ コン トラス ト調整

匝ロ キーに続けて区∃、E●Iキ ーを押 しますと、表示の濃度を調整することが

できます。区∃ キーを押すと表示は薄くなり、医ロ キーを押すと濃くなります。

区∃、医ロ キーとも押 し続けることにより、続けて薄くまたは濃くなります。

なお、 MODE、 ← 、E●Il(お よびEOI EOI)キ ー以外のキーを押すと、コン トラ

ス ト調整は解除されます。

※コントラスト調整を最も濃くしてもまだ表示が薄いときは、電池の消耗が考えられ

ますので、なるべく早く電池を交換してください。

※匝回 キーを押 して表示されるレンジ表示中 (60ベ ージ)で は、コントラスト調整は

できません。
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卜2電源および電池交換について

本機は、リチウム電池 《CR-2032C》 3個 を電源として使用します。

電池が消耗 しますと、表示窓の教字や文字がうすくなり、大変見にくくなります。

コントラス ト調整(12ペ ージ参照 )し ても表示が薄いときは、電池が消耗 していま

すので、電池交換を行なってください。なお、電池は 3個 ともいっしょに交換 し

てください。

※電池は2年以上使用 した場合、液もれをおこす危険がありますので、使わない場合

でも2年に 1度は必ず電池交換をしてください。

※本機に組み込まれている電池はモニター用の電池ですので、所定の時間に満たない

うちに消耗することがあります。

※電池交換を行ないますと、記憶されているプログラムやデータは消えますので、交

換後もプログラムやデータをお使いになる場合には、コーディングシート等に書き

止めておくことをおすすめします。

※電池交換の際はカシオ指定の電池をお使い下さい。

■電池交換の仕方

①電源スイッチを切ってから、裏面にあるネジ

をドライバーではずし、裏ブタをとります。

②電池押え板を矢印方向にスライドしてはずし

ます。

③古い電池を3個 とも取り出します。

(『][f`〔 ::[[i景」IFく )
fx…6500G

fx-6d00G

オールリセットボタン
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④新しい電池の表面を乾いた布でよくら、き、①

側を上にして入れます。

⑤電池押え板をはずすときは逆にスライドさせ

てとめ、裏プタもネジ止めします。

※消耗ずみの電池は絶対に火中に投下しないでく

ださい。破裂することがあり非常に危険です。

〔ご注意〕

交換前の電池容量が残っている場合は、電池交換を手早く行なえばメモリー内容、

プログラム内容が消えたり、変ったりすることはありませんが、必ずそれぞれの

内容をご確認ください。

また、電池容量が低下している場合や、電池を長くはずしておきますと、メモリー

内容やプログラム内容が消えたり変化していることがありますので、このような

ときには電池交換後本体裏面のオールリセットボタンを先のとがった細い棒など

で押してください。全てのメモリーやプログラムがクリアーされます。

また、表示のコントラストも自動的に中位置にセットされますので、見やすい濃

度に調整 してください。

★電池交換後にオールリセットボタンを押しても効かない場合には、電池を取り

出してから、 3分以上放置してから電池を入れ直してください。

電池 は、幼児の手の とどかない ところに保管 して くだ さい。

万一、飲み込んだ場合 にはただちに医師 と相談 して くだ さい。
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卜3計算をはじめる前に

■計算の優先順位

計算には「優先順位」という規則があり、たし算・ひき算よりかけ算 。わり算の方

を先に計算することになっています。また、関数の方が優先され、関数の中でも

前置関数より後置関数の方が優先されます。本機はこの優先順位を計算機自身が

自動的に判別します。優先順位は次のようになっています。

① 座標変換 Polけ,y)、 Rec(4 θ)

② 後置関数 ゴ、

「

1、 ″!、
°
、′、̀

、

0",

③ べき乗 。べき乗根 グ 氏
~

④ π
・
やメモリーの直前の省略乗算 2π 、4R等

⑤ 前置関数 ヾ
~、

ヽ
~、

log、 10工、ln、 グ、sin、 cos、 tan、 sin~l、 cos~1、 tan i、

sinh、 cOsh、 tanh、 sinh~1、 cosh ltanh l、 (― )、 Abs、 Int、 Frac、

h、 d、 b、 o、 Neg、 Not

※sinh、 cosh、 tanh、 sinh l、 cosh l、 tanh lは fx-6500Gの みです。

⑥ 前置関数やカッコの前の省略乗算 3 sin 5、 6ヾ
~7、

 2 sin 30 cOs 60等

⑦ ×、÷

③ +、 一

()  and

⑩ or、 xor

⑪ 関係演算子 <、 >、 =、 キ、≦、≧

※同順位の関数が連続しているときは右側から左側へ〔ο■n√ 120→ erih(√ 120)|〕 、

他は左側から右側へ実行されます。

※複合関数は右側から左側へ〔sin cos~10.6→ sin(cos~10.6)〕 実行されます。

※カッコが使用された場合は、カッコ内が最優先されます。

例 2+3× (:og gn2π
2」 +6.8)=22.07101691

回

回
1④ l

l   ⑤   l
l   ⑥    l

l ⑦  l
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■スタック数

本機には優先順位の低い計算数値や計算命令(関数等 )を 一時的に記憶するスタッ

クと呼ばれるメモリーがあります。

数値用のスタックは8段、命令用のスタックは20段まであります。このスタック

以上に複雑な計算式を実行しますとスタックエラー(Stk ERROR)と なります。

例 スタックの数え方

2× ((3+4× (5+4)÷ 3)÷ 5)+8=

81lp181p18

数値用スタック  命令用スタック

※計算は優先順位の高い順に実行され、スタックの中から消されます。

□ ×

日 (

□ (

日 十

国 ×

固 (

□ 十

① 2

② 3

③

④

⑤
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■計算 モー ドにつ いて

本機はマニュアル計算を行なったリプログラムを記憶させたりするモー ドや、一

般計算、統計計算を行なうモー ドなど、いろいろなモー ドがあります。このモー

ドは計算に合わせて切替えてください。

●動作モード

動作モー ドは全部で 3つ あります。

①RUN(ラ ン)モ ー ド

マニュアル計算やプログラムの実行、グラフ表示を行なうモー ドで、関数計算

を含めて計算はこのモー ドで行ないます。

②WRT(ラ イ ト)モ ー ド

プログラムを記憶させたり、編集を行なうモー ドです。(第 4章参照 )

③PCL(プログラムクリアー)モ ー ド

記憶 させたプログラムを消去するモー ドです。(第 4章参照 )

●演算モード

演算モー ドは全部で 6つ あり、計算の種類により使いわけます。

①COmpモ ー ド

関数計算を含む一般の計算を行ないます。

②Base‐ nモ ー ド

2進 。8進 。10進 。16進の変換および計算、論理演算を行なうモー ドです。

(44ペ ージ参照)関数計算およびグラフ表示は行なえません。

③SDlモ ー ド

標準偏差計算(1変数統計)を 行なうモー ドです。(48ペ ージ参照 )

④SD2モ ード

1変数統計データによる棒グラフ、折れ線グラフ、正規分布曲線を描くモー

ドです。(79ペ ージ参照()

⑤LRlモード

回帰計算(2変数統計)を 行なうモードです。(50ペ ージ参照 )

⑥LR2モード

2変数統計データによる回帰直線を描くモードです。(83ペ ージ参1照 )

以上のようなモー ドがありますので、モー ドを確認 しなが ら計算を始めてくださ

い 。
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く注 意〉

電源スイッチを OFFに したとき(オ ー トパワーオフを含む )、 動作モー ドは解除

され、次の電源スイッチ ONで RUNモ ー ドに設定されますが、演算モー ドおよ

び小数点以下指定 (匝□ 日 n)、 有効桁数指定 (匝□ □ n)、 角度単位の指定 (Deg、

Rad、 Gra)は 記
′
憶されています。

電源スイッチをoNにすると、設定されているモードの状態が表示されますので、

使いたいモー ドであるか確認 して、計算を行なってください。

動作モー ド(RUN、 WRT、
PCL)

角度単位 (Deg、 Rad、 Gra

計算モー ド

(COMP、 Base n、

SD l、 SD 2、 LR l、

LR 2)

テ指定 (Fix、 Sci、

Norm)

■入出力桁数と演算桁数

本機の入出力できる範囲(入出力桁数)は仮数部10桁 、指数部 2桁ですが、内部で

は仮数部13桁 、指数部 2桁で計算を行なっています。

例 3× 105÷7=
3匝コ5日 7匡ヨ

3回 5日 7日 42857□

42857.14286
0。 14286

42857.:4286
0。 14285714

計算結果が10Ю以上およびlo 2未満のときは、自動的に指数表示になります。
g町  123456789)く 9638==

123456789図 9638匝コ

仮数部 指数部

なお、一度計算を終らせて表示させますと仮数部10桁 に丸められますので、表示

数値に続けて計算させた場合は仮数部10桁が計算数値となります。

例 3× 105+7=

3□ 5日 7国
日 42857匝口

※メモリー内にも仮数部13桁、

*** MODE ***
RUN  :  COM
Deg  :  Nor
Step   0

18
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■桁 オーバー とエラーについて

計算機が計算範囲をこえて使用されたり、誤った入力をしますと表示窓に“○○

ERROR"と エラーメッセージを表示して、以後の計算ができなくなります。

これが(エ ラーチェック機能〉で、次の場合にそうなります。

(1)計算途中または答え、もしくはメモリー内の数値が±9.999999999× 10"を こえ

たとき。

(2)関 数計算において、200ページの被演算数の範囲をこえて計算 しようとしたとき。

(3瓶計計算で、適当でない操作が行なわれたとき。

(例  π〓 0で ■や″σ″を求めようとしたとき )

(4)数値用スタックや演算用スタックをこえて計算 しようとしたとき。

(例 ロ キーを続けて19回押 し、2日 3図 4の計算をしたとき)

(5)メ モリーを増設 していないのに、Z[2]の ようなメモリーを使ったとき。

(メ モリーの増設については24ペ ージを参11し てください)

(6唐式上誤つた入力をして匝コ キーを押 したとき。

(例 5日 田 3匝]と操作 したとき )

(7月 1数 を必要とする命令や関数で、引数の値が適当でないとき。

(例  Sci、 Fix、 で 0～ 9以外の値を入力したとき )

以上のようなときに次のようなエラーメッセージを表示します。

(1)～ (3)の ときは“Ma ERROR"

(4)の ときは“Stk ERROR"

(5)の ときは“Mem ERROR"

(6)の ときは“Syn ERROR"

(7)の ときは“Arg ERROR"

エラーメッセージにはこの他に、“Ne ERROR"(ネ スティングエラー)と “Go

ERROR"(ゴ ーエラー)が ありますが、これらのエラーは主にプログラムを使用

中におきますので、98ペ ージまたは188ペ ージの「エラーメッセージー覧表」をご覧

ください。
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■入力文字数

本機は計算を行なうために127ス テップのエ リアがあります。これは一度に計算

できる数値や計算命令を覚えておくエ リアです。

この127ス テップとは 1機能 1ス テップで数え、数字や 日、日、図、日 キーなど

は 1つ のキー操作で 1ス テップとなりますが、回回 匝□ のように 2つ のキーを

操作 しても、機能的には 1機能ですので 1ス テップと数えます。

このステップの確認はカーソルでできます。区∃ キーや E●Ilキ ーを押すことに

よリカーソルが 1ス テップずつ移動 します。

入力文字は127ス テップまでしか入力できませんので、通常カーソルは“―"の点

滅となっていますが、122ス テップロの入力をするとカーソルが“―"か ら“■"の

点滅に変わります。もし計算をしていてカーソルが“■"に なったときは区切 りの

良いところで一度計算を終らせ、続けて計算を始めてください。

※数値や計算命令を入力していきますと、表示窓の左から入力されますが、計算の答

えは右づめで表示されます。

■ グラフィック表示 とテキス ト表示

本機はグラフを表示するグラフィック表示と計算式や命令を表示するテキス ト表

示があり、各々は独立して記憶されます。

このグラフィック表示とテキス ト表示の切り替えはE∃ キーを押すことにより

行なえます。匡∃ キーを押すことに“グラフィック→テキス ト→グラフィック→

……・"と t7Jり 替わります。

各々の表示をクリアーする操作も異なります。

グラフィック表示 : 匝回 匡団匝コ

テキス ト表示   : 匝コ

なお、匝ロ キーを押すと、グラフィック表示のときでも、表示がクリアーされ

たテキス ト表示に切り替わります。
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■表示用レジスタについて

本機はテキス ト表示画面とグラフィック表示画面を記憶 しておく表示用レジスタ

を別々に持っています。

この 2つ の レジスタは各々に関係のある操作 (計算や胚国 を押 したときのテキ

ス ト表ンJ(や グラフを捕いたり SHFT匝コ EXEと 押 し匡∃ キーを押 したときのグ

ラフィック表/1N)以外では変更されません。特に、テキス トモー ドでは 2進・ 8

進・10進・16進数変換や、小数点以下 。有効桁数指定のときなどにll■ 利なように、

前回の計算結果をid憶 しておき、演算そのものに影響を与えない命令が実行され

たときに前回の計算結果を表 7」 Nし ます。

前回の計算結果を表示する命命

・ LblO ・ Deg  ・ ProgO

◆DszO ・ Rad

O IszO  ・ Gra

O.Mcl  ・ FixO

・ Hex   ・ Sci(D

・ Dec  O Norm

・ Bin  ・ Rnd

0 0ct   ・ Scl

※以上の命令を匝硼 で実行 したり、∠を付けて停止 したときに表示 します。

例  123× 456の計算後、グラフィック表示 をクリアーする。

※グラフッィク表示のClsは 計算には関係ないため、前回の計算結果を表示します。

匝ヨ123図 456[□ i23×456
56088。

123×456
56088.

Cls
56088。

団 国 □

このような計算結果の表示は区コを押すか、一度電源がオフになると(オ ートパワー

オフを含む)、 0に なります。
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■訂正について

●計算式を入力しているときに押しまちがいに気づいたときはEOI、 E●Ilキ ー

を使ってまちがった箇所にカーソルを合わせ、正しいキーを押します。

例 123+456=の 123を 122と 押してしまった。

※このように、いくつか前の訂正後、入力が終了していればそのまま匝コ キーを押

して答を求めますが、さらに計算が続く場合には医ヨ キーを押して入力している

計算式の次にカーソルを進め、入力を続けます。

●まちがって不要なキーを押してしまったときにはEOI、 E●Iキ ーで不要な入

力の箇所にカーソルを合わせて匝ヨ キーを押します。匝コ キーは 1回押すご

とに 1命令(1ス テップ)ずつ削除されます。

例 369× 2を 369× ×2と 押してしまった。

□□回

□

団

例  sin 60を cos 60と 押 して

国 固 回

回 □ EOI

団

□固回図図□

□ □ 回

回 □ □ 固□

□ □ □ □ □

団 国

団

122_
122
123_

しまった。

COS 60_
COS 60
Sin 全0

369××2_
369× 2

入力した計算式の途中に挿入をしたいときにはE●Il、

所の次にカーソルを合わせて匝団匝団 と押します。

状態となり、続けて挿入ができます。

例  2.362を sin 2.362と したぃ。

0 キーで挿入したい箇

匝回匝団 と押すと、挿入

2.362_
2.362
口。362
Sin 口 。362

※ SH「 :NSと 押 しますと、挿入位置の文字 と“[]"が交互に点減 します。この“[]"の

部分に文字や命命が挿入 されていき、E●I匪□ EOI EOIlや 区コ キーが押 される

まで挿入状態となります。 なお、“[]"の点滅は ALPHAキ ーが押 されたアルファモー

ドでは“L」 "に 、 sHロ キーが押 されたシフ トインモー ドでは“「
¬
''と なります。
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■メモリーについて

本機で使えるメモリーは標準で26個 あります。このメモリーはアルファベットの

Aか らZま での名前で呼ばれ、仮数部13桁、指数部 2桁 までの数値を記憶 します。

例 Aメ モリーに123.45を記憶する。

例

例

123.45E―I匝コ ロ

□

メモリーヘの代入には 日

Bメ モリーに Aメ モリー+78.

四□□日 78.9圧∃ 回 ロ

国

Bメ モリーに74.12を加える。

匝ロロ田 74.12E∃ 匡団 ロ

□

●メモリー内容の確認は、

匝□□[ヨ

10圧∃匝コロ匝日 E∃ 匡日 ロ

国

123。 45→ A_
123.45

キーを使い、メモリー名を右側に書きます。

9を記憶する。

A+78.9→ B_
202.35

B+74。 12→ B_
276.47

i23.45

●メモリー内容をクリアー(0にする)す るには、次のように操作 します。

例 Aメ モリーだけをクリアーする。

0匿∃匝ロロ匡ヨ

例 全メモリーをクリアーする。

団 回

□

直前に表示されていた内容を表示します

●複数のメモリーに同じ数値を記憶させるには団□ E―Iを 使います。

例 Aか らJま での10個のメモリーに10を記憶する,

メモリー名を押 してから EXEキ ーを押 します。

10→ A～ 」_
10。

0。
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■ メモ リーの増設

メモリーは標準状態で26個 ありますが、プログラムを記憶するステップと呼ばれ

るエリアをメモリーに変換 して増やすことができます。このメモリーの増設は、

1メ モリーにつき 8ス テップの換算で行なわれます。

※プログラムステップ数については101ペ ージをご覧ください。

メモリーの増設は1個単位で、最大60個増やして86個 にすることができます。

メモリーの増設は区コ ロ増設個数 EXEと 操作します。

例 メモリーを30個増設して56個 とします。

回 □ 30 Defm 30

□ みのプログ

ラムステップ数

メモリー数

現在の残リステッ
プ数

使用済みのプログラムステップ数とメモリー数と残 リステップ数が表示されます

が、残リステップ数は現在未使用のエリアを表示 しますので、プログラムを記憶

させている量により変わります。

現在メモ リー数がいくつになっていぅかを確認するときは、匝□ □ EXEと 操作

します。

四国□匡ヨ **Defm**
Program : 0
Memory : 56
246 Bytes Froo

また、メモリー数を初期の26個 に戻すには増設個数 0を 入力します。

**Defm**
Program : 0
Memory : 26
486 Bytes Free

メモリー数

ステップ数 486 478 470 402 ０
０
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※増設できるメモリー致は最大60個ですが、すでにプログラムが記憶され、増設した

い数ほどステップ数が残っていない場合はエラーとなり増設できません。

※この匝国 □個数はプログラムとして記憶させることもできます。

●増設メモリーの使い方

増設されたメモリーはZ[1]、 Z[2]、 ……として使われます。使い方は他のメ

モリーと同 じですが、呼び名として Zの後に [、 ]で順番を示す数字とともに使

われます。([と ]は 匝コ ロ、匝団 匝日 と押す )

たとえば 5個 のメモリーを増設 したときは Z[1]～ Z[5]が使えます。

このような使い方は配列を使うときと同じで、名前の他に添字と呼ばれる番号を

つけて使います。この配列としての使い方については、プログラム編の119ペ ージ

をご覧ください。

■アンサー (Ans)機能

本機には直前の計算結果を記憶しておくアンサー機能があります。この機能は数

値や数式等を入力後匝コ キーを押した結果(数式であれば答え)を記憶 します。

そして呼び出しは匝ロ キーで行ないます。

□ロ キーを押しますと“Ans"と表示され、そのまま計算式に使うことができます。

※Ansは メモリーと同じ扱いになりますので、以後Ansメ モリーと呼びます。

例 123+4“=579

789--579目 =210

□ □ 固 田 □ 固 回□

日 □ 回 日国 匡ヨ

Ansメ モリーには仮数部13桁、指数部 2桁を記憶でき、匝コ キーを押しても電

源をオフにしても消えません。新たに匝ロ キーが押され、演算が実行されたと

きに新たな数値が記憶されます。

なお、他のメモリーヘの記憶操作では匝ロ キーを押してもAnsメ モリーに記憶

されません。

123+456
579.

789-Ans
210.
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例 78+56=134の計算後、123を Aメ モリーに記憶させる。

Ansメ モリーは他のメモリーと同様な使い方ができますので、計算式中に用い

たり、“Ans"の 直前の“×"を 省略できます。

例 15× 3=45

78)く 45--23目目3487

□ 国 図 □国

日 固国 日 回 □国

日 固 日 固 固 国

困 国 ・・・Ansメ モリーの

確認

□ 回 □ 日 回 ロ

国

国 □

78+56
134.

Ans
134。

123→ A

1 23
A rl s

134′ .

15× 3

45。

78Ans-23
3487.

■オートパワーオフ(自 動電源 OFF)機能について

スイッチの切 り忘れによるムダな電力消費を防ぐ自動節電機能で、操作完了後(プ

ログラム計算中を除く)や 表示・入力待ちの状態で約 6分後、自動的に電源オフ

になります。この場合は、電源スイッチを入れ直すか、巨ロ キーを押せば、再

び電源オンになります。(電源オフになってもメモリー内の数値およびプログラ

ム、計算モードは変わりません )
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第2章
マニユ7Jレ計算



2-1基本計算の仕
※ここからは、表示は答のみ記 します。

■加減乗除計算

●加減乗除計算は、数式どおりにキーを押します。

●負数は数値の前に圧コ キーを押します。

23¬卜4.5--53==‐-25.5

56× (-12)÷ (-2.5)=

268.8

12369× 7532)く 74103=

6。 903680613× 1012

(6903680613000)

指数表示になります。

(4.5× 10")× (-2.3× 10~79)

=3--1.035)く 10~3

(-0.001035)

(1× 105)÷ 7=14285.71429

(l x105)÷ 7-14285=

0。 7142857

3■5)く 6==33

7)く 8--4)く 5==36

1+2-3× 4÷5+6=6.6

23日 4.5日 53匝コ

56図 回 12日 回 2.5

国

12369図 7532図 74103国

4.5匝回 75図 【コ 2.3匡回

回 79国

1[コ 5日 7国

1匝日 5日 7日 14285匝コ

-25.5

2688

6.903680613EIi2

―i.035E-03

14285,7i429

07:428571

33.

36.

6.6

※答えが10Ю (10o億 )以上およびlo~2(0.01)未 満のときは

※内部演算は仮数部13桁で計算し、答えは仮数部H桁目

を四捨五入して10桁 まで表示します。

一不

●四則の混合計算は、加減より乗除優先で計算されます。

3日 5図 6匝コ

7図 8日 4図 5匝回

1日 2日 3図 4日 5日 6 EXE



■カッコ計算

1∞―(2+3)×4=80

2+3× (4+5)=29

1∞ 日□ 2日 3□ 図4国

2日 3図 □ 4日 5国

□ 2図 3日 4□ 日5国

□ 5図 6日 6図 8□ 日

□ 15図 4日 12図 3□ 匝コ

1.2匝コ19日 □2.5国
20図 3日 1∞ □国

6日 □4図 5□ 匝コ

例

０

　

９

８

　

２

※国 を押す直前の閉じカッコは何重であってもキー

操作をはぶくことができます。

(7-2)× (8+5)=65 |□ 7日 2回 □8日 5国
※カッコの直前の図 は省略できます。

10-レ+7× (3+6)|=-55110日 □2日 7□ 3日 6 EXE

※以下、本書では省略せずに記します。

響
=(2× 3+4)÷5=2

識
=0。 8125

(1.2× 10")― |(2.5× lF)

×濡|=45刈 00

轟 =Q3
※上例は、6日 4日 5匝コ としても同様です。

0.8125

4.5E+18

0。 3
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■メモ リー計算

●各メモリー内の数値は電源スイッチを切っても消えませんが、回回 匝回 匝□

と操作すると全て消えます。

9.874)く 7==69.118

9.874)く 12==118.488

9.874X26==256.724

9.874)く 29==286.346

23■9==32

53‐-6==47

-)45× 2=90

99■卜3==33

合計 22

12× (2.3+3.4)-5=63.4

30X(2.3+3.4+4.5)-15

×4.5=238.5

9.874Eヨ 匝コ四匝ヨ

匝コロ図7匡ヨ

匝日口図12E□

回 四 図 26国
回 囚 図 29国

※メモリーに数値を入れておくにはEヨ キーを使用し

ます。(従ってあらかじめメモリーをクリアーしてお

く必要はありません )

9.874
69。 li8
118.488
256.724
286.346

32.

47.

79.

90.

-1:.

33.

23日 9E―Il匝日 口匝ヨ

53日 6匡コ

匝コロ日区コ Eヨ回 ロ

国

45図 2匝ヨ

匝日口日区ヨ Eヨ 回 ロ

国

99日 3Eヨ

匝コロ日胚ヨ E―Il匝団 ロ

国

2.3日 3.4圧ヨ 匝団 口E□
12図 回 咄 5国
4.5E―Il匝コロ匡□

30図 囮回 口日回 □

□日15回 □ EXE

―は省略できます。

・
　

７

４

５

２

　

　

・
　

・
　

・

２

　

５

３

４

６

238.5
※メモリー名の直前の図 キ

★メモリー計算で使うアルファベットは、匝コ キーに続けて、各々のアルファベッ
トが右下に書かれているキーを押します。(5ベージ参照)
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■小数点以下指定、有効桁数指定計算および指数表示指定

●小数点以下指定(Fix)は 匝国□″("は 0～ 9)匝ヨ と押すことにより小数点

以下の桁数を指定します。

●有効桁数指定(Sci)は 匝国回
"(2は

0～ 9、 ただし0は 10桁指定)匝□ と押

すことにより有効桁数を指定します。

●指数表示指定は□□ または匝団巨コ と押すことにより、表示されている数値

を指数部が 3の倍数となる指数表示に変換します。

●小数点以下 。有効桁数指定を行なったときは、他の指定または匝□ 回匝日 と

押すまで解除されません。(電源オフでもモー ド切り換えでも解除されません)

●小数点以下 。有効桁数指定を行なっても、内部演算は仮数部13桁を、表示数値

は仮数部10桁 を記憶しています。この数値を指定された桁と同じにするには

国団匝コ匝コ と操作します。

100・■6==16.66666666・ ¨

※指定を行なうと、

表示されます。

100日 6匡□

匝国 日□匡正I′ Jヽ数点以下

4桁指定)

回 回国  (指定解除)

匝国 口国匡
=H有

効桁数5

桁指定)

匝国 回匡正H指定解除)

指定桁の下 1桁目が四捨五入されて

16.66666667
16.6667

16.66666667
1.6667E+01

i6.66666667
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200■17)く 14==400

(表示10桁 で計算を続ける)

123mX456=56088m

=56.088km

789)く 0.96==74.88g

=0.07488kg

匝国日□匡
=I′

]ヽ数点以下

3桁指定)

200日 7□巨二∃

図

14国
同じ計算を指定桁で計算する

と

200[∃ 7□至亜∃

(内部切捨て)[亜ヨE亜]EXE

図

14国
匝□ 回 匡正H指定解除 )

123図 456匝ロ

国

78図 0.96国

団 国

16.667

28.57:
28.57142857X_

400.000

28.571
28.571

28.571X_
399。 994
399.994

56088.
56.088E+03

74.88
0.07488E+03
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2-2特別機能

■連続演算機能

匝日 キーにより演算を終了させた結果に対して、さらに計算を続けることがで

きます。この場合は表示桁の仮数部10桁で計算が行なわれます。

例 3×4=12  続けて ÷3.14=

3図 4匡ヨ 3× 4
12.

12.÷ 3。 14
3.821656051

例 1÷ 3×3=の計算を行なう。

1日 3図 3国 1+3× 3

1.

1÷ 3

0。 3333333333
0。 3333333333× 3

0。 9999999999
この機能はメモリーヘの記憶 (E―I)お よび後置関数02、 ″ ]、 ″!:42ページ参

照)、 +、 一、″υ、「V~、
°'"についても使えます。

例 12×45=540の 結果を Cメ モリーに記憶する。

12図 45匡ヨ 12× 45
540。

540。 →C
540。

(続けて)日 3.14匝コ

1日 3国

(続 けて)図 3匡ヨ

(続 けて)[∃ 匝団 ロ

国
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例 78÷ 6=13の結果を 2乗する。 (42ベージ参照)

■リプレイ機能

●計算式を記憶する機能で、演算終了後E●IキーまたはE●Ilキ ーを押すことに
より実行した式を表示します。

ECIキ ーを押しますと式を表示し、カーソルを先頭に位置します。

EOIlキ ーを押しますと式を表示し、カーソルを最後の次に位置します。

以後、E●Ilキ ーやEOIキ ー、EOIlキ ーやロコ キーによリカーソルを進め、式を

チェックしたり、数値や計算命令を変更して計算を行なうことができます。

例

78日 6国

(続 けて)匹∃ 匝コ

123図 456匝□

回

国

□

例  4.12× 3.58+6.4=21.1496
4.12)く 3.58--7.1==7.6496

4.12図 3.58:田 6.4匿□

E●I

□ EOII E●I日

日7.1匡ヨ

78÷ 6

13.
!3.2

169.

123× 456
56088.

上23× 456
※一度表示をクリアーしてから表示します。

123× 456
56088。

123× 456_

4。 12× 3.58+6.4
21.1496

4。 12X3.58+6.4_

4.12× 3.58± 6.4

4.12× 3.58-7.l
7.6496
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●演算実行時にエラーが生 じた場合、匡コ キーを押せば全てクリアーされ、最

初から計算式を入力することができますが、E●Ilキ ーまたは 0キ ーを押す

ことによリエラー状態が解除され、エラーが生じた箇所にカーソルを位置させ、

表示します。

例 14■ 10× 2.3を まちがえて14÷ 0×2.3と 入力してしまつた。

14日 0図 2.3国 14÷ 0× 2.3
Ma  ERROR
SteD   4

E●Il(ま たは 区 ∋

E●I団 国 1国

14÷Ox2.3
Lこ こでェラーが発生しました

14÷ 10× 2.3
3.22

※リプレイ機能により記憶 される文字数は入力文字数(20ペ ージ参照)と 同じ127ス

テップです。

※リプレイ機能は匡コ キーを押 したり、電源オフ、モード切り換えによリクリアー

されます。
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■ マルチ ステー トメ ン ト機 能

●プログラム計算で使われるマルチステー トメン ト機能 (“ :"コ ロンで式および

文を区切る)を マニュアル計算でも行なうことができます。

●このマルチステー トメント機能とは、“:"に より式を区切 り、続けて複数の計

算を行なわせます。

●マルチステー トメン トで入力された式は匝回 キーを押すことにより先頭から

順に実行されます。

●マルチステー トメントで続けて実行される途中の結果を見たいときは“:"のか

わりに“∠"任亜団日)を 入力しますЪ

例 6.9× 123=848.7
1231卜 3.2==38.4375

123匿ヨ匝ロロロ6.9図

日日口圧回 日

匝ロロ日3.2匿□

□

123→ A:6.9× A“

A÷ 3。 2

848.7
-Disp_

L_“ J"に より表示中点灯

123→ A:6.9XA`
A÷ 3.2

848。 7
38.4375

※計算式の最後には“∠"を 入力しなくても、結果が表示されます。

※マルチステートメント文での連続演算はできません。

123)く 456

不可耶一
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2-3関数計算の仕方

■角度単位変換、角度計算

●角度単位は匝国 日 ～固匝□ と操作することにより基本となる角度単位をそ

れぞれ度・ラジアン・グラッドに設定します。

●回國匝国 日 ～固 と操作することにより、直前の数値を度・ラジアン・グラッ

ドに指定します。

●基本となる角度単位を一度設定しますと、他の設定を行なわない限り、電源オ

フでも変更されません。

●角度単位の確認は匝コ を押すことにより行なえます。

例

4.25radを 度
`こ

変換

1.23graを ラジアンに変換

7.89° をグラッドに変換

答えは度で求める

47.3牛 82.5rad=

4774。 20181

12.4°‐卜8.3rad-1.8gra=

486.33497

答えはラジアンで求める

24° 6'31"+85.34rad=

85.76077464

答えはグラッドで求める

36.9+41.2rad=

2663.873462

243.5070629

0.01932079482

8。 766666667

4774.20181

486.33497

85,76077464

2663.873462

匝国日匡ヨ

4.25回コ匝国固匡□

匝国国匡ヨ

1.23回ヨ匝国固匡ヨ

匝国固匡ヨ

フ.89回コ匝国日匡□

匝国日匡コ

47.3日 82.5回日匝回固

国

12.4日 8.3歴日 回 国日

1.8回ヨ匝ヨ固匡ヨ

匝ヨ固匡ヨ

24□ 6□ 31□ 団

回 日 日 35.34国

匝ヨ固匡コ

36.9団 匝国日日41.2

Smtt MODE tt EXE
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■三角関数 (sin、 cos、 tan)、 逆三角関数 (sin-1、 cos~1、 tan~1)

●三角・逆三角関数の計算を行なうときは、角度単位を確実に設定してください。

例

sin63も2'41''==0.897859012

COS(÷ rad)=0・ 5

tan(-35gra)=

―-0.6128007881

2・ s:n45° )く cos 65・ =
0.5976724775

sin~10.5==30・

(gnェ=0.5の =を 求める )

cos lヱ=
0.7853981634 rad

=十rad

tan~10.741==36.53844577・

=363218.4"

2.5× (sin~10.8-cos 10.9)

==68・13'13.53''

sin1 8° ×cosO.25rad=

0.2994104044

匝国□匡ヨ

団 63□ 52□ 41□
国

匝国固匡ヨ

国 □団 □日 3□ 国

MODE[] EXE

E亜亜][正三コ35□至二∃

匝国日匡ヨ

2図 巨□ 45図 巨ヨ 65匝コ
↑    ↑

省略可

団 回 0.5□
L_.5で も可

匝国国匡ヨ

□団匝□□匡コ 2日 2回

国

日匝回 □匡ヨ

匝国日 EXE

団 回 0.741□

団 □

2.5図 □ SHl円 匝ヨ 0.8日

回ヨ歴コ0.9□ 匡コ 匝回

□

gn 18図 匡ヨ 0.25匝回

MODE E] EXE

0。 897859012

0.5

-0.6128007881

0.5976724775

0。 7853981634
0。 25

36.53844577
36° 32'18.4"

68° 13'13.53"

0.2994104044

30,

※度・分・秒の各桁の合計が11桁をこえた場合は上位(度および分)を 優先して表示

し、それ以下は表示されませんが計算機内には10進 数として全部残っています。

※上例はラジアン単位で、匝□ 18匝団 匝□ 日 図巨ヨ0.25 EXEと 操作しても同

様です。
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■対数関数 (log、 ln)、 指数関数 (lo・、c・、ェリ、刊
~)

!o91.23(log101.23)=

0.08990511144

:n90(=:og.90)=

4.49980967

:og 456+:n456=

0.4342944819

(:og/h比 =定数 M)

10123==16.98243652

(常用対致l.23の真数を求め

る)

.45==90.0171313

(自 然対致4.5の真数を求め

る)

104.。
-4+1.2・

1023==

5.623==52.58143837

t123(=1237)=

1.9〔

(78-23)12=

回 1.23国

匝ヨ90匡回

匝ヨ 456日 □□ 456匡ヨ

団 10=1.23国

団 □ 4.5国

匝ヨ匝□ 4図 匝回巨引
422.58786671【∃ 4日 1.2図 釧I円 巨コ

2.3国

5.6′ 2.3国

7日 123国

□78日 23□ 匝ヨ【コ 12

0.08990511144

4.49980967

0.4342944819

16.98243652

90.Oi713i3

422.5878667

52.58i43837

1.988647795

i.305il1829E-21

10.

3306232.001

1.305111829× 10~al□亜ヨ

2+3× 6ヽ4-4=10 2日 3図 3 rl-64日 4匝]
※ェレおよびi~は ×、÷ょり優先して計算されます。

2× 3.46+6"=3306232.∞ 1 12図 3.4ェ=□ 5日 6.7□

国
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※fx-6500Gの みできます。

回 団 3.6□

団 国 1.23国

回 回 2.5□

匝コ匝∃1.5日 匝□医コ

1.5国
(続けて)巨∃ 区国 Eヨ

団 団 団 30回

□団匝ヨ歴コロ 20日 15

□匡ヨ

匝ヨ匝コ匝コ0.88日 4

国

団ヨ匝コ匝コ2図 匝回

回 国 1.5国

匝団匝□・
n・ 国 2日 3□

日匝□ 匝日 匝□ □ 4日 5

□匡ヨ

■双曲線関数 (sinh、 cosh、 tanh)、 逆双曲線関数 (sinh l、 oosh~1、

tanh~1)

sinh 3.6〓=18.28545536

cosh l.23==1.856761057

tanh 2.5==0.9866142982

cosh l.5-― sinh l.5=

0。 2231301601

(coshェ±gnhェ =″′の証明 )

sinh~130==4.094622224

cosh¬ (借)=
0.7953654612

tanh 4ェ =0.88の ときェは 7

tanh~lo.88
工=  4  =

0.3439419141

sinh~'2〉くcosh~11.5=

1.389388923

Ыm‐自十ね雨¬闇=

18. 28545536

1.856761057

0,9866142982

0.223130160i
…1.5

4.094622224

0.7953654612

0.3439419:41

1.389388923

1,723757406
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■座標変換 (Pol、 Rec)

●直交座1票 (Rectangular) ●極座標 (Poiar)

Y

P(二y)

●計算された結果は Iメ モリーとJメ モリーに格納されます。(Iメ モリーの内

容は表示されます)

Pol→I=″、J=θ    Rec→ I=″、J=y

●Polで計算されるθは-180° <θ ≦180°の範囲内に求められます。

(ラ ジアンもグラッドも同様範囲内です )

=〓 14、 y=20.7の とき

,お よびθ
°
は ?

24.98979792(71

55° 55'42.2・ (θ )

==7.5、
y=-10の とき

rお よびθ radは ?

12.5(→

0。 927205218(θ )

r=25、 θ=56°のとき

,お よびyは ?

r=4.5、  θ=:■ radの と

き

=お よびyは ?

13.97982250(El

20。 7259393:(Jl

-2.25(El

3.897114317(Jl

匝国□匡ヨ

団 匝コ14回ヨロ20。 7□

国

(続けて)匝コロ睡憂]回ヨ

日

匝ヨ固匝回

回コ匝コ7:5回ヨロ【コ

10□ 匡ヨ

(続けて)匝コロ匝コ

匝ヨロ匡ヨ

団 国 25団□56□

国

(続けて)回 口国

匝国固匡コ

回日[亜]4.5団□□2

日3図 巨回 □□□匡回

(続けて)lШロ ロ EXE



■ その他の関数 (V~、・
2、 ェ¬

、ェ!、 W~、 Ran♯ 、

※χ′はfx-6500Gで は SHロ キーに続けて匡コ キーを押し、

キーを押します。

Abs、  lnt、 Frac)

fx-6000Gで は直接匡コ

一不表題例

VフトJτ =3.65028154

22432■ 42452==54

轟
判 2

8!(=1× 2× 3×・・・ ×8)=

40320

W36× 42× 49=42

乱致発生(0.000～ 0。 999の 疑

似乱数 )

1ヾ32_52+ヾ 32+42=17

vl_sin240・ =0.7660444431

==oos40°

(cos θ=Vl― gn2 θの証

明 )

井+十++++=

E「I12日 巨コ 5匡ヨ

2匡ヨ日3匹□ 日4匹□ 日

5□ 国

□3E・Il-4E・Il□ 匹□

国

くfx-6500G〉

8団 日 国

くfx-6000G〉

8日 国

匝団ロコロ36図 42図 49

□匡ヨ

団 団 国

E「Il□ 13匹コ 日 5匹□ □

日巨コ ロ 3匹□ 日 4匹□

□匡ヨ

匝国日匡ヨ

日 □1日 □団 40□

匡コロ匡ヨ

(続けて)匝口 匝日 区国

国

くfx-6500G〉

2回団匡コ匿コ日4 SH日

匡コ匿コ日6匝回匹□

匿コ日8匝回匹□匹∃

国

3.65028154

12.

40320.

42.

(例) 0.792

0.7660444431

40.

54.

17.

42

0.5430803571

0. 543080357i



÷
の常用対数の絶文寸値は ?

:Ogi}|==0・ 1249387366

器の整数部い・・・・・81

器の猥部lt・・・・・Cる

25125491391卜 2141

は割り切れるか ?

Kfx‐600oG〉

2匡コEEI日 4匹□ E.Il日

6匡コ匿コ日8匹□ E_Il

国

団団医ヨ圧コロ3日 4回

国

団 匝□□78∞ 日96□

国

団 匝ヨロ78∞ 日96□

国

2512549139日 2141匝□

団 □ □2512549139日

2141回 匡ヨ

0. :249387366

0。 25

1173540,

0。 999532
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2-42進・ 8進 010進 016進計算の仕方

● 2進 。8進 。10進 。16進の計算および変換、論理演算は Base―nモー ド(匝回

日 と押す)で行ないます。

●基本となる進数 (2、 8、 10、 16)は 匝□ 巨コ、匝□ 匝コ、匝コ 匝コ、匝コ

匝コ と操作 して設定 します。

●個々の数値の進数を指定する場合は、数値の直前に b、 0、 d、 h(回口 回、

回団回、回口 回、回口 国 と押す)を 入力します。

●Base― nモ ー ドでは一般関数計算はできません。

●Base―nモ ー ドでは整数のみが扱え、演算結果に小数を含む場合は小数部が切

り捨てられます。

●演算は 8進 。10進 。16進数は32ビ ットまで、 2進数は16ビ ットまで扱えます。

2進数  16桁まで

8進数  H桁 まで

10進数  10桁まで

16進数  8桁 まで

●取 り扱う数は 0、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 A、 B、 C、 D、 E、

Fですが、各進数における有効数値以外を使用するときは b、 O、 d、 hの指定

をしないと実行時にエラーとなります。

有効数値 2進数 0、 1

8進数  0、  1、 2、 3、 4、 5、 6、 7
10進数 0、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9
16進数 0、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 A、 B、 C、

D、 E、 F

● 2進・ 8進 。16進数では、負数は 2の補数をとります。

●16進数の A、 B、 C、 D、 E、 Fはアルファベット文字と区別するため、A、 B、

C、 D、 E、 Fと 表示されます。
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●計算範囲(Base― nモ ー ド時 )

■ 2進・ 8進

lHHHllHHH≧ ″≧0

1lHHHHllHH≧ ″≧ 10∞oo∞∞∞∞∞

17777777777≧ ″≧ 0

37777777777≧ ″:≧ 20000000000

2147483647≧ ご≧0

-1≧ ″≧-2147483648

7FFFFFFF≧ ″≧0

FFFFFFFF≧ ″≧80000000

10進・ 16進変換

正

負

正

負

正

負

正

負

数

　

数

　

数

　

数

進

進

進

進

２

８

Ю

ｌ６

2A16、 2748は 10進数ではい

くつか ?

12310、  10102は 1611ヨ史¬ζ
`まいくつか ?

136、 11002は 8進数ではい

くつか ?

300、 3B716は 2進数ではい

くつか ?

４２
．
田

0000007B

0000000A

000000ooo25

00000000014

00000000001001oo

00000011loi10ill

匝国日

国 国

回団日2A匡ヨ

回団固 274匡ヨ

回 国

回団回 123匡ヨ

回ヨ回 1010匡コ

国 国

回団日 15匡ヨ

回団回‖00匝ヨ

団 国

回団回 36匡ヨ

回ヨ国3B7匡ヨ
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団 国

匝コ11∞10匡ヨ

国 国

国 72国

□ 国

国 3A国

■負数の表現

‖∞102の 負数は ?

720の負致は
'

3A16の負数は ?

■ 2進 08進・ 10進・ 16進の加減乗除算

例

101112+110102=110Ю 012

B4716~DF16=A6816

1238× ABC16=37AF416

団 国

10111日 11010匡ヨ

回 国

B47日 DF匡ヨ

回団回 123図 ABC匝ヨ

1lilll:111001110

37777777706

FFIFFF C6

0000000000110001

00000A68

00037AF4
228084

7881

00001EC9

334
00000000516

00000002352

例

=22808■ 0  1匝コ 匡□

l F2D16~1∞ 10=788110 団 日 lF2D日 100国

=lEC916  1匝コ 匡ヨ

7uO÷laO=334.333333■ 01匝ヨ匝コ

=5160 回ヨ回お
"日

12E□

国 国

""判
晰 出

覗 101曇
,4日

団 日tF

※混合計算は加減より乗除優先で計算されます。
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■論理演算

論理演算は論理積(and)、 論理和(or)、 排他的論理和(xor)、 否定(Not)に ついて

行なわれます。

19:6ANDlA:6=18:6

11102 AND 360=11102

2380R610=638

12016 0R l1012=12D16

10102 AND(A160R7:6)=

10102

5:6 XO『 316==616

421o xor B16=331o

12348の否定

2FFFED16の否定

00000018

0000000000001110

00000000063

0000012D

0000000000001010

00000006

33

37777776543

FFD00012

回 国

19巨亜]lA国

団 国

1110国 回ヨ回36匡ヨ

国 国

23□ 61国

国 国

120匝ヨロ団回‖01匝コ

団 国

1010匝□□匝回 日A□
回団日7□ 匡ヨ

匝 ヨ EXE

5回 日 3国

国 国

42回 日 団 国 団

国 B□

国 国

匝ヨ1234匡ヨ

回 国

巨憂コ2FFFED国
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2-5統計計算の仕方

■標準偏差計算

●匝国図と押しSDlモ ードで行ないます。

●計算を始める前に団団匿コ匝ヨ と押して集計用メモリーをクリアーしてくだ

さい。

●個々のデータは〈データ匡
=H巨

コキー))と 押します。

●同一データが複数のときは、匡ロ キーをその回数だけ続けて押すか、または

〈データ回団□個数匝□〉と押します。

●標準偏差

〔』帰量岳】倉i!艦量Ittilい〕

・=羊 =孝

※
"、

Σェ、Σ r2は それぞれメモリーのW、

のようにして答えを求めます。

〔[]量昌ム進重偽重I毛 [撃 :〕

V、 Uに格納されますので、匝コ ロ匝コ

_(Σ ″)2/″
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データ55、 54、 51、

53、  54、 520り 劇巳イき

前例データの不偏分散およ

び各データと平均との差は

下表』および
=σ "_1は

7

国

※答えは、どの順にキーを押 してもかまいません。

匝国図

団 歴コロ亜ヨ(メ モリーク

リアー)

55国 54国 51回 55

匝□53匝□ DT 54EDコ 52

(標準偏差σ
"は

)

団 国 国

(標準偏差σ
"_iは

)

団 日 国

(平均 Iは )□団□匝コ

(データ・ は)匝日口 EXE

(総和Σェは)匝日 団国

(2乗和Eェ 2は
)

匝日回匡コ

(続けて)匝口 匝コ 匹∃

国

55日 回ロ ロ匝□

54日 巨回 □匡ヨ

51日 匝回 □匡ヨ

団 団 国

110回団□ 10匡□

130回団□ 31匡ヨ

150匝ヨロ24匡コ
170回 回

190回 国 回

匝日回匡□

回ヨロ匡ヨ

団 日 国

i.3i6956719

1,407885953
53.375

8.

427.

22805.

1.982i42857
1.625
0,625

-2.375
:

110。

130。

i50.

170。

190.

70.

137.7142857
i8.42898069

階級No 階級値 度数

1

2

3

4

5

110

130

150

170

190
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☆ ミス入力したデータの削除、訂正 I(正 しくは51匝コ と操作 )

①50匝コ →続けて区コ (匝∃ キー)、 その後正しく操作

②何個か前の49匝□→49歴コ、その後正しく操作

☆ ミス入力したデータの削除、訂正Ⅱ(正 しくは130 sH日 □31匝コ と操作 )

①120回ロ ロ→胚□後正しく操作

②120回団□ 31→胚コ 後正しく操作

③120 SⅢ日□ 30匝コ→Eコ、その後正しく操作

④何行か前の120回ロ ロ 30匝□→120団団□30匡コ、その後正しく操作

■回帰計算

●匝国 日 と押しLRlモー ドで行ないます。

●計算を始める前に匝団匿コ巨硼 と押して集計用のメモリーをクリアーしてく

ださい。

●個々のデータは〈″データ匝団ロノデータ匝□)と 押します。

●同一データが複数のときは、匝ロ キーをその回数だけ続けて押すか、または〈″

データロロロ′データロ団□個数 I DT)を 押します。

●ェデータだけが同じときは《sⅢ阿|ロ タデータ匝□〉または4sHl日 |ロ ノデータ匝団

□個数匝コ〉と押します。

●タデータだけが同じときは《″データ匝コ》または〈″データ匝団 □個数匝ヨ》

と押します。

●回帰式は夕=A tt B″ で、定数項 A、 回帰係数 Bは次式により計算されます。

回帰式の回帰係数        回帰式の定数項

B=t黒
轟疑ネ轟ン

生      A二 十

●回帰式をもとにした推定値 £、,の計算ができます。

●入力したデータ対の相関係数″は次式により計算されます。

″・Ση―Σ″・Σノ
′=VI″

・Σゴー(Σ r)1 1″・Σノー(Σ ノ)1

※
"、

Σ
=、

Σ
=2、

Σェy、 Σ J、 Σ y2は そ れ ぞ れ メモ リーの W、 V、 U、 R、 Q、 Pに格

納されますので、匝コ ロ匝コのようにして答えを求めます。
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回直線回帰計算

●棒鋼の温度と長さ

温 度 長さの測定値

10℃

15

20

25

30

1003mm

1005

1010

1011

1014

この表より回帰式と相関係

数を求め、回帰式をもとに、

温度18℃のときの長さおよ

び1000mmの温度を推定す

る。

また決定係数(r2)ぉ ょび共

分
Ц

至二
十ピギ

聖
動 を計算

する。

10.

:5.

20。

25.

30.

997.4

0.56
0,9826073689

i007.48

4.642857142

0.9655172414

35.

☆ミス入力したデータの削除。訂正(正 しくは10匝団□ 1003匝コ と操作 )

①H匝団□ 1003→区コ後正しく操作

②H匝団□ 1003匝コ→続けて区コ、その後正しく操作

③何行か前の11匝団□1003匝コ→11匝団□1003歴コ その後正しく操作

匝国日

団 歴□□亜ヨ(メ モリーク

リアー )

10回ヨロ 1003匡コ

15m団 □ 10o5匡ヨ

20回団□ 1010匡コ

25回団□ 101l DT

30回団□ 1014匡□

(定数項 Aは )sHIFT日 匝∃

(回帰係数 Bは )

回団回 EXE

(相関係数7は )□団□匝コ

(18°Cの ときの長さは)

18団ヨ回匡□

(1000mmの ときの温度は)

1000匝団□ EXE

(決定係数は)

回団□匹□ 匡ヨ

(共分散は)□ いLPHJ□ 日

匝日回図匝回 □図匝回

回□日□匝団 回日 1□

国
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回対数回帰計算

●回帰式は夕=Att B・ ln“ で、″データは″の対数(ln)を 入力し、タデータは直線

回帰と同様に入力します。

●回帰係数の求め方や訂正方法は直線回帰と同様な操作で求められますが、推定

値 ′は□□ ″匝□ 回匝硼 で、推定値 』はグ匝団□匝コ匝□ E/11匝□ 匝□ で

求められます。

なお、Σ″にはΣ ln″、ΣノにはΣ(ln∬ )2、 Σ″クにはΣ ln″・夕が求められています。

一不

y:

29

50

74

103

118

1.6

23.5

38.0

46.4

48.9

3.36729583
3.912023005
4. 304065093
4.634728988
4.770684624

-111,1283976
34.0201475

0.9940i39466

37.94879482

224. i541313

上記データを対数回帰して

回帰式および相関係数を求

める。

また、回帰式よリェゴ=80お

よびyゴ =73の ときの ,、 ■

をそれぞれ推定する。

匝国日

団 国 国

巨ヨ 29回団□ 1.6匡□

匝ヨ50回ヨロ 23.5匡ヨ

匝ヨ74回団□ 38.0匡□

匝ヨ103匝ヨロ 46.4匡ヨ

□
=〕

18回ヨロ 48.9匡□

(定数項Aは )□団日匝コ

(係数Bは )□団回匝コ

(相関係数rは )□団□匝]
(■

j=80の とき,は )

巨□ 80回団回匡ヨ

(Jj=73の とき■は)73団
□Eヨ匝回 E/11区コ匡ヨ
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日指数回帰計算

●回帰式はノ=A・ ιB・(lny=lnA+B″ )で 、グデータは夕の対数(ln)を 入力し、αデー

タは直線回帰と同様に入力します。

●訂正方法は直線回帰と同様の操作ですが、定数項 Aは 国団E/11匝口 日匝コ

で、推定値 θは″回ヨ回匝回匝口 匹ヨ 医コ匝□ で、推定値 £は□□ y匝□

□匝ヨ で求められます。なお、ΣノにはΣ inノ、Σノ
2に はΣ(lny)2、 Σ″グには

Σ″・lnノ が求められています。

r`

6。 9

12.9

19.8

26.7

35。 1

21.4

15.7

12.1

8.5

5.2

6.9
12.9
19.8
26. 7

35。 1

30.49758743
-0.04920370831

-0.997247352

i3.87971539

8.574868046

上記データを指数回帰して

回帰式および相関係数を求

める。

また、回帰式より■,=16、

およびyJ=20の ときの コ、

■をそれぞれ推定する。

匝国日

団 団 国

6.9団団□巨ヨ 21.4匡□

12.9匝団□巨コ 15,7 DT

19.8匝団□巨コ 12.l DT

26.7匝団□巨コ 8.5匡コ

35.1回団□巨コ 5.2匡□

(定数項Aは )

匝ヨE/1回団日匡ヨ

(係数Bは )□団回巨日

(相関係数rは )□団□匝□

(ゴ =16の ときJは )

16団団□匡ヨ 巨回 E/1

国  EXE

(yj=20の ときiは )

匝ヨ20回団□匡ヨ
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回べき乗回帰計算

●回帰式はグ=A・″B(lny=lnAttBIn″ )で 、データは″・夕とも対数(ln)を 入力しま

す。

●訂正方法は直線回帰と同様の操作ですが、定数項 Aは 匝□ E/1匝口 日 巨コ

で、推定値 θは□□″匝団□匝□匝回匹ヨ胚国匝コ で、■は□□ y匝日 □

匝□団ヨ匠ヨ医コ匝□ で求められます。なお、Σ″にはΣ ln″、Σ″2に はΣ

(lnJ2、  ΣダにはΣ inノ、 Σ y2に はΣ(lny)2、  Σ″ノにはΣ in″・ln夕 が,衣 めらオ■て

います。

傾J

上記データをべき乗回帰し

て、回帰式および相関係数

を求める。

また回帰式より″j=40お よ

びyゴ =10∞のときの o、 ■

をそれぞれ推定する。

3.33220451

3.401i97382

3.496507561

3.555348061

3.63758616

0.23880i0724
2.77i866153

0。 9989062542

6587.675458

2410

3033

3895

4491

5717

匝国日

団 国 国

匝ヨ28匝団□巨□ 2410

回

匝ヨ30回団□巨日 3033

国

匝ヨ33回団□巨日 3895

国

匝ヨ35回団□ h4491

回

匝ヨ38匝団□ロコ 5717

(定数項Aは )

回団匹ヨ匝ヨ日匡□

(係数Bは )□団回匝コ

(相関係数rは )□団□匝コ

(ゴ =40のとき,は )

匝ヨ40回団□匡ヨ匝回
ど 国 国

(yj=1∞ 0の とき全は)

匝ヨ1000回ロ ロ匝ヨ匝ロ

□ 国 国
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第3章
グラフィック



本機の特長であるグラフ機能は、大型表示の95× 32ド ット(最上部は未使用)

をフルに使い、色々な関数グラフや統計グラフが簡単に、素早く描けます。

描けるグラフは組み込み関数グラフの他に、“y="の形で表わされる関数

式のグラフが任意に描け、式を目で見ることができます。

なお、グラフ命令はマニュアルでもプログラム中に書 き込んでも使えますが、

ここではマニュアル中心に説明します。

プログラム中での使い方はマニュアルと同様で、詳 しくは127ペ ージをご覧

ください。

※匝団 キーの後のキーは、アルファベットを表記したキーマークとなつていま

すので、キーの右下にある赤色の文字を参照して押してください。

例)圃 Sin回 図

L田 キーです。
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3-1組み込み関数グラフ

関数グラフを描 くときは、RUNモ ー ドの COMPモ ー ドにしてください。SD

モー ド、LRモー ドも描けますが、一部の関数が使えなくなります。(Base_nモ ー

ドでは使えません )

組み込み関数グラフは全部で fx 6500Gは 20種類、fx 6000Gは 14種類あ り、各々

の基本的関数グラフを自動的に描きます。

●COS     O tan     ●Sin 1     0 cosi    ・ tan l

・ cosh    O tanh    e sinh 1   0 cosh1   0 tanh・

Or」      ・ 10g     ・ ln      0 10′      ・ ′
J

・ ゴ1    ・ V~
※sinh、 cosh、 tanh、 sinh~1、 coSh l、 tanh lは fx-6500Gの みできます。

なわ、組み込み関数を実行 しますとレンジ(グラフの範囲、60ページ参照 )は 自動

的に最適なレンジに設定され、グラフを分割 して表示 します。なお、以前のグラ

フ表示はクリアーされます。

例 サインカーブ

匝国田

□ 団 □

まず、グラフの中心を表示しますので、このときにロヨ キーまたはEOI

を押すことにより、上半分または下半分を分割して表示します。

□

. sln

. sinh

□ □



例 y=÷のグラフ

圃 □ □

□

EOII EOI

※この機能は任意の関数グラフでも、匡□回と押すことにより行なえます。

■組み込み関数グラフの重ね描き

組み込み関数グラフを使って、2種類以上のグラフを重ねて描くことができます。

このとき、最初のグラフでレンジが自動的に設定されますので、2つ 日以降は、

最初のグラフのレンジに合わせた範囲に描かれます。

操作方法は、最初のグラフは前出の例と同じに、順亜]〔関数キー〕匝コ"と しま

すが、次のグラフから、“歴亜]〔関数キー〕匝団 図匝コ"と 操作して、変数Xを 使

います。

この〔関数キー〕の後に匝日図を入力することにより、レンジを変更せず、表示

をクリアーすることなく任意のグラフを描くことができます。(詳 しくは65ページ

参照 )
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例  y=Sin″ のグラフに、y=COs=の グラフを重ねる。

まず、y=sin“ のグラフを描きます。

国 団 国

次に、レンジをかえずに

匝国歴団匝□図匡ヨ

y=cos■ のグラフを描きます。

EOIl

EOI EOIl

く注 意〉

組み込み関数グラフはマルチステー

ラムに組みこむことはできません。

トメント(36ペ ージ)で の使用、およびプログ

A ヘ
｀
＼
＼、ノ// ヽ /

A /
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3…2任意の関数グラフ(式を目で見る)

任意の関数グラフとは、前出の組み込み関数を単独で使うだけでなく、その関数

を組み合わせて使ったり、“グ=2ノ +3″-5"の ような式をグラフにして、日

で見ることができます。

また、任意の関数グラフでは、レンジと呼ばれるグラフを描く範囲が組み込み関

数グラフと違って自動的に設定されませんので、レンジの範囲外のグラフを描こ

うとしても、表示されません。

■レンジ(Range)

レンジとは、″軸・グ軸の範囲および両軸に刻まれる目盛 りの間隔で、この内容を

Mgeキ ーを押すことにより、設定 したり確認することができます。

●レンジの内容

レンジの内容はXmin(″軸の最小値 )、

Xmax(″軸の最大値 )、 Xscl(″ 軸の目

盛の間隔 )、 Ymin(ク 軸の最小値 )、

Ymax(ダ 軸の最大値 )、 Yscl(ダ 軸の目

盛の間隔)です。

●レンジ画面

匝ロ キーを押すと、レンジ内容を右の

ようにXレ ンジとYレ ンジに分けて表

示します。

カーソル(_)と 交互に点減 している

所を設定し直すことができます。
力万ソルの点滅

Y Rang
min:→静10。
max:10.
scll5.

※レンジ内容により、この表示 と

同 じにならないこともあります。

Ymax
mln   Xscl

r mln
I vsct x^{*

力戸ソルの点減

X Rang
min:襦 .

ma x : 5 .

scli2.
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●レンジの設定

レンジを設定するには、現在 カーソルが点滅 している位置か ら順に Xmin→

Xmax→ Xscl→ Ymin→ Ymax→ Ysclと 値を入力していきます。

値の入力はカーソルの点滅位置で置数 し、匝ヨ キーを押 します。このとき、直

接置数 して匝ロ キーを押すと入力された値に変更されますが、E●Ilキ ーにより

表示されている値の 2桁 目以降にカーソルを合わせて置数すると、この部分のみ

の値が変更されます。

では、上記内容を次のように設定してみます。

Xmin →  O       Ymin → -5

Xmax →  5        Ymax → 15

xscl  →  l         Ysci  →  5

①Xminを 0に するので、0を入力。

O国 X Range
minl@

+av
m a x .-:hsfi.

sel:2.

②Xmaxはそのままですので、巨コ キーだけを押します。

国

(区コ キーでも可 )

X Range
min:0
ma x 15.
scI:

Y Range
min:う撫10。

maX:10.
scl:5。

③Xsclは 1に するので、 1を 入力。

1[亘回

|:9;;[ぶχヲif「
示が

)
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④Yminは-5ですので、 1桁 ⇒ キーで送ってから5を入力。

E●I15国 Y Range
min:-5
maXや 。
scl:5。

⑤Ymaxは 15ですので、 1桁 圧ヨキーで送ってから5を入力。

E●I15 EXE Y Range
mini-5
max:15
scl =5魚

⑥Ysclは 5ですので、そのまま匝コ キーだけを押します。

□

全ての設定が終了すると R呻 キーを押す前の表示に戻ります。

レンジ内容が正しく設定されたかは、もう一度匝コ キーを押して確認できます。

団

団

※続けて匝ロ キーを押すとYレ ンジを表示

します。

Y Range
min:+,t5.
ma x : 1 5.
scll5.

このレンジ内容表示中に部分的に設定したいときや、匝ロ キーを押 しすぎて通

りすぎてしまった部分に戻るときなどは、EOI・ ロコ キーで自由にカーソルを

上下することができます。(こ のとき、値はかわりません。)な お、 0 。EOIlキ ー

によリカーソルを上下したときは、上は xminま で、下はYsclま でカーソルが

移動し、それ以上先に進んだり、別の表示になることはありません。
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レンジ内容表示中に元の表示に戻すには、Yレ ンジ表示中にもう一度 匝コ キー

を押 します。

※レンジの入力範囲は、-9.9999E+98～ 9.99999E+98で す。

※レンジ内容表示中は、回 ～回、回、匝硼、【∃ およびE●Il、 E●Il、 EOI、 医コ、

匝コ キー以外の入力はできません。(負 符号はEコ キーを使い“【∃ 5"の ように

押します)

※レンジ内容の設定で数値を入力する際、新たな数値の入力はカーソルが先頭(左端 )

にあるときに入力してください。EOI・ ECIキ ーでカーソルを移動すると、カー

ソル位置から後(右側 )は入力されず、またカーソルより前(左側 )は そのまま入力さ

れます。

例

ウ 5

翡

―翻〕
-3

※入力できる数値は有効桁数 9桁までで、102未満 または108以 上は仮数部6桁 (負符

号を含む)指数部 2桁にして表示します。

※不適当な入力(計算範囲外や負符号のみ等)は 、前回の数値を変更することはありま

せん。(一時的に表示されるだけです)

※Xsc!。 Ysc:と も、値を0と すると目盛りは打ちません。

※レンジの範囲で、min値よりmax値が小さい場合は、軸の方向が逆になります。

fl Xmin I 5

Xmax i-5

※レンジの範囲で、min値 と max値 が等 しい場合、グラフを描いたときにエラー

(Ma ERROR)と なります。

※レンジの設定により座標軸が表示できない場合は、y軸の代りに表示窓の左端か右

端に、ェ軸の代りに表示窓の上端か下端に目盛が表示 されます。(原点に近い側の

枠に目盛をとります )

※レンジ内容が変更(再設定 )さ れた場合は、グラフ表示はクリアーされ、設定されて

いる座標軸のみ表示されます。

回
３
□



※レンジ内容により、日盛の間隔が一定とならない場合があります。

※レンジの範囲を広くとりすぎると、不連続グラフを結んで実際とは異なる表示をす

ることがあります。

※変曲点の近辺で急激に変化するようなグラフでは、変曲点が表示し切れない場合が

あります。

※レンジ内容により、レンジオーバーとなる目盛を打たせると、Ma ERRORと なり

ます。

例

Xmin  9・ E99

Xmax 9。 9E99

XSCl  l.E99 → 目盛を計算すると計算範囲外となる。

三

※レンジの範囲が極端にせまい場合、Ma ERRORと なることがあります。

●レンジのリセット

レンジ内容表示中に国國匝ヨ キーを押すと、レンジ内容がリセットされ、初期

設定になります。

匝回 (レ ンジ内容表示中は省略 )

団 回

□ Y Range
minl-3.1
max:3.1
sclil

く参 考〉

プログラム中にレンジ設定を組み込むには

Range Xmin値,Xmax値,Xscl値,Ymin値,Ymax値,Yscl値

と書き込みます。

Rangeの後のデータは6個以内で、6個未満のときは先頭から順に設定します。

X Range
m i n i -4.7
maxi4.7
sc I l1
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■任意の関数 グラフを描 く

任意の関数グラフはレンジを設定 した後、Graphキ ーに続いて関数値(計算式 )を

入力することにより、簡単に描けます。

まずは、“ノ=2ノ +3″-4"の グラフを描いてみます。

レンジは次の内容に設定します。

X Range
min:-5。
maX:5.
sc!:2.

Y Range
min:-8
maX:8。
sc!:2.

匝ロ キーに続けて関数式を入力します。

回 2 ALPHA tt E到 日 3 ALPHA図 日

4国

このようにすれば、関数式をすぐに日で見ることができます。

また、グラフを描いた直後に O ECIキ ーを押 して、リプレイ機能で数値をか

えてグラフを描くことができます。 (74ペ ージ参照)

■関数 グラフの重ね描 き

2種類以上の関数式によるグラフを描くことにより、その交点の位置や解の数が

すぐにわかるようになります。

例 前出の“y=2ピ +3ェー 4"の グラフと“y=2ェ +3"のグラフの交点を

見てみましょう。

まず、“ダ=2ノ +3″-4"の グラフを描きますので、最初にグラフィック画面

をクリアーしてから行ないます。

団 国 □

囲 2 ALPHA tt E囮 日 3回 図日

4匝回
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次に、この上か ら、“y=2″+3"の グラフを重ねます c

圃 2回 図 田 3国

このように、 2種類のグラフを重ねると、交点が 2つ あることがすぐにわか りま

す。

この 2つ の交点のだいたいの座標 を.求 めるには、次の項 目で説明する トレース

(Trace)機 能を使 うとすぐに求められます。

※グラフの重ね描きで組み込み関数を使うときなど、必ず関数に変数X(匝コ国)を 入

れてください。変数Xを 入れない場合は、組み込み関数ではグラフィック表示をク

リアーしてから新たに描きなお します。

■ トレース (Trace)機 能

グラフ上のポインター(点滅 している点 )を カーソルキー([至]0)で 動かし、″

座標、グ座標を読み取ることができます。

トレース機能は、グラフ表 /」くri後 に匝□ 匝国 と押すことによ́り、グラフ 11の プ「

」ilに ポインターが点滅 し、11ド段に″座標仲
11(ュ =…… )が表示されます。

点滅 しているポインターは E●Ilま たは E●Iキ ーにより移動 し、そのときの ″座

標値を表示 します。″座標値表示中に y座標値を表示 させたいときは国団区∃

と押 します。匝□ x―Yと 押すことに″座標値→ グ座標値→ ″座標値→……と交

互に表示します。

例 “y=′-3"と“y=―ェ+2"の 2つのグラフの交点を求める。

レンジは次の内容で行ないます。

X Range
min:-5。
maX:5.
sc::1.

Y Range
minl-6.
ma x : 6 .

scll2.
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まず、“夕=ノー 3"の グラフを描きます。

匝国匝□図E∃ 日3国

l*.t." y : - z r 2" a ?" t 7 u-ffi* *.t "

国 回 回 国 田 2□

では、この直線グラフを

回 国

トレース してみます。

ホ

X〓 -4。 042553191
↑ r座標値を表示

グラフ上の左端で点滅 している点がポインターで、 0キ ーを押すとグラフ

にそって移動 します。医ヨ キーは 1回押すとポインターが 1ポ イン トごとに

進み、押し続けると連続して進みます。

ECI～ (押 し続ける)

X=-2.765957447

ポインターを2つ のグラフの交点に合うまでECIlキ ーを押し続けます。

交点にポインターが合ったときの″座標を読みます。夕座標の値は国団区ヨ

と押 して求めます。

国 日 ｀ヽ
畢

Y〓 4。 765957447
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この結果、第 1の交点の座標が ″=-2.765957447、 グ=4765957447で あるこ

とがわかります。

※ポインターは、E●Ilキ ーまたは ← キーを押すごとに任意の刻み幅で移動します。

この刻み幅は、表示画面の ドット上を移動 しますので、一定値で移動はしません。

よって、交点の ェ・y座標値は概算値 となります。

同様にして、医∃ キーをポインターが次の交点に進むまで押します。

E●Il～

Y=0。 191489362

このときの″座標値は匝団区∃ で表示されます。

匝団 区∃ (座標値クリアー
)

団 日

X=l.808510638

表示窓の下に表示される座標値は、国日 区∃ と押すごとにX座標→ Y座標→

消去→ X座標→ Y座標……と切 り換わります。

なお、座標値を消去 しているときに トレース機能を実行 しても、ポインターの

点滅だけで座標値は表示されません。このときは、もう一度□団区∃ と押す

と″座標値を表示 します。

このように、描いたグラフの上を トレースしていけば、そのときの α。
ノ座標

値 (概算値 )がすぐにわかります。

※トレース機能は、グラフを描いた直後のみ実行でき、途中で計算や他の操作(匝コ

匝回、圧∃は除く)を 行なった後では実行できません。

※最下段に表示される●。y座標値は仮数部10桁または仮数部 5桁、指数部 2桁 とな

ります。

※トレース機能はプログラム中に書き込んで使うことはできません。

※“∠"に より停止中、 トレース機能を実行することができます。
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■プロッ ト(Plot)機能

プロット機能とは、グラフィック表示画面の任意の座標に点を表示させます。

この表示された点をカーソルキー(区ヨ ECIlロコ 区コ )で上下・左右に移動させ、

表示されているグラフの座標値を読み取ったり、 2点 を表示させて直線で結んだ

り(ラ イン機能、71ペ ージ)す ることができます。

プロット機能は SⅢ日匝コ と押し、“P10t"の 後に“″座標,ノ座標"を 指定します。

例 次の座標中に、
“
=2、 y=2の点を打つ。

X Range
minl-5.
max:5.
sclll

Y Range
m i n i-5 .

ma x :5.
scli2.

回∃ 日d2回団□ 2 EXE

ドッ トが「象滅

)ト

X=2。 021276596
4   X座

標を表示

点滅 しているポ インターの位置が、指定 された座標です。

※表示 されている ェ。″座標値は、表示画面の ドット密度により指定された座標値の

最も近い値 を判断 して表示 しますので、指定値の近似値 となります。

この点滅 しているポ インターは、カーソルキー (区ヨ E・Iロコ EOI)に よ り ll

下・左右に移動させて、座標値を読み取ることができます。

回 日 回 回 日

X=2.553191489
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このときの グ座標値は ?

団 日

EOI～ E□
10回押す

レンジ内容は次のように設定 します。

X Range
m i n i -2 .

max:5.
sclll.

匝 ヨロ∃ EXE

幸

Y〓 1.935483871

十

Y=3.548387097

Y Range
m i n i -2 .

max:6.
scll2.

準

X=1.5

続けてプロット機能により新 しい座標値を入力すると、現在の点滅 しているポ

インターを点灯 させたまま、新たなポインターが点滅します。

回ヨ回コ3.5回団□4.5匡ヨ 幸

Y=4.516129032

また、″・グ座標を指定せずにプロット機能を実行すると、画面中央にポイン

ターが点滅します。
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このときの グ座標は ?

団 日

※レンジで設定された範囲外の点を描こうとしたときは、無視 されてポインターは点

滅 しません。

※プロッ ト機能により点滅 しているポインターの ェ・y座標は、xメ モリーとYメ モ

リーに記憶 されます。

※プロット機能により点減 しているポインターは、次のプロットにより新たなポイン

ターを点減させたときには、点減 しない点 として表示 されます。

※表示窓の下に表示 される座標値は、団団 x―Yと 押すごとにX座標→ Y座標→消去
→ X座標→ Y座標……と切り換わります。

なおく座標値を消去 しているときに新たなポインターをプロットしても、ポインター

の点滅だけで座標値は表示 されません。このときは、もう一度 匝団 区∃ と押すと

″座標値を表示 します。

■ ライ ン (Line)機 能

ライン機能は、プロット機能により点灯された 2点 (点滅 しているポインターも

含む)を 直線で結ぶ機能です。

この機能により、座標上のグラフに任意の線を描き入れて、グラフを見やすく、

座標を読みやすくできます。

例 “y=3“ "の グラフの (ェ,y)=(1,0)の点からェ軸・ y軸に垂線を引く。

レンジは次のように設定 します。

X Range
min:-2.
maX:5。
scl:1.

まず、グラフィック画面を

回 国 国

□ 3 ALPHA図 匡ョ

Y Range
min:-2.
maX:5。
sc::2.

―
―
１
１
１
⊥

半

Y〓 2

クリアー してか ら“グ=3″ "の グラフを描 きます。



次に、″=1、 グ=0の点をプロッ

団 回ヨ1回 □0国

匝団国 1匝団□ 0□
EOI～ E□
(ノ =3″ のグラフ上にポインター

を移動 )

ライン機能により線を引きます。

回 国 □

匝団国 匝□図匝回 □回 田

□

← ～ 匿∃

(y軸上にポインターを移動 )

X=0。 01063829787

卜機能で打ちます。

X=0。 9787234043

続けて、″=1,ノ =0の 点をもう一́度打ち、カーソルキー([0])で “夕=3″ "

のグラフと交わる点ヘポインターを移動させます。

X=0。 9787234043

次に、グラフ上の交点からノ軸上に垂線を引きますので、もう一度グラフ上の

交点にポインターを打ち、カーソルキーで ノ軸上に移動させて線を引きます。

グラフ上の交点の ″・グ座標はプロット機能により、Xメ モリーと Yメ モリー

に記憶されていますので、このまま“P10t X,Y"を 実行 します。

X=0。 9787234043
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団 団 国

※ライン機能により引ける線は、プロット機能により点減しているポインターと前回

ポインターのあった点の間だけです。

■ ファクター (Factor)機 能

ファクター機能は、プロット機能や トレース機能により点滅しているポインター

を中心として、レンジ内容を拡大、縮小します。

拡大とは、レンジ内容の血n値 とmax値 を
÷ 倍にします。縮小とは、レンジ

内容の min値とmax値間の値を″倍します。

●使い方

匝回匝コ π団団□η匝コ ……ポインターを中心に、″方向を m倍、

ノ方向をη倍に拡大します。

国団匝コ ″匝口 ………………ポインターを中心に、″方向 。ノ方向

とも″倍に拡大します。

なお、ファクター機能を実行すると、 レンジ内容が変更されるため、グラフィッ

ク画面はクリアーされます。

例 次のレンジ内容設定後、“y=dn="の グラフを座標軸の交点を中心に1.5

倍にする。

X Range
minl-360.
max:360.
s c I I 1 80.

レンジ内容設定後、“夕=sinノのグラ

匝国巨ヨ匝日国 EXE

Y Range
min l-1 .

max:1 .

scll@.4

フを描いてみます。

A ⌒
ν

ヽ
υ
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このグラフを座標軸の交点を中心に拡大しますので、プロット機能でポイン

ターを点滅させた後に、ファクター機能で1.5倍 にします。

匝団匝ヨロ匝回 匝日 15□
匝団巨ヨ匝□国 EXE

※マルチステートメント機能を使って

一度にグラフを描きます。

このときのレンジ内容を見てみましょう。

X Range
minr-24@.
ma x : 24@.
s c I i 1 80.

Y Range
min:-0。 66666667
maX:0.666666666
scl:0。 4

このように、″。グ加的囲が■になっています。
もう一度グラフを1.5倍にしてみましょう。

今度は新たに命令を入力する必要はなく、ただ匝ロ キーを押すだけでかまい

ません。

これは、前回の操作をマルチステー トメン ト機能で描いているので、今度はリ

プレイ機能が使えます。

□

これでは少し大きすぎて、画面からだいぶはみ出しています。

今度は縮小してみましょう。

現在表示されているグラフを半分の大きさ(―
ナ

倍 )に してみます。

半分の大きさの指定は、リブレイ機能を利用して1.5倍を、0.5倍 に訂正 します。

Piot :Factor l.5
:Graph Y=S:n x
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E●I ttE●I

これで半分になる指定が終りました。

では、実行してみましょう。

国

このときのレンジ内容を見てみましょう。

X Range
mini-32@,
ma x : 32@.
s c I I I 8@.

続けて、もう半分にしてみます。

□

今度は、″座標を 2倍 に、

回

ノ座標を1.5倍にしてみます。

P!ot :Factor l.5
:Graph Y=S:n x

Plot :Factor O_5
:Graph Y=Sin x

Y Range
min:-0。 88888889
maX:0.888888889
scl:0。 4

Plot :Factor O.5
:Graph Y=Sin x
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日 回 回 団 国

2回 □

団 国 1

では、実行 してみます。

国

Plot :FactOr 2,1
_5:Graph Y=Sin x

このように、ファクター機能を使えば、グラフを拡大したり縮小したりするこ

とができます。

なお、この例では画面の中央を中心にして拡大 。縮小を行ないましたが、ポイ

ンターを任意の所に点滅させれば、そのポインターを中心に拡大 。縮小ができ

ます。

また、ポインターを出現させないでファクター機能を実行すると、自動的に画

面の中心を基準として拡大・縮小することができます。
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3-3グラフ関数の応用

複雑な方程式も、グラフ化することにより、式を目で見ることができます。

ここでは、複雑な方程式をグラフ化してみましょう。

例 1)y=工 3_9=2+27ェ +50の 3次方程式をグラフにする。

レンジ内容は次のように設定 します。

X Range
minl-5.
max ll@.
scli2.

Y Range
min:-30.
maX:150.
sc!:40.

操 作

団 国 国

匝コ匝□国E□ 3日 9回 図

匝]日 27匡日 図日 50匡ヨ

例 2)y=rG+4●5_54=4_160=]+641=2+828=-1260の
6次方程式をグラフ

にする。

レンジ内容は次のように設定します。

Y Range
min:-8000。
maX:8000。
scl:4000。

操 作

団 国 国

囲 回 図日 6田 4回 国

□ 5日 54回 図 E「14日 160

回 図□ 3日 641回 国□

日 828卜LPHJ図 日 1260 EXE

X Range
m i n l-1@,
ma x I l @.
scli2.
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例 3)y=r+4=3_36=2_160■ +3∞の方程式の極大・極小を求める。

※グラフ化すれば、式を微分し、増減表を作らなくてもすぐにわかります。

レンジ内容は次のように設定 します。

X Range
min:-10.
maX:10.
scl:2.

X Range
m:n:-10.
maX:10。
scl:2t

Y Range
min:-600。
maX:600。
scl:200.

Y Range
min:-40。
maX:20。
sc!:10.

団 国 □

匝国匝□図 E□ 4日 4匝コ 図

日 3日 36回 図□ 日 160

回□図田 300匡ヨ

例 4)y==.-3プ ー6=-16のグラフと y=3″ -11の グラフが接点を持つか

を見る。

レンジは次のように設定します。

操 作

団 国 □

囲 匝□図E「I13日 3回 図

Eヨ 日 6回 図日 16匡ヨ

匝国3回 国日 1l EXE

※この例のような場合、トレース機能により接点を求め、正確な接点の座標を求め

て確認した方が、より正確な接線となります。
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3-41変数統計グラフ

●l変数統計グラフは SⅢ

「
匝回 図 と押す SD2モ ー ドで描きます。

●1変数統計グラフとして、棒グラフ、折れ線グラフ、正規分布曲線グラフを描

くことができます。

●SD 2モー ドでも一般の関数グラフを描くことができますので、予測線と実測

線等の重ね描きができます。

※SD2モ ードではAbs、 ヤ は使えません。

●1変数統計グラフは設定されたレンジの範囲内を増設されたメモリー(区回 □

:Defm)数 で分割して、データ数を数えます。

●グラフは″軸をデータの範囲とし、″軸を各々のデータの個数(度数 )と して描

かれます。

●棒グラフでは、棒の幅を以上～未満で表わします。

●データの入力は匝コ キー(ロコ)を 使い、データの個数(度数)は Z〔 1〕 ～増設個

数の中に累計されます。

●歴コ キー(EPIl)に よるデータの訂正ができます。

■ 1変数統計 グラフの描 き方

●手 順

①SD 2モ ードを指定する。(匝団匝国図)

②レンジ内容を設定する。(匝回)

③グラフの本数(分割数)|こ 合わせて、メモリーを増設する。(MODE□
"匝ヨ)

④集計用メモリークリアー。(Ш団医コ匝日)

⑤データ入力(データ匝団□度数匝コ)

⑥グラフを描く。

・棒グラフ…………匝団匝□

・折線グラフ………圧国匝回匝日 EXE

・正規分布曲線……匝コ匝団匝□ 1匝コ

※⑤のデータ入力の仕方は、標準偏差計算(48ベ ージ参照)と 同じです。
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階級 No 階級 度数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

ｎ

０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

１

３

２

２

３

５

６

８

１５

９

２

例 次のデータにより、階級別のグラフを描く。

手順に従い、順番に操作します。

① レンジ内容を設定する。

レンジ内容は、″軸方向が 0～ 100ですが、100の 値のグラフを描くために、

最大値(Xmax)は HOと します。(以上～未満ですので、0～ 110と なります)

″軸方向は、最大値(度数)が 15ですので、Ymaxを 20と します。

X Rango
min:0。
maX:110。
scl:10。

②グラフの本数は0～ 9、 10～ 19、 20～ 24

メモリーを11個増設します。

回 □ H匡コ

③集計用メモリーをクリアーします。

団 国 国

Y Range
minl0.
maxt2@.
scli2.

**Defm**
Program : 64
Memory : 37
398 Bytes Free
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④データを入力します。

0匝 コ 10 EDコ EDコ EDコ 20 EDコ EDコ 30 EDコ [Dコ 40[Dコ DT ED∃

50回ヨロ 5匡コ 60匝回 □ 6匡ヨ 70匝回 □ 8匡ヨ

80回団□ 15匡コ 90匝回 □9匡コ 100匡□ 匡□

⑤まず棒グラフを描いてみます。

回 国

次に折れ線グラフを重ね描きしてみまし

回 団 国 国

●最後に正規分布曲線を描きますが、正規分布曲線の ダ値は棒グラフや折れ線グ

ラフに比べて、かなり小さいため、同 じレンジ範囲では表示 しきれません。レン

ジ内容を次のように変更 してください。

X Range
mini0.
ma x : 11@,
scl:1@.

□ 団 団 1□

数字の 1を 入れ」と正規分布曲線を

描きます。

Y Range
min:0。
maX:0.025
scl:0。 01

よ つ。
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くまとめ〉

●データの分割数(棒 グラフの本数に相当)に 応じたメモリーの増設(匝□□η

匝口)は必ず行なってください。増設せずにグラフを描こうとするとエラー(Mem
ERROR)になります。

●データ入力中にメモリーの増設数を変更すると、データの分割が変化 して、正

しいグラフが描けませんので、データ入力中はメモリーの増設数を変えないで

ください。

●レンジの範囲をこえた値が入力されたときは、統計用メモリーは入力されます

が、グラフ用のメモリーには入力されません。

●レンジの ノ軸方向の範囲より多くのデータが入力された場合、棒グラフでは表

示画面上限まで描き、折れ線グラフでは表示画面外となる点を結びません。

●正規分布曲線の式は、グ=ヾ
2π ″ση

ざ界 を使っています。

●棒グラフや折れ線グラフ実行後、テキス トエリアでは、“dOne"を 表示 します。
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3-52変数統計グラフ

●2変数統計グラフは国団匝回 日 と押す LR2モ ー ドで描きます。

●2変数統計 グラフとして、回帰直線を描くことができます。

●LR2モ ー ドでも一般の関数グラフを描 くことができますので、理論線とデー

タ分布、回帰直線の重ね描きができます。

●LR2モー ドでは、データ入力後、即時に点を表示させ、統計用メモリーにデー

タを入力します0

●レンジ範囲をこえるデータが入力された場合は、統計用メモリーにはデータ入

力されますが、点は表示されません。

●データの入力は匝コキー(ロコ)を 使い、″データロ団ロクデータロ団□度

数匝□ と入力します。

●データ入力後、医ロ キー(匝ヨ)に よるデータ訂正ができますが、表示された

点は消えません。(データ訂正に関係なく、区ロ キーでデータ入力しても点を

打ちます)

●画面クリアー(回口匝□匝日)後は、再び点を表示させることはできません。

■ 2変数統計グラフの描き方

●手 順

①LR 2モ ードを指定する。(匝□匝□日)

②レンジを設定する。(匝□)

③統計用メモリーをクリアーする。(匝団匿コ匝口)

④データ入力。(χ データ匝団□yデータ匝団□度数匝□)

⑤グラフを描く。優団 匝団□□ 1巨コ)

※①のデータ入力の仕方は、回帰計算(50ベ ージ参照)と 同じです。

例 次のデータを直線回帰して、回帰直線を描く。

工 ι

-9
-5
-3

1

4

7

一
　

一
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①レンジ内容を次のように設定する。

X Range
min:― 10。

maX:10。
sc::2.

Y Range
min:-5。
maX:15。
scI:5。

※レンジ内容は、 ェ軸方向について「以上～未満」となりますので、-10以上、10未

満 となります。

②統計用メモリーをクリアーしますρ

団 団 国

④データを入力します。

回 9団 □回 2回
回 5回 □回 1匡ヨ

回 3匝団□ 2回
1団 □ 3国
4団 □ 5回
7団 □ 8回

⑤回帰直線を描きます。

囲 団 団 1国

※レンジ範囲外のデータを入力したときは、点は表示せず、グラフィック表示になり

ません。

※データ未入力時に匝コ匝団□日 1匝コ と操作すると、Ma ERRORと なります。
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第4章
プログラム計算
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4-1プログラムとは ?

本機には繰 り返 し計算に便利なプログラム機能が内蔵されています。このプログ

ラム機能はマニュアル計算における「マルチステー トメント機能」と同様に、式を

連続 して実行する機能です。

ますは例題とともにプログラムを見てみましょう。

例 一辺の長さを与えて、図のような正 8面体の表面積と体積を求める。

一辺の長 さ(A) 表面積(S) 体 積(V)

10cm

7

15

(

(

(

)cr

)

)

(      )cnl

(       )

(       )

※カッコ内を求める。

①計算式を求める

表面積を S、 体積を V、 一辺の長さを Aと すると、正 8面体の sと Vは…

S=2N13だ  V=子r

②プログラミング

計算式をもとにしてプログラムを作ることを「プログラミング」と呼びます。ここ

では上の計算式をもとにプログラムを作ってみましょう。

プログラムの基本はマニュアル計算ですので、まず、マニュアルで計算するとき

の操作方法を考えてみましょう。

表面積 :2図 匡コ 3図 Aの数値 Eコ EXE… ……… S

体 積 :匡コ 2日 3図 Aの数値匝ヨ 3匝コ …………V

ここで「Aの数値」は 2回使用していますので、Aメ モリーにあらかじめ記憶さ

せておけば、合理的になります。

Aの 数 値 → ALPHA口 EXE

2図 日 3図 匝団 囚匿コ匿□ ………………………S

匡コ 2日 3図 匝コ ロロ 3匝□ ……………………V
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本機のプログラムは、このマニュアル計算で行なう操作をそのままプログラムに

します。なお、プログラムはスター トさせると順番に命令を実行して止まりませ

んので、データを入力したり、答えを表示させる命令が必要です。このための命

令が入力命令の「 ?」 と出力命令の「∠」です。

r?」 はプログラムの実行を一時停止させ、“?"を 表/1Nし て入力を待ちます。この

命令は単独では使わずに「E―Ilメ モリー名」といっしょに使います。

たとえば入力された数値を Aメ モリーに記憶 させるには、

?→ A

とします。

「 ?」 が表示されているときは、111ス テップまでの計算命令や数値が入力できま

す。

出力命令の「∠」はプログラムの実行を一時停止させ、直前の計算式の答えやアル

ファ文字(124ペ ージ参照 )を表示させます。この命令はマニュアル計算で匝ロ キー

を押 して答えを求める箇所に入れます。なお、プログラムの一番最後は自動的に

プログラムが終了し、それまでの式の答えを表示させますので、省略してもかま

いません。ただし、プログラム中で Base nモ ー ドにして、進数を変換するよう

なときは、最後の「∠」は省略しないでください。

それでは前記の操作手順に入力命令と出力命令を加えてみましょう。

買服
図回ロロ

● sを赫
匡コ 2日 3図 匝コ ロ匝∃ 3仁

_∠ は省略

これでプログラムが完成 しました。

本機のプログラミングはマニュアル計算の操作方法をもとにして、入力命令や出

力命令を加えるという方法で行ないます。
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③プログラムの記憶

プログラムの記憶(書 き込みとも呼びます)は 匝□□と押してWRTモード

で行ないます。

操 作

匝ヨ回

表 示

WRT  :  COMP
Deg  :  Norm
486 Fytes Free

Prog型 剛 23456789

匝国 回 と押すと動作モー ドが WRTに かわり、WRTモ ー ドであることを示 しま

す。そして 3桁以内の数字は残 りのステップ数 (101ペ ージ参照)を示 します。こ

の残 リステップ数はプログラムを記憶させていったり、メモリーを増設 したりし

ていきますと減ってきます。プログラムも記憶させずに、メモリーも初期状態の

26メ モリーのときは486と なっているはずです。

最下段の数字はプログラムエリア(103ペ ージ参照 )を 示 しています。“P"に 続いて

0～ 9ま で表示されていれば、POか らP9ま でのエリアにプログラムが記憶 さ

れていません。そして、点滅 している“0"に プログラムエリアが指定されていま

す。

もし、プログラムがいずれかのエリアに記`憶 されていれば、

WRT  :  COMP
Deg  :  Norm
312 9ytes Free

Proo I田  34 6789

のように“_"が表示されます。

ここでは点滅 している POに前記のプログラムを記'憶 させてみましょう。

(PO以 外のプログラムエリアに記憶させるときは区∃EOIキ ーにより点滅をプ

ログラムエリア番号に合わせます)
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操 作

匝日 (記憶開始 )

団 □ 日 回 ロロ

2図

「

3図 匝コ 四

匡ヨ匝団日

匡コ 2日 3図 匡団 四

EE]3

表 示

?→ A:2X√ 3× A24

?→ A:2×√3× A2ィ

√2÷ 3× Ary 3

これでプログラムの記憶は終了しました。

☆WRTモー ドでのキー操作はプログラムとしての書き込み(記憶 )と なります。

☆現在のプログラムエリアのステップ数や計算モー ドなどの状態は匝コ キーを

押している間だけ表示されます。

*** MODE ***
WRT  :  COMP
Deg  :  Norm
Step PO-20

☆プログラムの記憶が終了しましたら、区回 □ と押 して RUNモ ー ドに戻 して

おきます。

④プログラムの実行

プログラムの実行は匝□□ と押すRUNモ ードで行ないます。

プログラムの実行は匝コ キーを使い、プログラムエリアの指定を行ないます。

PO実行…匝コ 0匝コ

P3実行…匝コ 3匝]
P8実行…匝コ 8匝回

前記の例題を実行してみましょう。

匝□ (押 している間、

表示 )
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例題は正 8面体の表面積(S)と 体積(V)を 求める計算でした。

操 作

匝国□ *** MODE ***
RUN  :  COMP
Deg  :  Norm
Step   0

□ 0国 ?→ A:2×√3× A2/
√2÷ 3× Ary 3
Prog 0
?

10匝日 (Aの値 )
?

10
346.4101615

Diso

□ ?

10
346.4101615
471.4045208

日 O EXE 346.4101615
471.4045208

Prog 0
,

一不

RUNモ ー ドに

なつているとき

は必要なし

前回の操作内容

を表示

(A=10の S)

∠により答えを

表示中の意味

(A=10の V)

一辺の長さ(A) 表面積(S) 体 積(V)

10m

7

15

(346.4101615)昴

(169.7409791)

(779.4228634)

(471.4045208)0ぽ

(161.6917506)

(1590.990258)
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7匝口 (Aの値 )

国

国 0国

15匝コ(Aの値)

国

？
・　
ワ
′

169。 7409791
― Disp―

フ
・　
ワ
′

169。 7409791
161.6917506

169。 7409791
161。 6917506

Prog 0
?

?

15
779.4228634

― DisD~

?

15
779.4228634
1590.990258

(A=7の S)

(A=7の V)
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☆プログラム計算は、くデータlEXE Dま たは《答え読み取り後 lEXE Dの ように匝コ

キーを押すごとに自動的に計算します。

☆この例のように、“匝コ 0匝コ "と してプログラムを実行した直後は、“PrOg

O"の命令がリブレイ機能により記憶されていますので、 2回 目以後は匡回

キーを押すだけでも、POの プログラムが再び実行されます。

操 作

匝日0匝□  (POの プログラム実行 )

10匝コ    (A=10を 入力 )

匝口     (A=10の Vを表示 )

匝コ     (再 び実行 )

7匝コ    (A=7を 入力 )

匝コ     (A=7の Vを表示 )

:
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4-2プログラムのチェックおよび編集
(訂正・追加・削除)

プログラムのチェックとは、記憶されているプログラムを呼び戻 して、内容を確

認することです。

これはWRTモ ー ド(匝国 □ と押す )に して区∃、圧ヨ キーによリプログラムエ

リアを指定 し、匝コ キーを押 します。プログラム内容が表示 されますので、

E●Ilキ ー(ま たは E●Il、  含 、区□ )を 押 して順に 1ス テップずつ送って確認 し

ます。

プログラムの編集とは、記憶されているプログラムの内容を訂正 したり(誤 って

記憶させてしまったときなど )、 変更を加えるために追加 したり削除 したりする

ことです。

では、例題にそってチェックと編集を行なってみましょう。

例

―辺の長さを与えて、図のような正 4面体の表面積と体積を求める。

一辺の長 さ(A) 表面積(S) 体 積(V)

10 m

7.5

20

(

(

(

)昴

)

)

(     )昴
(     )
(     )

①計算式を求める

表面積を S、 体積を V、 一辺の長さを Aと すると、正 4面体の Sと Vは…

S=、τ〃 V=半 r

②プログラミング

前例と同 じように一辺の長さを Aメ モリーに記憶させてプログラムを組んでみ

ましょう。プログラムの方法は、マニュアル計算の操作を基本とします。

Aの数値→匝コ ロ匝ロ

「

3図 匡団 口匹到 匡ヨ ………………………………。S

匡コ2日 12図 匝コ四匝ヨ 3匝回………………………・V



これをプログラムにすると次のようになります。

団 E711日回 ロロ日 3図 匡団 口匹□ 団 日

匡コ2日 12図 匝日 口E「I13

③プログラムの記憶(編集)

このプログラムを記憶させますが、プログラムエリアをかえて新たに記憶させて

も良いのですが、このプログラムは前例の正 8面体と似ていますので、変更を加

えながらプログラムを記憶させてみましょう。

まず、 2つ のプログラムを比較 してみましょう。

正 8面体 :回回 Eコ E―I匝団 ロロ 2図 匡コ 3図 匡団 口匹到 匝口 日

匡コ2日 3図 匝団 口E「I13

正4面体 :□回 Eコ Eヨ匝団 ロロE「I13図 匝団 口匹硼巨回 日

E「I12日 12図 匝コロEJI1 3

比較してみると正8面体のプログラムから正4面体のプログラムヘの変更は

の部分を削除して、  の部分を訂正すればできます。

では、実際に行なってみましょう。

操 作

匝国回

表 示

WRT  :  COMP
Dog  :  Norm
466 Bytes Free

Prog  123456789

□

ECIIE●Il回回

回 回

ECI E●I団
国 12

回

ュ→A:2×√3× A2`
√2+3× A ry3

?→ A:[3XA2`
√2■ 3× A“ y3

?→ A:√ 3× A2′

√2÷ 12HA×
“
J3

?→ A:√ 3× A2“

√2÷ 12XA“ J3

カーソルが先頭

に位置 します。

削除する位置に

カーソルを合わ

せて、 2文字分

削除 します。

2文字分挿入し

ます。

不必要な“3"を

削除 します。
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匝□□

④プログラムの実行

では、この例題を実行してみましょう。

操 作

匝国□

*** MODE ***
RUN  :  COMP
Deg  :  Norm

Step @

*** MODE ***
RUN  :  COMP
Deg  :  Norm
Step   0

?→ A:√ 3× A2∠

√2÷ !2× A ry3

Prog 0
,

フ

10
173.2050808

― Disp―

フ

10
173.2050808
117.8511302

表

日 0国

10国

国

一辺の長 さ(A) 表面積(S) 体 積(V)

l0 cm

AE

20

(173.2050808)淵

(97.42785793)

(692.820323)

(117.8511302)甜

(49.71844555)

(942.8090416)
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日 0国

7.5国

国

日 0国

20匡区ヨ

国

173.2050808
117.8511302

Prog 0
,

?

7.5
97.42785793

― DisD~

?

7.5
97.42785793
49.7i844555

97。 42785793
49。 71844555

Prog 0
?

?

20
692.820323

-Disp―

,

20
692.820323

942.80904i6
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くまとめ〉

容内作操 使 う キ ー

プログラム ・ WRTモー ドの指定

・ プログラムエリア指定

(POの場合は省略 )

・ チェック開始

・ 内容のチェック

回 回

回 回

国

日 回 EOII EOIl

訂  正 ・ 訂正する箇所にカーソルを合わせる

・ 正 しくキー操作をする

コ 回 EOII EOI

削  除 ・ 削除する箇所にカーソルを合わせる

・ 削除する

日 回 EOII EOI

回

挿  入 ・ 挿入する箇所の右にカーソルを合わせる

・ 挿入モー ドにする

・ 挿入したいキーを押す

回 回 EOI EOI

団 国

く参 考〉 カーソルの動かし方

カーソルはカーソルキー (E●1 0 EOIIEOIl)を 押すことにより次のように動

きます。

?→ A:、 3× A24
、2÷ 12× A ry3_

カーソルの位置 回 回 EOI EOI

①の場合

③の場合

◎の場合

◎の場合

無 効

一つ左へ(③ )

一つ左ヘ

ーつ左ヘ

一つ右ヘ

ーつ右ヘ

ーつ右へ(③ )

無 効

無 効

一つ上へ(④ )

行頭ヘ

ーつ上へ(◎ )

一つ下へ(③ )

行末へ(◎ )

一つ下ヘ

無 効
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4-3プログラムのデバッグ(ま ちがいを直す)

プログラムを作り上げ、記憶 させた後に実行 しても、エラーが表示されたり結果

(答え)が思うように得られないことがあります。このようなときはプログラム中

にまちがいがあるはずですので、そのまちがいを直して正 しいプログラムとする

ことが必要です。

プログラム中にある「まちがい」のことを「バグ」(虫の意味 )と 呼び、この虫を取り

除くという意味でプログラムの訂正を「デバッグ」といいます。

■エラー表示によるデバッグ

エラー表示とは、エラーメッセージとも呼ばれ、次のように表示されます。

S,n ERROR
step P.o-8

エラー発生プログラムエリアは、PO～ P9のエリアの内どこでエラーがおきた

のかを知らせてくれます。

エラー内容はどのようなエラーがおきたのか知らせてくれます。このエラー内容

によりどう対処すればよいかがわかります。

エラー発生ステップナンバーはエラーの発生 したプログラムエリア内の何ステッ

プロでエラーがおきたのかを知らせてくれます。

エラーメッセージは全部で 7つ あります。

■エラーメッセージ

① Syn ERROR:文 法エラー

計算式にあやまりがある場合や、プログラム用の命令の使い方をまちがえた場

合に表示されます。

② MaERROR:数学的エラー

数式の演算結果が101ω以上であったり、演算が不能であるような場合(例 :0
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による除算 )。 また、関数の入力範囲をこえる引数を入力した場合に表示され

ます。

③ Go ERROR:飛び先エラー

Goto命令 (108ペ ージ参照 )に対する Lblがない場合や PrOg命令 (114ペ ージ参

照 )に 対するプログラムエリア(103ペ ージ参照 )に プログラムが記憶 されてい

ない場合に表示されます。

④ Ne ERROR:ネ ステイングエラー

Prog命令によるサブルーチンのネスティングがオーバーしたとき(115ベ ージ参

照 )に表示されます。

⑤ Stk ERROR:ス タツクエラー

数値用スタックや命令用スタック(16ペ ージ参照 )を こえて演算が行なわれる場

合に表示されます。

⑥ Mem ERROR:メ モリーエラー

メモリーの増設を行なっていないのに Z[5]の ようなメモリーを使おうとし

た場合に表示されます。

⑦Arg ERROR I引数エラー

プログラム用の命令や指定を行なうときの引数が入力範囲外の場合、表示され

ます。

(例 :Sci10、 Gotollの場合など )

エラーメッセージが表示されますとキー操作ができなくなります。この状態を解

除するには区翻 キーまたは E●I・ E●Iキ ーを押 します。

区硼 キーを押すとエラー状態が解除され、新たなキー入力ができます。このと

きのモー ドは RUNモ ー ドのままです。

区∃ キーまたは E●Iキ ーを押すと、エラー状態が解除されるとともに、動作モー

ドをWRTモ ー ドに切 り替え、エラーの発生 した箇所でカーソルが点滅 します

ので、訂正をすることができます。
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■エラーメッセージのチェックポイント

エラーメッセージの内容は以上の通 りですが、エラーメッセージに合わせた

チェックポイントをあげてみましょう。

① Syn ERROR

記憶させたプログラムにまちがいがないか、プログラムのチェックに従いもう

一度見なおします。

② Ma ERROR
メモリーを使って計算を行なう場合に、メモリー内の数値が関数の引数をこえ

ていないかをチェックします。特に、 0に よる除算や負数の平方根を求めよう

としているような場合が多い。

③ Go ERROR

Goto″ としたときの″に対する Lbl″ があるかをチェックします。また、

PrOg″ としたときの P″ 内にプログラムが正 しく記憶されているかをチェッ

クします。

④ No ERROR

Prog命令により分岐 したプログラムエ リアから再び PrOg命令により、もと

のプログラムエリアに分岐させていないかをチェックします。

⑤ Stk ERROR

計算式が長すぎて、スタックオーバーしていないかをチェックし、計算式を分

割するようにします。

③ Mom ERROR

区国 □ ″(Defm)に より正 しくメモリーを増設 しているかをチェックします。

配列的使い方(121ペ ージ参照 )を しているときに、添字になるメモリーの数値が

正しいかをチェックします。

② Arg ERROR

匝□ 日 (Sic)、 区回 固 (Fix)の 指定値が 0～ 9以内かチェックする。

GotO、 Lbl、 PrOgの指定値が 0～ 9以内かチェックする。

MODE□ (Defm)に よるメモ リーの増設数が残 リステ ップ数以内か、負数でない

かをチェックする。
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4-4ス テップ数のかぞえ方

本機の持っているプログラム容量は、全部で486ス テップあります。 このステッ

プ数とはプログラムを記憶できる許容量を示す単位で、プログラムを記憶させて

いくと残リステップ数が減っていきます。

また、メモリーの増設により、ステップ数をメモリーに変換 したときは486ス テッ

プより減っています。

プログラムを記憶していき、残リステップが5ス テップ以下になりますとカーソ

ルが“_"か ら“■"に なります。 5ス テップ以上のプログラムを記憶させたい場合

は他の不要なプログラムを消去するか、メモリーを減らしてプログラムステップ

を増やしてください。

現在の残リステップ数の確認には2つ の方法があります。

① RUNモ ードで区回□匝コと操作してメモリー数を確認すれば、同時に残り

ステップ数を表示します。

匝コロ匡ヨ
プログラム使用済
ステップ数

メモリー数

残リステップ数
(Base‐ nで表示)

② WRTモード(匝□□回 と押す)に して、残リステップ数を確認する。このと

きはプログラムエリアの使用状況も確認できます。

匝国回 WRT  :  COMP
Deg  :  Norm
467 Bytes Fre

Prog _123456789
リステップ数
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ステップ数は原則として「 1機能 1ス テップ」ですが、「 1機能 2ス テップ」の命令

もあります。

● 1機能 1ス テップ :sin、 cos、 tan、 log、 (、 )、 :、 A、 B、  1、 2、 3等

● 1機能 2ス テップ :Lbl l、 Goto 2、 PrOg 8等

このステップ数はカーソルを動かすことにより、 1ス テップずつの確認ができま

す。

例   η奮9ル位置 ュ→A:、
~3× A2z

√2■ 12× Aェ y3

このようなときにカーソルキー(匡ヨ E●Il)を 1回押して移動する範囲が 1ス

テップです。匹ヨ キーを押すとカーソルは次のように動きます。

現在のカーソル位置が何ステップロであるかは、口Dspキ ーを押 している間だけ

表示されます。

回
～ *** MODE ***

WRT  :  COMP
Deg  :  Norm
Step PO―
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4-5プログラムエリアと計算モード

本機にはプログラムを記憶させるプログラムエリアが10個 あり、PO、 Pl、 P
2……・P9と 呼ばれています。

このプログラムエリアは全て同様な使い方ができ、独立したプログラムを10個記

憶させたり、 1個の主プログラム(メ インルーチン)に対していくつかの副プログ

ラム(サ ブルーチン)を組んで記憶させることができます。

なお、プログラムエリアに記憶できるステップ数はPO～ P9ま での合計で最

大422ス テップです。

このプログラムエリアの指定は次のように行ないます。

RUNモード:匝日 キーに続き回～回のキーを押し、匝コ キーを押す。

例 PO 日 回国

P8 匝]固 匡ヨ

※RUNモ ードでは匝コ キーを押すと同時にプログラムがスタートします。

WRTモード:WRTモー ドでは“P0123456789"と 表示されていると

きに、カーソルをEOIl、 E●Ilキ ーを移動させて指定したいプログ

ラムエリアに合わせ、匝コ キーを押します。

WRTモー ドでは匝□ 回 と押したときにプログラムエリアの番号が表示されま

す。このとき0か ら9ま での数字が表示されますが、数字の表示されているエリ

アにはまだプログラムが記憶されていません。もし“_"が表示されていれば、そ

の位置のプログラムエリアにプログラムが記憶されています。

すでにプログラムが

記憶されています。

例 WRT  :  CoMP
Deg  :  Norm
403 Bytes Free

Prog _123___67_9
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■ WRTモードでのプログラムエリア指定と計算モード(Comp、

Base― n、 sD、 LR)1‖ヨ定

通常の関数計算だけでなく、 2進・ 8進 。10進 。16進数の変換や計算、標準偏差

計算、回帰計算を行なうには計算モー ドを切り替えなければなりません。この計

算モー ドの指定はプログラムエリアの指定と同時に行ないます。

操作手順としては WRTモ ー ドにした後 (区回 回 と押す )、 計算モー ドを指定 し

ます。次に、プログラムエ リアを指定 し、 EXEキ ーを押せば、プログラムエリ

アに計算モー ドも記憶されます。以後、記憶されるプログラムはこの計算モー ド

に従います。

例 Base―nモ ードを P2に記憶する

匝国□ WRT  :  COMP
Deg  :  Norm
486 Fytes Free

PrOg ttr123456789

ECI回 WRT  :  COMP
Deg  :  Norm
486 Byles Free

Prog @ 456789

何も記憶していな

いとします。計算

モー ドは COMP
モー ドです。

匝国日

国

WRT  :  Base― n

Dec
486 By!es Free

Proq @ 456789

Base‐ nモ ー ドに

指定
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以上のように、プログラムエ リアの指定後、匝ヨ キーを押す前に計算モー ドを

指定すれば、そのプログラムエリアに計算モー ドが記憶されます。

■計算 モー ドにおける注意点

各計算モー ドにおけるキー操作は全てプログラムとして記憶できますが、計算

モー ドによってはプログラム用の命令が使えないモー ドもあります。

Base―nモ ード

●関数計算は行なえません。

●角度単位の指定はできません。

●プログラム用の命令は全て使えます。

●プログラム終了後、元の計算モー ドに戻るため、最後の結果出力には「∠」を必

ずつけてください。つけない場合は、10進表示になったり、エラーになること

があります。

SDl、 SD2モード

●関数計算の内、Abs、 マ
~は

使えません。

●プログラム用の命令で Dsz、 >、 <は使えません。

LRl、 LR 2モード、

●関数計算の内、Abs、 Ⅳ
~は

使えません。

●プログラム用の命令で、⇒、=、 キ、Isz、 ≧、≦、Dsz、 >、 <は使えません。
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4-6プログラムの消し方

プログラムの消去は PCLモー ド(匝回 □ と押す)で行ないます。

プログラムの消去方法は 2つ あり、単一のプログラムエリア内のプログラムを消

す場合と、POか らP9ま での全部のプログラムを同時に消す場合により異なり

ます。

■単一プログラムの消去

単一プログラムエリア内のプログラムを消すにはPCLモー ドでプログラムエリ

アを指定後、歴コ キーを押します。

例 P3のプログラムだけを消去する

操 作

匝国回

表 示

EDII E●I回

□

匝国□

PCL  :  COMP
Deg  :  Norm
324 Bytes Freo

Proo PヽしJ2 45678

PCL  :  COMP
Deg  :  Norm
324 Bytes Freo

Proo  lら しヽ45678

PCL  :  COMP
Deg  :  Norm
367 Bytgs Free

Prog_12剰許5678

*** MODE ***
RUN  :  COMP
Deg  :  Norm
Step   0

PO、 P3、 P9
にプログラムが

記憶 されていま

す。

P3に カーソル

を合わせます。

“3"の数字が

表示されます。

RUNモ ー ドに

戻 してお きま

す。
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■全プログラムの消去

POか らP9ま での全プログラムエリア内のプログラムを消すには、PCLモー

ドで匝団匝ヨ と操作します。

例 PO、 P4、 P8、 P9に入つている全プログラムを消去する

操 作

匝国□

表 示

PCL  :  COMP
Deg  :  Norm
295 Bytes F『 ee

Prog翠望 23_567__

団 回 PCL  :  COMP
Dog  :  Norm
486 Fytes Free

Prog i田 23456789

匝国回 *** MODE ***
RUN  :  COMP
Deg  :  Norm
Step   0
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4-7便利なプログラム命令

本機のプログラム方式はマニュアル計算を基本として作りますが、単一の計算式

だけでなく、判断によりいくつかの計算式を使い分けたり、繰 り返 し実行させた

りするために特別なプログラム命令があります。

ここではこのプログラム命令を使って、もっと便利なプログラムを作ってみま

しょう。

■ジャンプ命令

ジャンプ命令とはプログラムの実行の流れを変える命令です。プログラムの実行

は入力した順 (ス テップ番号の小さい順 )に行なわれ、プログラムの最後まで実行

して終了します。このままでは同じ計算を繰 り返 したいときや、別の計算式に実

行を移したいときなど不便です。そこでジャンプ命令が威力を発揮 します。

ジャンプ命令は 3種類あり、単純に分岐先にジャンプする無条件ジャンプ、条件

を与えて正しいか正しくないかを判断して分岐先を決める条件ジャンブ、特定の

メモリー内を 1ずつ加えるか減 じて 0に なったかならないかで分岐先を決めるカ

ウントジャンプがあります。

日無条件 ジャンプ

無条件ジャンプとは“Goto"(ゴー トゥー)と “Lbl"(ラ ベル)と により構成され、プ

ログラムの実行を Goto η(″ は0～ 9)に 対するLbl″ (GotOと 同じ番号 )に移し

ます。

無条件ジヤンプは単純にプログラムの先頭に分岐して実行を繰り返したり、途中

から繰り返すときによく使われます。また、条件ジャンプやカウントジャンプで

組み合わせて使います。

例 前出の正 4面体の表面積と体積を求めるプログラムを繰り返し実行できる

ように``Goto l"と ``Lb11"を 加える。

前出のプログラムは

?、 一、A、 :、 、
~、

3、 ×、A、
=2、

J、

、
~、

2、 ÷、 1、 2、 ×、A、 ェロ、 3        19ス テ ップ

※以後、本書ではプログラムを表わすときには1ス テップずつ“、"を 入れて上記のよ

うに記します。
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このプログラムの最後に“Goto l"を 加え、分岐先であるプログラムの先頭に“Lbl

l"を 加えます。

ただし、このまま単に加えただけでは体積を表示せずに最初の一辺の入力に進ん

でしまいますから、“GotO l"の前に表示命令の“∠"を 入れてください。

無条件ジャンプを加えたプログラム

Lbi、 1、 :、 ?、 一、A、 :、 、 、 3、 ×、A、
=2、

∠、

、
~、

2、 ÷、 1、 2、 ×、A、 ェツ、 3、 ∠、Goto、  1  25ス テップ

では、このプログラムを実行 してみましょう。

※プログラムの記憶および編集については、4-1ま たは4-2を ご覧ください。

※以後、表示窓は結果出力のみ記載 します。

操 作

匝]回 匡ヨ

10国
□

国

7.5国
□

国

表 示

?

1 73.2050808
117.8511302

フ

97.42785793
49 7 1844555

フ

POに入っています。

一辺の長さ10と しま丸

一辺の長 さ75と

します。

このままではプログラムが終了しませんので、終 らせたいときは匝国□ と押 し

ます。

匝国□ *** MODE ***
RUN  :  CoMP
Deg  :  Norm
Step   0

この他にもプログラムの先頭だけでなく途中に分岐することもできます。

例 y=a“ 十 bを計算するとき、ェの値はその都度変化 し、a、 bは計算によっ

ては変化することもある場合。

プログラム

?、 一、A、 :、 ア、一、B、 :、 Lb:、 1、 :、 ?、 →、X、 :、

A、 ×、X、 +、 B、 ∠、Goto、 1         23ス テップ
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このプログラムでは、実行開始後メモリー Aと Bに a、 bの値を入力し、以後、

αの値のみを入力します。

このように、無条件ジャンプは“Goto"(ゴー トゥー)と “Lbl"(ラ ベル)が対になり、

プログラムの実行の流れを変えます。なお、Goto″ に対する Lbl″ がない場合

にはエラー(Go ERROR)と なります。

回条件 ジ ャンプ

条件ジャンプとは、メモリー内の数値と定数の比較や、メモリー内の数値どうし

を比較 して条件に合えば(正 しければ )“⇒"の次の文を実行 し、条件に合わなけれ

ば (正 しくなければ)次の文を飛ばして“:"ま たは“∠"、 “
“

"以降を続けて実行 し

ます。

条件ジャンプは次のような形よりできています。

左辺 関係演算子 右辺 →文
|二 1文

※
“

はキャリッジリターン機能(117ページ参照)です。

左辺と右辺はメモリー名 (ア ルファベットの A～ Z)を 1つ ずつまたは数値定数

や計算式(A× 2、 D― E等 )が入ります。

関係演算式は比較記号で、=、 キ、≧、≦、>、 <の 6種類があります。

左辺=右辺…左辺と右辺が等しい

左辺キ右辺…左辺と右辺が等 しくない

左辺≧右辺…左辺より右辺が小さいか等 しい

左辺≦右辺…左辺より右辺が大きいか等 しい

左辺>右辺…左辺より右辺が小さい

左辺<右辺…左辺より右辺が大きい

“⇒"は 匝団 □ と押すと表示される命令で、条件が正 しければ“⇒"の次の文へ進

みます。もし、条件が正 しくなければ“⇒"の次の文を飛びこして、その次の“:"

または“∠"、 “
“

"に続 く文へ進みます。

麹臨√子
_糊く

と
襲
き|二 |_r

文 は計算式(sinA× 5等 )や プログラム命令 (GotO、 Prog等 )で 、次の“:"ま たは“∠"

までを 1つの文 とします。
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例 入力した数値が0ま たは0よ り大きければ、その値の平方根を表示し、

より小さければ再び入力を繰り返す。

プログラム

Lb:、 1、 :、 ?、 一、A、 :、 A、 ≧、 0、

※本書ではプログラム中の 0(ゼロ)は アルファベッ

と記します。

⇒、V~、 A、 ∠、Goto、 1

16ス テップ

トのO(オー)と 区別するために 0

このプログラムは入力された数値をメモリーの Aに記憶 させ、次に Aメ モリー

の内容が 0よ り大きいか等 しければ(小 さくなければ )“ ⇒"と “∠"の 間の文(計算

式 )を 実行 し、続けて“Goto l"に より“Lbl l"に 戻ります。もし、Aメ モリーの

内容が 0よ り小さければ、“∠"以降に飛び、“Goto l"に より“Lbl l"に 戻 ります。

例 いくつかの数値の合計を計算する。ただし0を入力したときに、合計を表

示するようにする。

プログラム

0、 →、B、 :、

Lbi、  1、  :、  ?、 →、A、  :、 A、 =、 0、 ⇒、Goto、 2、  :、

A、 十、B、 →、B、 :、 Goto、 1、 :、

Lbl、 2、  :、 B                 31ス テップ

このプログラムは、まず合計を計算する Bメ モリーに 0を 入れてクリアーして

おきます。そして、“?→ A"で 入力された値を Aメ モリーに記憶 させ、“A=0

⇒"で Aメ モリーの内容が 0か 0で ないかを判断し、0の ときは“Goto 2"に より

“Lb1 2"ヘ ジャンプします。もし、Aメ モリーが 0で ないときは、“Goto 2"を 飛

ばして“:"の 次の命令“A tt B→ B"か ら実行を続け、“Goto l"に より再び“Lbl l"

に戻り、入力を繰り返 します。           ‐

“Lb1 2"か らは合計の入っている Bメ モリーを表示させます。本来“B"の後に表

示命令の“∠"を 入れますが、ここでは省略 しています。



(Aキ 0)

:A tt B→ B

このプログラムの流れを追ってみますと、次のようになります。

日カウントジャンプ

カウントジャンプとは、指定されたメモリー内の値を 1つ ずつ加算 したり、減算

したりして、値が 0で なければ次の文を実行し、値が 0で あれば次の文を飛ばし

て“:"ま たは“∠"の次の文を実行します。メモリー内の値を 1ずつ加算 して判断

するのが“Isz"(Increment and Skip on Zero)命 令で、 1ず つ減算 して判断する

のが“Dsz"(Decrement and Skip on Zero)命 令です。

メモリー内=0

ここでいうメモ リー名には Aか らZの ようなメモ リーの名前 (ア ルファベ ッ ト1

文字や A[]等 )を 書 きます。

例  Aメ モ リーに 1ずつ加える…… Isz A

Bメ モ リーから 1ずつ引 く…… Dsz B

112



例 10個の数値を入力して平均を求める。

プログラム

1、 0、 一、A、 :、 0、 一、C、 :、

Lb!、 1、 :、 ?、 一、B、 :、 B、 十、C、 一、C、 :、

Dsz、 A、  :、 Goto、 1、  :、 C、 ÷、 1、 0     32ス テップ

このプログラムは最初に Aメ モリーに10を 、Cメ モリーに 0を 入れます。これ

は Aメ モリーをカウンター(数 をかぞえる器 )と して使い、“Dsz"を 使ってカウン

トダウンさせます。Cメ モリーは合計を取るメモ リーですので、 0を 人れてク

リアーしておきます。

“?"に より入力された数値は Bメ モリーに入れられ、続 く“B+C→ C"に より、

Cメ モリーに合計を取っていきます。

“Dsz A"は Aメ モリー内の数値から1を 引いて、結果が 0で なければ直後の文、

ここでは“Goto l"に 進み、もし0で あれば“Goto l"の次の“:"を 飛びこして、“C

÷ 10"に 進みます。

例 地上から初速 Vm/sec、 角度S°で打ち上げたボールの高さを 1秒おきに求

める。式はわ=V ttn O r― ÷gFで、g=9.8と して空気抵抗は考えないも

のとする。

プログラム

Deg、 :、 0、 一、T、 :、 ?、 一、V、 :、 ?、 →、S、 :、

Lbl、  1 、 :、  :SZ、 T、  :、  V、 ×、 sin、  S、 ×、 T、  ‐―、

9、 ・ 、 8、 ×、T、
=2、

÷、 2、 ∠、Goto、 1    38ス テップ

このプログラムは、最初に角度単位の設定と初期値化(Tメ モリーをクリアーす

る)を し、続いて Vメ モリーと Sメ モリーに初速と角度を入力します。

“Lbl l"は繰 り返 しの最初の部分に入れますので入力の後に入れ、続けて“Isz T"

で Tメ モリー内の数値をカウントアップ(1加 える)し ています。ここでの“Isz"

の使い方は、Tメ モリー内の数値をカウン トアップするために使い、判断によ

リジャンプさせてはいません。判断によるジャンプの仕方は前出の“Dsz"と 同じ

ですが、このようにカウンターとして 1ずつ増やすだけの使い方もあります。も

し、“Isz"を 使わない場合は、“T+1→ T"と 5ス テップ分必要としますが、こ

のような使い方では“Isz T"の 2ス テップですみます。応用的な使い方ですが、

覚えておくと便利です。
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Tメ モリーをカウン トアップした後は、式に従い計算式通 りに計算をし、高さ

を表示していきます。

なお、このプログラムでは終 りがありませんので、必要な高さまでを求めました

ら、匝国□ と押 して終了させてください。

くまとめ〉

口p     ¬ロ 式書 容内

無条件ジャンプ Lbl″

Goto″ (″ は 0～ 9の 自然数 )

Goto″ に対する Lbl ηに無条件で

ジャンプする。

条件 ジャンプ 左辺 関係演算子 右辺⇒

文
|二 1文

(関 係 演 算 子 :=、 キ、 >、

<、 ≧、≦
)

左辺と右辺を比較 して、条件式に

合えば(正 しければ )、 “⇒"以降を

実行 し、正 しくなければ :ま たは

∠以降にジャンプする。

文は数式や Goto命令等が入 りま

す。

プ

」Ｐ
　
　
ノヽ

”　゙
【

カ

lsz J t,) -Z I y.l

Dsz.{t'J-e:{1

('+t)-z:A-z
*/:rtA [ ]li;)

文
　
　
　
文
　
　
嬉

“
‥

∠

　

“
‥

∠

　

の

メモ リー内の数値 を 1ず つ加算

(Isz)ま たは減算(Dsz)し て、 0に

なれば、 :ま たは∠以後にジャン

プする。

文は数式や Goto命令等が入 りま

す。

■サブルーチン

今まで出てきたように 1つ のプログラムエ リア内だけのプログラムを「メイン

ルーチン」と呼び、このメインルーチンに対 して他のプログラムエリアによく使

うプログラムの一部を入れて使うことを「サブルーチン」と呼びます。

このサブルーチンとしての使い方は、繰 り返 し使う計算式を 1つのプロックとし

て組み、その都度ジャンプして使ったり、よく使う計算式や操作を独立させて色々

なプログラムからジャンプさせて使うのに便利です。
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サブルーチン

PO

一↑
・

ｇ

，
，
‐
―

０Ｐ

／

／

一

)P3

>P2
Prog 4 ; ／

ヽ

) P4

Prog 8マ
／
ヽ

) P8

Prog 9 
=

／

ヽ

→ P9

一

 ヽ        / 
―ヽ 一 ― ― ― ― ― ノ  _ヽ_____

1レ ベル    2レ ベル    3レ ベル    4レ ベル

サブルーチン命令は“PrOg"を 使い、続 く0～ 9の番号でプログラムエ リアを指定

します。

例  PrOg O・…プログラムエリア POヘ ジャンプする

Prog 2・…プログラムエリア P2ヘ ジャンプする

Prog命令によリジャンプした後は、指定のプログラムエリア内のプログラムを先

頭から実行 し、最後まで終ると再びもとのプログラムェリアの“Prog n"の 次の命

令に戻ります。サブルーチンとして組まれているプログラムの内からさらにサブ

ルーチンヘジャンプすることもできます。このサブルーチンヘジャンプすること

を「ネスティング」と呼び、全部で10レ ベル(10段 )で きます。このレベルをこえま

すとエラー(Ne ERROR)と なります。また、“Progノ に対するプログラムエリア

P″ にプログラムが記'憶 されていないときはエラー(Go ERROR)と なります。

ただし、“?"に よる入カバ ソファを含みますので、サブルーチン中で入力命令が

あるときは、 9レ ベルまでとなります。

サブルーチン内の Goto″ は、そのプログラムエリア内のLbl″ にジャンプします。

例 前出の正 8面体と正 4面体の表面積と体積を求めるプログラムを同時に組

む。なお、答えは′
]ヽ数点以下 3桁まで求める。

この例では、すでに説明したプログラムを使い、最初に小数点以 ド指定 (匝回 日

□ )を 組み込みます。

チ 〕イ
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では、 2つ のプログラムを見てみましょう

正 8面体

PO Fix、 3、 :、 ?、 →、A、 :、 2、 ×、v~、 3 ×
=2、

J、

w~、 2、 ÷、 3、 ×、A、 ノ、 3 23ス テップ

正 4面体

Pl Fix、 3、 :、 ?、 →、A、 :、 ヾ
~、

3、 ×、A、
=2、

J、

、
~、

2、 ■、 1、 2、 ×、A、 ノ、 3 22ス テップ

計 45ス テップ

この 2つ のプログラムを比較 してみると を引いた部分は同じ内容ですので、共

通 して使えればプログラムが簡単になり、ステップ数も少なくてすみます。また、

を引いた部分はそのままでは共通になりませんが、Plの正 4面体の体積部分

を“、
~、

 2、 ÷、 3、 ×、A、 ノ、 3、 ÷、 4"と 考えれば共通になります。

では を引いた部分を P9に、 を引いた部分を P8に独立させてみましょう。

P9 Fix、 3、 :、 ?、 一、A、 :、 マ
~、

3、 ×、A、 ェ2 12ス テップ

P8、 ~、
2、 ÷、 3、 ×、A、 ノ、 3 8ス テップ

次に、共通部分を取り除いた残りを、正 8面体はPOに 、正 4面体はPlに組

んでみましょう。共通部分の P9、 P8のサブルーチンヘのジャンプ“Prog 9't

“PrOg 8"を 忘れずに追加します。

P O Prog、  9、  :、 Ans、 ×、 2、 ∠、Prog、  8

Pl Prog、  9、 
“
“

、Prog、  8、  : 、 Ans、  ÷、 4

9ス テップ

9ス テップ

計 38ス テップ

このように組むと、POま たは Plの プログラムをスター トした後は P9の プロ

グラムにジャンプし、小数点以下 3桁指定を行ない、 1辺の値を入力して表面積

の計算をします。POの正 8面体では“2× "が抜けていますので、POに戻つた

後“Ans× 2"で 答えを求めます。Plの正 4面体ではそのままで答えが求められ

ていますので、Plに戻り表示させます。体積の計算も同様に、P8ヘジャンプ

して計算を行なった後メインルーチンの POま たは Plに戻り、POではそのま

まプログラムを終了させて、答えを表示 します。Plで は P8で求められた答え

をさらに 4で割 り、答えを求めます。
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このようにサブルーチンを使ってプログラムを組んだ方が、ステップ数が短かく

なり、見ためにもスッキリしてきます。

ではこのプログラムの流れを見てみましょっ。

PO P9

サブルーチンはプログラムの共通部分を取り出して、別のプログラムエリアに組

むことにより、ステップ数を短かくしたり、プログラムをブロックことに別けて

プログラムを構造化するときに便利な命令です。

■キャリッジリターン機能

キャリッジリターン機能とは、命令の区切 りである“:"の かわりに匝ロ キーを

押すことにより、プログラム内容の表示を見やすくすることができます。

Deg.0→ T:?→ V:?→ S:
Lb1 1:!sz T:V× Si

n s× T-9。 8× T2÷ 2z
Goto i

このプログラムをキャリッジリターン機能により区 Ll」 ってみますと、次のように

なります。

Pl

Deg

0→ T:?→ V:?→ S

Lb1 1:isz T:V× Si
n S× T-9.8× T2÷ 2z

この 2カ 所で匝∃

キーを押す。何も表

示されず、次の行に

改行する。

この ようにすれば、角度単位の指定や Lblの 位置 によるループの動 きなどがわ

か りやす くなります。

Prog 9 I

AnsX2^/

Prog 8

ProgS I Ans * 4

Fix 3:?→ A:

、
~3×

A=2
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操作手順

匝国 日匝コ (□ のかわりに押す )

回日 回 ロロ団 □ [三]回 団 □団 □ [三]回 日国

□団回 □ □ ……

☆一度入力したプログラムにキャリッジリターンを組むには、匝□ 匝回 と押 し

て挿入モー ドとしてから匝コ キーを押 し、その後“:"を 削除します。

ュog:0→ T:?→ V:?→ S:
Lbl i::sz T:V× Si

n s× T-9.8× T2÷ 24
Goto l

カーソルを“Deg"の 後の“

回 団 国 国 Dog

L。]0→ T:?→ V:?→ S:Lb:
1:lsz T:V× Sin s

×T-9。 8× T2÷ 2`

回

Deg

n→ T:?→ v:?→ S:Lbl
l::sz T:V× Sin s×
T-9.8× T2÷ 2`

次の場所である“?→ S"の 次の“:"に カーソルを合わせ、同様に匝画 を挿入

してから、“:"を 削除します。

Deg
O→ T:?→ V:?→ S

Eb1 1:lsz T:V× Si

n S× T-9。 8× T2÷ 2′

:"に 合わせ□団匝□と押してからE□を挿入します。

E●I～ E∃ 団

国 国 国

以上で、キャリッジリターン機能が組み込 めました。

☆マニュアルで も匝回 EXEと することにより、キヤリッジリターン機能が使 え

ます。
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4-8メ モリーの配列的使い方

■配列的使い方 とは ?

今まで出てきたメモリーはAとか B、 X、 Yの ようにアルファベット1文字を

名前として使われてきました。

ここで説明する配列的使い方とは、メモリー名(ア ルファベット1文字 A～ Z)

に[1]、 [2]の ような添字を付けて使う方法です。(※ []は匝コ 回、匝コ 匝回

と押す)

今までのメモリー   配列的メモリー

A       A[0] C[-2]
B       A[1] C[-1]
C       A[2] C[0]
D     A[3]C[1]
E       A[4] C[2]

この添字 (番号 )に よリメモリーを使いわけて、プログラムを短く簡単にすること

ができます。この添字には負数も使え、 0番目のメモリーを基準にして計算 しま

す。

例 10個のメモリー A～ Jに 1～ 10の数値を入れる

今までのメモリー使用

1、 →、A、 :、 2、 →、B、 :、 3、 →、C、 :、 4、 →、D、 :、

5、 一、E、 :、 6、 →、F、 :、 7、 →、G、 :、 8、 →、H、 :、

9、 一、:、 :、 1、 0、 一、」        40ス テップ

配列的メモリー使用

0、  ・・、 Z、  :、  Lbl、  1 、 :、  z、 ■、 1 、 中→、 A、 [、 Z、 ]、  :、

:sz、 Z、  :、 Z、 <、 1、 0、 ⇒、Goto、 1       26ス テップ

このようにいちいち「→ A」 、「→ B」 と入力していてはめんどうです。この例の

ような場合にはこれ位ですみましたが、もし何番目かの指定をして、任意のメモ

リー内容を見たいときはどうでしょう。
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今までのメモリー使用

Lbl、  1、  :、  ?、 ―→、 Z、  :、

z、 =、 1、 ⇒、A、 ∠、Z、 =、 2、 ⇒、B、

Z、 =、 3、 ⇒、C、 J、 Z、 =、 4、 ⇒、D、

Z、 =、 5、 ⇒、E、 ∠、Z、 =、 6、 ⇒、F、

Z、 =、 7、 ⇒、G、 J、 Z、 =、 8、 ⇒、H、

Z、 =、 9、 ⇒、l、 J、 Z、 =、 1、 0、 ⇒、

Goto、 1

配列的メモリー使用

Lb:、 1、 :、 ?、 →、Z、 :、 A、 [、 Z、 一、

Goto、  1

このようにしてみれば、だいぶ違います。今までのメモリーの使い方では、 1～

10を 判断して表示させますが、配列的使い方では Zメ モリーの内容(数値 )を “[Z―

1]"に より変えるだけで簡単に選ぶことができます。添字の中は計算式 (Z-1、

A+10等 )が使えますので、とても便利です。

■配列的使 い方の注意点

メモリーを配列として使う場合、メモリー名をA～ Zか ら選び、添字により使

い分けても、今までの A― Zと して使つていたメモリーと同じメモリーを使っ

ているので、重複して使わないように気を付けなければなりません。

A101A[1l A[2】 A131A[4〕 A【 5]A【 6]

B〔-1]B【 0]B【 1l B12】 B【 3〕 B【 4]B[5〕

c〔 2]C卜 l]C【 0]C【 1l C〔 2】 C[3]Ci4]

G[6〕 G[-5]G卜 4]Gl-3]G卜 2]G卜 1]G10]

/.
/.
/.
/,
J. ^4.

7077 .y j

I .1. ^..
16z.7 .y J

A1231A1241A[25]A1261A127]

B122]B〔23]B124〕 B[25]B[26〕

C[21l C〔 22]C[23〕 C〔24]C[25】

G【17]G[i8]G[191G【 20]G[21]

X10]X[1]X[2〕 X13]X〔 4〕

Y卜 l]Y〔 0】 Y[1]Y【 2〕 Y〔 3]

Z卜2]Z卜 1l Z[01Z【 1l Z〔 2】
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Zメ モリー以降の A[26]や Z[1]な どは、配列的な使い方で使います。

使い方が異っても、使うメモリーは基本の A～ Zの 26個 と匝ヨロ (Defm)に よ

り増設されたメモリーですので、アルファベット1文字のメモリーとして使って

も、添字を付けて配列的に使っても、同じメモリーを使うことがありますので注

意してください。

次のような使い方は配列的メモリーと今までのメモリーとを重複して使っていま

すので、このような使い方はしないように注意してください。

例 A[1]～ A[5]に 1～ 5を 記憶させる。

5、 一、C、 :、 Lb:、 1、 :、 c、 →、A、 [、 C、 ]、 :、

Dsz、 C、  :、 Goto、  1、  :、

A、 [、 1、 ]、 ∠、A、 [、 2、 ]、 ∠、A、 [、 3、 ]、 ∠、

44ス テップ

このプログラムでは配列として A[1]～ A[5]に 1-5を記憶 しますが、カウ

ンター用のメモリーとして Cメ モリーを使っています。

このプログラムを実行すると次のようになります。

操 作

□ 0□
□

□

□

□

2番 目の A[2]の値が正 しくあ りません。正 しくは 2ですので、プログラムに

誤まりがあります。実は A[2]と いうメモ リーは Cメ モ リーと同 じだか らです。

A   B   C   D   E   F

A[1]A[2]A[3]A[4]A[5]

このため、Cメ モ リーの内容が 5か ら 1ず つ減っていき、最後 に 0に なって表

/1Nに 移 りますので、Cメ モ リーすなわち A[2]は 0が表示 されます。

配列的な使い方をするときには、このようなメモ リーの重複をさけて使ってくだ

さい。

表 示

1

0。

3。

4.

5。
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■配列的使い方の応用

たくさんのデータを使うときに、必ず 2種類のデータを1組として使う場合があ

ります。このようなときにはメモリーをデータ数分だけずらして使います。

例 2つのデータ
“
、yを記憶させ、・ の値を入力してyの値を表示させる。

なお、データ数は15個 とする。

プログラム例 1

データの制御用メモリーにAメ モリーを、″データの一時入力用に Bメ モリー

を使い、 C[1](D)か らC[15](R)メ モリーに″データを、 C[16](S)か らC

[30](Z(7))メ モリーにyデータを記憶させます。

1、 →、A、 :、 Defm、 7、 :、

Lb:、 1、 :、 ?、 一、C、 [、 A、 ]、 :、

?、 →、C、 [、 A、 十、 1、 5、 ]、 :、

:sz、 A、  :、 A、 =、 1、 6、 ⇒、Goto、 2、  :、 Goto、  1、  :、

Lb:、  2、  :、  1、  5、 ―→、 A、  :、  ?、 ―→、 B、  :、

B、 =、 0、 ⇒、Goto、 5、  :、

Lb:、 3、  :、 B、 =、 C、 [、 A、  ]、 ⇒、Goto、 4、  :、

Dsz、 A、  :、 Goto、 3、  :、 Goto、 2、  :、

Lb:、 4、  :、 C、 [、 A、 +、 1、 5、 ]、 ∠、Goto、 2、  :、

Lb:、 5                      98ス テ ップ

このプログラムではメモリーを次のようにして使っています。

“
データ

C[1]C[2]C[3]C[4]C[5]C[6]C[7]C[8]C[9]C[10]
D  E  F  G  H   I   J   K  L  M

C[11]C[12]C[13]C[14]C[15]

N  O  P  Q  R

υデータ

C[16]C[17]C[18]C[19]C[20]C[21]C[22]C[23]C[24]C[25]

S T U V W X Y Z Z(1)Z(2)
C[26]C[27]C[28]C[29]C[30]

Z(3)Z(4)Z(5)Z(6)Z(7)
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プログラム例 2

使うメモリーは同じですが、メモリーの名前を2種類にして″、″データを区別

します。

1、 →、A、 :、 Defm、 7、 :、

Lb:、 1、 :、 ?、 →、C、 [、 A、 ]、 :、

?、 →、R、 [、 A、 ]、 :、

:sz、 A、  :、 A、 =、 1、 6、 ⇒、Goto、 2、  :、 Goto、 1、  :、

Lb:、  2、

B、 =、 0

Lb!、  3、

、 1、 5、 →、A、 :、 ?、 →、B、 :、

⇒、Goto、 5、  :、

、B、 =、 C、 [、 A、  ]、 ⇒、Goto、 4、  :、

Dsz、 A、 :、 Goto、 3、  :、 Goto、 2、  :、

Lbl.. 4. :. R. I. n. l. Z. Goto. 2. i.
Lb:、  5 92ス テップ

メモリーの使い方

ェデータ

C[1]C[2]C[3]C[4]C[5]C[6]C[7]C[8]C[9]C[10]
D  E  F  G  H   I   J  K  L  M

C[11]C[12]C[13]C[14]C[15]

N  O  P  Q  R

yデータ

R[1]R[2]R[3]R[4]R[5]R[6]R[7]R[8]R[9]R[10]

S   T  U  V  W  X  Y  Z Z(1)Z(2)

R[11]R[12]R[13]R[14]R[15]

Z(3)Z(4)Z(5)Z(6)Z(7)

このように、使 うメモ リーが同 じでもメモ リー名を変えて使うこともできます。

ただ しメモ リーの増設 (匝回 □ :Defm)に より増えた部分については、メモ リー

名が A～ Zま でのため、配列としての使い方だけとなります。

※メモリー数を標準の26メ モリー以上使うときは、増設命令もプログラム中に組み込

んでおいてください。

例 メモ リーを14個増や して40個を使 う場合

Defm、  1、 4、  :¨……
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4-9アルファ文字の表示

アルファ文字とは、匝団 キーに続けて押すアルファベット文字や数字、演算命

令のことで“
 "(引

用符 :匝コ 匝∃ )に 囲まれた中の文字を表/1Nさ せて、メノセ

ージなどに使います。

■アルファ文字

●匝コ キー後に押 して表示する文字

[、  ]、 k、 m、 μ、n、 p、 f、 スペース、

A、 B、 C、 D、 E、 F、 G、 H、 I、 」、K、 L、 M、 N、

0、 P、 Q、 R、 S、 T、 U、 V、 W、 X、 Y、 Z

●その他の数字、記号、演算命令、プログラム命令

0、  1、  2、  3、  4、  5、  6、  7、  8、  9、

(、 )、 ヾ 、 E、 十、一、×、÷、…… …

sin、  cos、  tan、  log、  ln、  …・…。…・

=、 キ、≧、≦、 >、 <、 ………

A、 B、 C、 D、 E、 F、 d、 h、 b、 o、

Neg、  Not、 and、  or、 xor

■、 フ、 ″σ″、 ″σπ~1、  ………
°
(図ヨ匝国日 )、

r(SHI日 日団 □ )、

g(巨
回 区コ 固 )

※これらのように、表示される文字は全てアルファ文字として使うことができます。

例えば、前出の例のように″データとノデータの 2種類を入力するような場合、

“?"命令だけでは何を入力 していいかわかりません。この入力の確認のために

“?"の前にメッセージを入れてみましょう。

このプログラムに“X="と “Y="の メッセージを入れてみます。

Lbi、 1、  :、 "、  X、 ==、 "、  ?、 ―→、 X、  :、

“、Y、 =、 "、 ?、 一、Y、 :、 ……
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このようにメッセージを加えれば、次のように表示されます。

Plに記憶 しているとします。

日 1国
10国

X=7
Y=?

N=?
X=

i2。

N=?
NO

N=7
X=

9.

・
プログラム計算で計算結果の内容を表示させるときのメッセージにも便利です。

Lbl、 0、 :、 "、 N、 =、 "、 ?、 一 、 B、 ～、C、 :、

0、 →、A、 :、

Lbi、 1、 :、 C、 ÷、 2、 一、c、 :、 Frac、 C、 キ、0、 →、Goto、 3、

:、 :sz、 A、  :、 C、 =、 1、 →、Goto、 2、  :、 Goto、 1、  :、

Lbl、 2、 :、 "、 x、 =、 "、 ∠、A、 ∠、Goto、 0、 :、

Lbi、 3、  :、 "、 N、 O、 ''、 ∠、Goto、 0         70ス テップ

このプログラムは 2の ″乗を計算するプログラムで、データの入力時は“N=?"
と表示されます。答えは“X="と 表示後、匡ロ キーを押すと次の行に表示され

ます。また、データが 2の r乗でないときは“NO"を表示 して再入力になります。

P2に記憶 してあるとします。

回 2□
4096 EXヨ

国

□

3124□

□

512国

□

※アルファ文字の後に計算式の結果を表示する場合は、アルファ文字の後を∠ (表示

命令)で区切ります。

125



アルファ文字を17文字以上表示させますと、次の行の先頭から続けて表示します。

また、アルファ文が表示窓の最下行の最後に表示された場合は一定時間後、順に

上方に送られ、最上行の表示内容は表示窓から消えます。

□ 0 968+125-65
1028。

Prog O_

国 968+125-65
1028.

Prog 0
ABCDEFGHiJKLMNOP

↓ 一定時間後

1028.
Prog 0

FGHiJKLMNOPABCDE
QRSTUVWXYZ

126



4-10グ ラフイック機能をプログラムに組む

便利なグラフィック機能をプログラムに組むことにより、長くて複雑な方程式や

複数のグラフの重ね描きを繰 り返し描かせることができます。

グラフィック命令は トレース機能以外は全てプログラム中に組み込むことがで

き、レンジ内容などを組み込んでおけば、自動的に設定されてグラフが描けます。

グラフを描くプログラムも、基本的にはマニュアルで行なう操作をそのまま記憶

させます。

例 1)次 の 2本のグラフが実根となる解の数を求める。

ノ=プ ーノー24ノ +4″ +80

y=10″-30

レンジは次の内容とする。

X Range
m i n i-l@.
max:1@.
scli2.

Y Range
min:-120.
maX:150.
sci:50。

まず、 レンジの設定 をプログラムに します。

各値 は“,"で 区切 ります。

Range、 (― )、  1、  o、  ,、 1、  0、 ,、  2、  ,、 (― )、  1、  2、  0、  ,、 1、

5、  0、  ,、  5、  0

次に、 1本目のグラフをプログラムにします。

Graph、 X、 ノ、 4、 一、X、 ″y、
3、 一、 2、 4、 X、 プ、十、 4、 X、 +、 8、

0

2本 目のグラフも同様 にプログラムに します。

Graph、 1、 0、 X、 一、 3、 0          計49ス テップ
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これでプログラムができました。このプログラムを入力しますが、レンジと 1本

目のグラフの終りに匝ロ キーを押して続けて入力してみます。

i20,150,50
Graph Y=X"y4-Xェ y

3-24X2+4X+80
Graph Y=10X-30_

では、実行 してみましょう。

国国□

□ 0国
ヽ
ヽ / ヽ 才

ハ ∨
/

もし、 1本 目のグラフ表示後、画面を停止させるときは、匿回 で区切るかわり

に“∠"を 入れてください。一度停止 し、次の匝回 キーで続けて 2本目のグラフ

を描きます。

このように、プログラムに組み込むことにより、いろいろなグラフが描けます。

このようなプログラムによるグラフィックについては巻末のライブラリー編を参

考にしてください。
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ライブラリー編

くお使いの前に〉

※プログラムを記憶させるitに 、残 りのステ ンプ数を確認 してください。

※本ライブラリーは、数llh計算編とグラフインク編の 2種灯1に 分れています。

数付lii卜 算編は、答えのみi記 戦し、グラフィンク編は衣 /1・ 窓全部をi記 載 して

います。

また、数付1計算編のプログラムはi十 算中の“×"を 省略 していませんが、グ

ラフィンク編のプログラムは省略 しています。

※グラフィック編のプログラムでは、衣/JNを 見やす くするためにキャリッジ

リターン機能 (゛)を 使っています。“
“

"の場
''Fで

は 匝コ キーを押 してく

ださいっ (“ は表/1Nさ れません)

※プログラム中の「craphJは 、 匝国 キーを中||し て ください。 (Graph Y=と

表示されます )

※「‖
‐
算モー ドの指定は、匝□ 回 と事||し て WRTモ ー ドにした後、匝□ 匝回

日 や MODE日 と夕llし てモー ド指定後に EXEキ ーをJllし ます。
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CASIO PRoGRAM sHEEr

プログラム名

素 因 数 分 解
No

1

内 容 計 算 式 等

任意の正の整数 ″の素因数を選び出す。

但し 1<″ <10mで 、

素数は小さな方から選び出し、“END"を表示したら終りとする。

く考え方〉

“
を順次 2お よび〃=3,5,7,9,11,13,… …(奇数のすべて)の数列で割り、割り切れる

かどうかを調べる。

どが素数だった場合 ″:=″ l l/ど とし、

υ冗 十 1≦ どまで割算を繰り返す。

〈例 1〉

例  題     H9=7× 17

く例 2〉

1234567890=2× 3× 3× 5× 3607× 3803

く例 3〉

987654321=3× 3× 17× 17× 379721

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●回 □ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

手順 キ ー 操 作 表 一不 手順 キ ー 操 作 表 一不

1 日 0□ M? 国 3803.

119国 匡 END

匡 17. 13 匡 M?

4 国 END 14 987654321国 3.

5 国 M? 15 国 3.

6 1234567890 □ 2. 16 □

7 □ 国 17.

8 国 18 国 (約 12秒後)379721.

9 □ 5. 19 国 END

10 □ (約 1分 14秒後)3607. 20
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陶 漕摯珊 )プ 1実 行 内 容



CASTO PRocRAM sHEEr

プログラム名

最 大 公 約 数 2

内 容 計 算 式 等

ユークリッドの互除法で,α 、♭2つの整数の最大公約数を求める。

「 lし 、|´ |、 |♭ |<10' 正の場合は<10Ⅲ 'と する。

〈考え方〉

″,=max(α l、  b)

″l=min(lα 、 b)

れ=4‐ (缶)・」
=々2 3-・・̈

22・ =0な らば、最大公約数 (ε )は 、″々 lと なる

例  題 く例 l〉

α=238

♭=374

のとき

ε=34

〈例 2〉

α=23345

b=9135

のとき

ε=1015

く例 3〉

´=522952

ι=3208137866

のとき

ε=998

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●回 □ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

手順 キ ー 操 作 表 一不 手順 キ ー 操 作 表 一不

i 回 0国 A?

2 238国 B?

3 374匡 34. 13

国 A?

5 23345 EXE B? 15

6 釧35匡 1015。 16

7 匡 A? 17

8 522952国 B? 18

9 3208137866[□ 998.

10 20
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No 2

行 鯛 風辞巧鷺)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
＾
一ア
ツ
″

1 Lbi1 1 1 : | " : A I " , → :AI: "IB

2 B

3 Abs A : ― I A I : :AbsI B → : B

B < A I ⇒ IGdo 2

A → i C B A CI→ B

Lb: (― ( ( A ÷ :Bl) × B A

フ )
→ l c

C 0 1 → IGф: 3

Bt-:A::tC → I B Gdo 2
Lb:i 3 1 : I B J IGdo l

Ю

25

26

メ

モ

リ

ー

内

容

A ´、 ぬ H 0 V

B ら、 ″1 I P W

C J Q X

D K R Y

E L S Z

F M T

G N U
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CASIO PRocRAM sHEEr

プログラム名

シンプソン法による定積分
No

3

内容 計 算 式 等

I=卜 を 二
十

yO・ 41蜘 十胸J……+"ト パ射 漁J卜 十̈ル″

"十

ル洲

力=7

1=Ⅲ +』1吃¬・2yJ―″淵

川=寺の場合

例  題 く1〉 α=0、 b=1、  2初 =10

卜1寺4神539815"

〈2〉 α=2、 ♭=5、 2″ =20

卜「井 4司
“

劉
"

●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●匝亜]□ (RUN状態)で 下のキー操作の順にキーを押します。

準備および操作

手順 キ ー 操 作 表 一不 手順 キ ー 操 作 表 一不

1 □ 0国 A?

0匝ヨ B?

3 1匝□ 2M?

10□ 0.7853981535

5 国 A?

6 2匝 E B? 16

7 5匝E 2M?

8 20 EXE 0.2662526769

9 19

20
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No. 3

行 ∈要勇孔黒異■理¬得)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
ス
テ

ツ
”

1 P0

Lb: 1 Mc

3 A "i?→ IAI: "IBI"171-l BI: "

M ? i→ I M

A → IG: : IPro91 1 : : I Pi→ | | | : |( l BI― A

) 十 I Mi→ I D MI÷ 121→ lo

7 2 1 : IGIナ I DI→ IGI : IPrOg1 1 1 : | : i+i P
× :

G *,D,+:G: ::Prog l: : | +tp:X:2:-
| 01- 1 → 1 0

01キ 101⇒ IGdoi 2 10

BI→ IG PrOg1 1
| PI… |

1

DI× | ■ 1 3 1′

Gdo l

1 ■ :(IGiXIGI十 11 )
→ IP

言+ 136

メ

モ

リ

ー

内

容

A H 0 ループ回数 ) V

B ι I 1 P W

C J Q X

D 力=写 K R Y

E L S Z

F M 2″ T

G N U
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CASI口   PROGRAM SHEET
プログラム名

△  
一  Y 変 換 4

内容計 算式等

1)

―

-

2)

R2=

例  題

鴫 =轟

く1)

Rl=12(0)

R2=47(0)

R3=82(Ω )

R3=

く2〉

R4=100(Ω )

R5=150(0)

R6=220(Ω )

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●匝]D]□ (RUN状態)で 下のキー操作の順にキーを押します。

手順 キ ー 操 作 表   示 手順 キ ー 操 作 表   示

1 □ 0国 D→Y:1,Y→ D:2? 国 D→Y:1,Y→ D:2?

2 1匝コ Rl=? 12 2匝コ R4=?

3 12匡 R2=? 13 100国 R5=?

4 47睡区E R3=? 14 150国 R6=?

5 82睡区ヨR4= 15 220国 Rl=

6 国 4. 16 匡 466.6666667

国 R5= 匡 R2=

8 国 27.33333333 18 匡 318.1818182

9 国 R6= 19 国 R3=

10 国 6.978723404 20 国 700
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No. 4

行 G藉騨孔振興■理1年)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
＾
一ア
ツ
″

1 11:l''IDI→ :Y 1 Y D

7 1 → I N

N :.,21+rcdoi 2i::N キ :1 → Gd●  1 34

R 1
, A

R121=|"|フ |→ B

R 3 i=| '' , C

Al+!Bl+iCi→ :D 69

R
`

A × B D J

R

“

B X CI÷ : D
“

R ∠ A X C 十 ID ∠ α

Gdo1 1

Lbl

R141=!"171→

"iRi5:::":ft- 2
"IR16:=|"|?|→ G ま

× IF +IFIXIGI十 G × E I → i H

Ri l l=1 ''
“

H J G

R12:=:":∠ IH G ∠

Ri31=|''|イ IH
“Gdo 1

26

メ

モ

リ

ー

内

容

A RI H R4R5+R5R6+R6R4 0 V

B R2 I P W

C R3 J Q X

D RI+R2+R3 K R Y

E R4 L S Z

F R5 M T

G R6 N 判断用 U
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CASIO PRoGRAM sHEEr

プログラム名

最 小 損 失 整 合
No

5

内 容 計 算 式 等

ZOと Zlを 最小損失でマッチングする Rl、 R2を 求める。

RI

昨ろ躊 昨
蒔

副 媚 失鴫 m‐0範
(√ζ三

十
辱

-1)日劇

例  題

(3二 :::1 
のときの

 (:lh   
求めよ

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。
●回 □ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

手順 キ ー 操 作 表   示 手順 キ ー 操 作 表   示

1 □ 0国 ZO=?

2 500匝ヨZl=? 12

3 200歴区ヨRl= 13

4 国 387.2983346

5 国 R2= 15

6 国 258.1988897 16

7 国 LMiN= 17

8 国 8.961393328 18

9 19

10 20
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No. 5

行 鋼 羅辞巧鴨)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
ス
テ

ツ
プ

1 ''iZ 0 =| '' I , → I YI :

Z l Z

3

「

1(111-IZI÷ Yl )i→ A

YIX A →  R: : I Z:÷ : A S Y Z

→ I B 21 01X log l(|「 BI+

「

( B

1 ) )
→ : T 65

7 "IR1 1 :t')t/ RI∠

R 21=|"|∠ Si“

L M I;N::
`lT 90

1

25

メ

モ

リ

ー

内

容

A 11_身 H 0 V

B
ユ
ｚ‐

I P W

C J Q X

D K R Rl Y Z。

E L S R2 Z Zl

F M T Lmin

G N U
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CASIO PRoGRAM sHEEr

プログラム名

集 中 荷 重 の 片 持 梁
No

6

内容計算式等 E:ヤ ング率〔kg/mm2〕

I:断面2次モーメント〔mmり

`:集中荷重の位置〔mm〕

P:荷重〔kg〕

″:た わみ位置〔mm〕

たわみ″〔mm〕 、たわみ角 s〔
°
〕、曲げモーメントM〔 kg・ mm〕

① ι>ェ >´            ② ″≦´

P′ ] P42
″=6EI~2EI″

s‐m」卜舶
M=0
(せ ん断荷重 Ws=0)

例  題

::ililttrlで

″ 赫 狂 ヽ

″=岳井器メ
S=ぬ♂(各け―幼リ
M=P(ェ ー̀

)
(せ ん断荷重 Ws=P)

==32 mmの 位置では ?

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。
●回 □ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

テ ロ キ ー 操 作 表   示 手順 キ ー 操 作 表   示

1 国 0国 E=? 国 -10.

2 4000睡区ヨ:=? 12 国 X=?

3 5匝コ A=? 13 32 EXヨ Y=

4 30匝ヨP=? 14 国 -0.99

5 2匝コ X=? 15 国 S=

6 25巨ヨY= 16 国 ―-2.57657183

7 国 -0.6770833333 17 国 M=

8 国 S= 18 国 0

9 国 -2.505092867 19 以下手順 5よ り繰 り返 し

10 国 M= 20

140



No. 6

行 G要勇孔黒異■葛騨砕)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
＾
テ
ツ
プ

1 Dogi : | '' EI=l '' フ E :
,

2 ― : : AI= "1 71→ IAI :i " P

3 7:+:P

4 Lbl1 1 '' l xl= "| フ X

5 Xi≦ A ⇒ Gdo1 2 52

6 '' IY =| ''

“

P X A ′ ( X ×

7 ::)iX ( Ai÷ i 3 X )

“

78

8 s:
`  tan

( (― P X:AI′ |十 1(12
9 × :EIX : ):)

“

:" M =:"i“ l o

“Gdo l

Lb:: 2

Y
“

P X X ノ ( X E ×

:1)i× ( X 3:― A )

`s: ∠ ltan (IPI× XI■ 1( 1 21× I E 15Z

× :::) X ( X ― : 2 X A )i)i∠
"IMI= Z P X ( X A )

“

Golo1 1

20

25

メ

モ

リ

ー

内

容

A H 0 V

B I I P P W

C J Q X ″

D K R Y

E E L S Z

F M T

G N U
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CASIO PRoGRAM sHEEr

プログラム名

放 物 線 運 動
No

7

内容計算式等

″=(Vo cos a)・ t

y=(Vo Jn“ ■―
trrtth

g=9.8〔 m/s'〕

V。 〔m/s〕

a〔
°
〕

∠t時間間隔〔sec〕

h〔 m〕

例  題 初速 V。 =130(m/sec)

角度 a=25(° )

高さh=0(m)
Zt=05(sec)

の場合の放物線の描く座標をИt間隔で求めよ。

●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●剛 □ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

準備および操作

手順 キ ー 操 作 表   示 手順 キ ー 操 作 表   示

1 □ 0匡 VO=? 国 T=

2 130区 A=? 12 国 05

3 25匡 H=? 13 国 X=

4 0匝コ T=? 14 国 58.91000616

5 0.5国 T= 15 国 Y=

6 国 0. 16 国 26.24518701

7 国 X= 17

8 国 0. 18 以下手順 11よ り繰 り返 し

9 国 Y= 19

10 国 0. 20
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No. 7

行 G要勇孔黒雲■亀]得)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
ス
テ

ノ
イ

1 Degl 0 :→ i S

V101=|"|?|→ lvl:|"IAI=|"|?|→

A:::"IHI=|"|?|→ IHI:l''lT I=|"|フ
→ I T

Lb1 1 1 : i V i × icosi A I × i S I― l x l : l vl × l sin

AI× iSi― 191.181× lsiノ |÷ 121+I HI→
YI :

Z SI`iSI+ITI→ Is

x::: " i/ : xt/ . " : Y::: " : aI Yt/ 98

0 1 ⇒ :Gdo l

メ

モ

リ

ー

内

容

A H カ O V V

B I P W

C J Q X

D K R Y

E L S Z

F M T 4t

G N U
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CASiTO PRoGRAM sHEEr

プログラム名

正 規 分 布
No

8

内容計算式等

正規分布関数φけ )を 求める(Hastingsの最良近似式より)

l lrl=だェφノェ

"=÷
〆÷

F轟 とすると

φ(″ )≒ 1-φ ′(cit十

P=02316419

Cl=0.31938153

C2=~0356563782

C2t`十 c3tO+C4t.+C5tS)

C3=178147937

C4=~1821255978

C5=1・ 330274429

例  題

″=118、 ェ=07の ときφ(■ )は ?

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●回 □ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

手順 キ ー 操 作 表 一不 手順 キ ー 操 作 表 一不

l E≡壼]0匡 X=?

1.18匡 PX= 12

匡 0.880999696

E≡玉]0[亘亘 X=?

5 Q7国 PX== 15

6 □ 0.7580361367 16

8 18

9 19

10 20

144



No. 8

行 嘔要列発計ユ単勇再編の プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
ス
テ

ツ
ィ

1 X = , X

| :+: ( : I :+:0: . :2:3: I :6: 4: I : 9tX
XI)|→ ITI: 11÷ vl(121× lrl)1× 〆

((― )Xiェ 21÷ 12 ) -iO:
"IPixl=|''|∠ 111-IQI× |(101.1311

913181115131× ITI十 (― )01,131516

7 516131718121× ITIェ21+111.171811

4 7191317× ITェ■ 31+(― )ll.18:2
11215151917181× ITIノ 141+111.13
3101217141412191XITI工 'i51)

11

26

メ

モ

リ

ー

内

容

A H O V

B I P W

C J Q X

D K R Y

E L S Z

F M T ′

G N U
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CASIO PRoGRAM sHEEr

プログラム名

線円 と 接 9

内容計 算式 等

Y

A ltri v′ )

X

円の式

ェ2+ノ 2=γ 2

点Aば ,v′)を 通る接線の式

ッーy'="(ェ ーェ
′
)

※"は接線の傾 き

半径rの円に点 A(ェ ',y′ )か ら接線を引き、傾き
"と

切片 b(=y'一
"r′

)を 求める。

また、 トレースにより接点の座標を読み、フ7ク タ~に より拡大する。

fJll― ― :雪

    i::| | 

より"と
bを求める。

〈注意〉

・ A点 プロントの移動は不可(移動しても、はじめの点で実行される)

・ r=ご
′
の場合はMa ERRORと なります。

・ トレース実行を選択し、“TRACE"表 示で停止中は、必ず トレースを実行してください。

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

メ

モ

リ

ー

内

容

A H 0 V

B I P W

C J Q X

D K Y

E L Z

F M T

G N U
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No 9

行 鱚 羅辞巧鷺)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
ス
テ

ツ
プ

: P0

Prog I | ., 3

X 十 Y ェ
2i=

フ R

Prq: 2 t, ./
( Y )|゛

7 2 A

Y B I゛

Pld I A BI∠
R ■2:(IA ェ21+IBIェ 21_IR 12 )|→ IPI゛
(v~IPI― IAIBI)|(IR ェ2-IA ェ2 )ェ

→ :MI“

Lbl! 6 1 ゛

Oalhi M I(IXI― A ) +I BIJ
M ∠ M ∠

B ∠ B M A ∠

Lb:: 0 1 ゛

T A C ,

Y E S → 1

N 0 → 0 → I Z I゛
２‐

一
２２

1 → i S Z 1 → :Gdol l

→ IGdo1 2 Gdo1 0

Lbl1 2 1 ゛

((― )AIBI― |~IPl)|(IR 12-lAIェ 2 )

r-r t-iN ta.

26 G中 :N ( X I一 : A
) +IBI∠

M J N ∠

B

“

B N A ∠

Lbli 5 1 ゛
1

Ｒ

一

A C E フ

Y S → l

N 0 ⇒ → I Z I゛

2 S Z +:Gdor I : a. l

Z → I Golo1 3 Golo1 5

Lb:1 1 1 
“

2(31

T R A C E

`
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No 9

行 饉 羅辞巧鷺)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
ス
テ

ツ
プ

1 Fagi N I::N:=:"|?:→ :FI::筋 :F:“

Prog1 2 1 : I SI=1 1 1→ IGdo1 9 1“

Si=121→ Graph M i(lXi― IAI) +IBI“

Glaph I N ( Xr-rA ) +I BI∠
Gdoi 3 1 

“
Lbl1 9 1 

“
Gttph M I(IXI― IAI)|+IBI∠
PrOg 1 1 Prog i 2 Gdo1 6 : 

“
Lbl1 3 1 ●口 |

E N D

1

Pl

Range l(― )1 4 1 . 1 7 1 , 1 4 1 .1 7 1 , 1 1 (― ) 3

1 3 1 l

6旧ph v~1(:RI■ 21_lxiェ 21)|゛

Gaph(― )。
~(IR 

ェ2-IX ェ2 )

計 392

３‐

一
３２
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プログラム名

円 と 接 線 9

手順 操 作 内 容 表 一不

匝コ 0□ Prog 0
x2+Y2=R2
R=?

，

“

1□

/ k
ヽノ

3

国 1

done
(X,Y)
X=?

4

3□
2□ k 

キ

X=3。

5

国

6

国

□

M=

done

O.3169872981
-Disp―

7

国

国

0.3169872981
B=

1。 049038106
-Disp―

8

□ TRACE?
YES→ 1

NO⇒ 0
?
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手順 操 作 内 容 表 一不

9

0国

10

□

□

done
M=

1。 183012702
-Disp―

□
　
□

1.183012702
B=

-1.549038106
-Disp―

□ TRACE?
YES→ 1

NO⇒ 0
?

1匡ヨ ?

1

TRACE
Di Sp

14

団 国

ヽ

／
／

15

匿ヨ～

ヽ

／
／=0.8

16

団 回

才Ｙ〓・。
6
Ｙ

０２６279442
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プログラム名

円 と 接 線 9

手順 操 作 内 容 表 一不

17

国 ?

i

TRACE
Factor N:N=?

18

4国

19

国 Factor N:N=?
4

done
END

20

21

０
乙

23

24
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CAS10  PROGRAM SHEET
プログラム名

図 形 の 回 転 10

内容計算式等

(t3, y3)

座標変換式

lr,y)→ lI`y′ )

=′
=工 COS θ~y sin θ

y′ =ェ sin θ tty cos θ
B(Z2.y2)

θ度回転 したLX」 を描 く。

例  題

A(2.0.5)、 B(6,05)、 C(5.18)の 3点により表わされる三角形を30° 回転したlXl形 を

描く。

〈注意〉

。入力して点減している点は、カーソルキーで移動できます。

・ プログラムを中止するときは、グラフイック表/J・ 中に国 キーを押します。

・ 変換した座標がレンジをこえた場合は、三角形は描きません。

準備および操作 0右のプログラムを計算機に覚えさせます。

メ

モ

!リ

|

内

容

A H O V

B 1 W

C r2 J Q X

D 1/2 K R Y

E Z

F M T

G N U
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No 10

行 閻 認摯珊 )プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
ス
テ

ツ
プ

1 Range (― ) 0 4 1 (― 0

5 1 Degl +'

( IX 1 Y 11)|“

X 1 := フ i→ A :゛

V1 1 → IBI゛

A B I∠
| 54

Xi→ IAI::YI→ B I゛

(:y:2: :Y 2:)|“
X 2:::"r?r- C :‐ 79

Y121=|"|? -tD r 88

Rd l C DIJ
XI→ IC Yi→ IB:゛

(iX13:,lY 3:):“
3 フ E I゛

Y1 3 1=|" i ? → I F I“

Pld I E F I∠

X:-:E Y :→ F i“ 14C

Lbl1 1 1 
“

A B Line l : I Pld i C D Line 駈

“ K:A:KIU:D101:IDegi" , → :Q
A:cosr O: -: B:sin Q:→ IGI“

A Jni Q I+I B icos o l→ IH
日oli G H I゛ 91

C iCOSi O I― :D islnl Q:→ :| 独

C igni O l+:D:cos Q I→ : J

Rdi l l , | 」 | : I Llne 烈

E rcos; O - | F isin QI→ i K

E Isini O 十 I F Icos 01→ ILI゛

Pld i K I L i  :  I Line l 
“

駁

Plol l G Hi : l une l`

CIS i : I ROtl C I , I D I : I Roll E F I : IGdo1 1

計 笏
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プログラム名
図 形 の 回 転 10

手順 操 作 内 容 表 一不

1

PrOg O国 Prog 0
(Xl,Yl)
Xl=?

2国
05匝コ

3

団 □ 団 日

(座標表示なし)

4

□ 0.5

(X2,Y2)
X2=?

done

5

6国
0.5□

6

国 0。 5

(X3,X3)
X3=?

done

7

5国
1.8匝コ

8

EXE
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手順 操 作 内 容 表 一不

9

国 。8
done
done

KAKUDO:Dog?

10

30 EXE

以下手順 8よ り繰 り返す

９

“

14

15

16
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CASロ ロ   PROGRAM SHEET
プログラム名

パラメータによるグラフの変化を見る

内容計 算式 等

減衰振動

(1)ε >"(過減衰)

PI=一 C+V●2_"2 , P2=~C~V● 2_"2

ε="(臨界減衰)

r=|■ 0+(υO+cr。 )`|夕 ``

cく
"(減

衰振動)

工=″い いソメー〆
`+愕

Sinν
"2-●

2′
|

例  題

下記のパラメータを持つ減衰振動のグラフを描 く。

(1)● =0_1 (2)● =02 (3)● =02

"=15  "=0.2  "=018
■。=25   =。 =2    ェ0=-2

uo: I υ。==0.6       υ。=1.5

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

メ

モ

lリ

|

広

容

A H 0 V

B I Pl=― ε+Ve」―
"

W

C ぜが一ε」 J Q P2==~ε ~V e2-"
′

D K R Y

E L Z

F M T

G N U
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No.

行 蝠 漕摯珊 )プ ロ グ フ ム 実 行 内 容

l Radi ゛ 2

Range 2 51,151,(― )31,i31.111“
PISI:IL101NI=|"|?|→ IEI“

4 N 7:→ INI“

5 X 01=|"|フ |→ IAI゛
V 01=|"|フ |→ IBI“

7 E ) NI⇒ :Gdol l:゛ 64

8 EI=INI→ Gdo 21゛

9 ( N ェ2-IE■ 2 )|→ lcl゛

Graph i ● (|(― )iEIXl)|(l A cosi(lC X:)1+
( B + A )iCIゴ i sin i(

C X )|)|゛ 11

Oolo 0 11

Lb:: 1 1 ゛

+iv~(IEiェ 2-lNIェ 21)|→ P :゛
-0(IE Ⅲ

2_IN 
ェ2 )|→ IQI“

Graph i(IBI一 IA101)|(IPI― IQI)ェ ¬ 〆 |(
P X ) (lBI一 IAIP ) ( P ― iQI )

( Q XI)|゛

Goloi O I ‐

Lb!: 2 : 
“

G`ph(lAI十 1(IBI十 IEIAI)lxl)
`'I((―

E )

0

計 210
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プログラム名

パラメータによるグラフの変化を見る

手順 操 作 内 容 表 一不

1

回 0□
0.1国
1.5匡ヨ

2.5匝口

1。 5
XO=?
2.5
VO=?

2

1国

日 0□
0.2匡ヨ

0.2匝コ

2国

002
XO=?
2

VO=?
0.6匝コ

5

日 0国
0.2匝コ

0.18匡ヨ

回 2国

0。 18
XO=?
-2
VO=?

6

1.5 EXE

7

8
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手順 操 作 内 容 表 一不

9

10

12

13

15

16
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CASI口   PROGRAM SHEET
プログラム名

ヒステリシスループ
No

12

内容計算式等

B(磁 束密度)

強磁性体試料を磁界中に保持すると、試料は

磁化され、B― Hの関係はヒステリシス曲線

として表わすことができる。

硬
磁
性
体

題
軟磁性体のヒステリシス曲線の作成

。データ数 :17

0メ インループデータ数

※データ数は20個 以内。

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

l 4 6 8

H 30 20 03

B 086

H -03 -05 -08 -10 -2.0 -30 -40

B 096 -05( -11 -14

メ

モ

リ

:

内

容

A データ敗 H 0 V

B メインループデータ致 I P W

C J Q X

D K R Y

E L

F M T Z[1]～ Z[20]B

G F[1]～ F[20]H N U
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No. 12

行 蝠 漕摯珊 )プ ロ グ フ ム 実 行 内 容

1 Range(― )4 1 . 1 7 1 , 1 4 1 . 1 7 1 , 1 1 1 , |(― )1
2 5 15 r, I I r5:5 , '0 :5:+.
3 Deim1 2 1 0 1 ‐

4 "IDiAIT:A SPACEi S i U i u l''|?|→ IAI゛

5 Lbl1 9 1 ‐

6 "I M I A I I I N ISPACE L 1 0 1 0 1 P I゛

7 SPACEISPACE SPACEI D I A I T I A iSPACE S I U I U:"|?|→ :B

8

9 B > 2 0 1 → IGdo1 9

| |→ i c Pld i 0 01“
Lb1 01:|"IHI=|"|ア |→ IFI[ICI]|゛ lll

BI= フ Z [ C 〕

Rd FI[ICI]|,IZI[iCi]|:une l∠

C + 1 C

C キ A + l → 10olo1 0 1 ゛

A B + 1 D

Lb11 1 1 : :Π d(一 【 D 〕:.(― )ZI〔 IDi] 駁

I Line l ●|

9 DI+ 1 → I D I“

D キ A + 1 → I Golol l

E N D

メ モ -20× 8=160

計 351
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プログラム名

ヒステリシスループ 12

手順 操 作 内 容 表 一不

□ 0□ Prog 0
DATA SUU?

2

17□ DATA SUU?
17
MA:N L00P

DATA SUU?

3

12□駆ヨ MA!N L00P
D A tt A SUU?

12
H=?

4

0.4匝口

05匝口

5

□

1.0□
0.86□

6

以下、データを順に入力する。

7

国 B=?
-1.4

done
END

8

□
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手順 操 作 内 容 表 一不

9

10

12

13

14

15

16
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CASIO PRoGRAM sHEEr
プログラム名

回 帰 曲 線
No

13

内容計 算 式 等

i対数回帰曲線

回帰式 y=A tt BIけ

B= "・
Σ(y・ lnr)一 Σ Inr・

"Σ
(1"r)2_(Σ l田r)2

iliべ き乗回帰曲線

回帰式 y=A・ ごB

B=

A=Σ lny― B・ Σ inr

※例題は172ペ ージ

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

メ

モ

リ

ー

内

容

A AorlnA H Σ (In■ )2 O V Σェ

B B 1 P Σ y」 W

C Ilnr J Q Σy X rデ ー タ

D llny K R Σごν Y υデ ー タ

E XΣ In y L 1～ 3選択用

F Y ΣIn= M T

G E (lnrIn y) N U Σr!
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No. 13

行 G要騨孔黒雲二嘉】得)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容

1 PO I匝団1区国1日 LR 2

2 Sc C:s 0 → I C I～ H

3 '':h":0 K: ?

“4 ":D:A T A SPACE : N EIN D

5 AiC P709 1 SPACE EIXI E

6 Lb!1 1

7 X , X I“

8 Y , Y :゛

9 ln i X + C I→ C IniYi*rDi-iDi::X
lnl Y I+ E I→ I E Y xl+ F F

lni x l× |:niYI+IGI→ G ( X ) ∝

十 :H → : H

X Y DT J

Gdol l 1

Pl l区□1日 |→ COMP

":Y =:AI+ B llni X 9ACEI→ 111“

Y!= AI× |゛ ' ( BIX ) SPACE:→ 2

YI=IAl× !X l rl l B ISPACE SPACE→ 3

l l～ 1 3 フ → I S i“

Si=11:→ PrOg 7 1゛

Si=121⇒ P70g 8 :“ 60

S i= → I Rog1 9

"IE N D

26 P71巨口IE―Ill日 LR1 2

( W F I一 C Q:):( W H C ェ
2 ) 一エ

B (IQI― IBic ) w l ri A I゛ 29

29 Graph i A + B ln i X ∠ 36

30 A ∠ A ∠

B

`
B ∠ 50
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CASIロ PROGRAM SHEET

プログラム名

回 帰 曲 線

例  題

次のデータを指数回帰する。

95 138 232 299 378

356 28.1 230 179 129

指数回帰曲線を描 き、 トレースにより、X=20の ときの Yの値を推定 し、回帰式の Aお

よびBの値を求める。

レンジ内容

X min:-10   Y min:-20

X max :50      Y max :55

X sc:  :10       Y scI  :10
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No

行 鱚 品書巧鷺)プ 口 グ フ ム 実 行 内 容
＾
テ

ツ
プ

1 P81匝口 1匝コ1日 |→ LR1 2

2 ( WIEI― iVIDI)|(IWIU十 一 lv ェ2 )ェ |

3 → IBI :|(lD ― IBIVI)IWIゴ  → IAI“

4 ●イI A I × |?' BI XI∠

5 " IA ''|`〆 IAI∠

6 BI "1∠ IB ∠

7

8 P91回□ 匝コ1日 |→ LR1 2

9 (IWiGI― iCIDI)|(IWIHI― ic r2 )

BI:|(lDI― IBici)lwェ ]→ IAI“

Goph〆  AI× IX プ  BI∠ i

A J 〆 :AI∠ i

B ∠ I BI∠

計 344

7

1
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プログラム名

回 帰 曲 線 13

手順 操 作 内 容 表 一不

1

日 0国
(レ ンジ設定チェ ック)

Prog @

R a n g e OK ?

Disp

2

匝□ (こ こではレンジを設定します)

圧∃ 10匝コ

50匡X□

10 EXE

Rango
Xmin:-10
maX:50
SCI:10

3

回 20国
55 EXE

10

Y Range
min:-20
maX:55
SCl:10_

4

□

□

(データ入力終 r後は区ロ キーを押し、

Prog lの プログラムを実行する)

Range OK?
DATA IN ～ END→
AC→ Prog l EXE
X:?

5

22□
356□ ６

・
・

５

Ｙ

３

2。 2
- Disp ―

6

EXE Y:?
35.6

2.2
X:?

7

以下、データを順に入力する

8

40匝コ ，
　
０
〉

Ｙ

４

37。 8
- Disp ―
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手順 操 作 内 容 表 一不

9

□

10

□

日 l EXE

Y=A+B!n x →
1

Y=A× e(Bx)→ 2
Y=AXX=yB  →3
1～ 3:?

2[亜コ

(指数回帰 を選択 )

12

団 回

X=-4.893617021

13

回
～

(X=20と なるまで、ポインター

を移動させます)

X=20。

14

団 回

Y=11.86149086

15

国
国

done
A:

40。 68214077
- Disp ―

16

国
国

40.68214077
B:

-0。 06162460519
-Disp―
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プログラム名

線回 帰 曲
No

13

手1頁 操 作 内 容 表 一不

17

国 40.68214077
B:

-0。 06162460519
END

18

19

20

21

22

23

24
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手順 操 作 内 容 表 一不

０
４

26

28

29

30

31

32

171



CASI口   PROGRAM SHEET
プログラム名

パ レー ド図
No

14

内容 計 算 式 等

パレードlXlと は、たとえば、α
"舌

動でとり上げる問題で、その問題の悪さjJll減 を11`実デー

タにもとづいて、定量的に分析し、手をオrた なければならないfl点項目を決めることをね

らいとして用いたりします。

ヨコ軸 :問題の分類

(こ の例では6項目)

タテ軸 :(左側)各分類における

悪さの加減

(右側)占 有率

％∞
―

占
有
率

分類 (4く良場所)

例  題

右のデータにより、パレー ドlXJを 作成する。

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●匝亜]□ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

不良場所 件 致

他

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

のそ

105

65
35

25

15

10

メ

モ

:リ

l

内

容

A 入カデータ H 0 V

B I P W

C J Q X データ入力数カウン}

D K R Y

E L 表示時のカウント Z データの和

F M T Z[1]～ Z[6]

G N U
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No

行 蜃 羅辞巧鷺)プ ロ グ フ ム 実 行 内 容
＾
テ

ツ
ィ

1 PO IMtt MODEI図 |→ iSD2

Scl Mcll : Deim1 6 1“ 7

R9o01,i61,il 0:=i51010 510
4

Lbi1 1 1 
“

" IDIA T A → I A I“ |

X A IDTI ●・

X + : X X く
一

5 1→ :edO1 1 54

nan9e Wl,lWi÷ 11101“ 66

0叩h∠ 68

Pld 1 0 1,101゛

1
→ I S i゛

Lb11 2 1 
“

Z [ S ]|+IZI→ Z I“

Ploll S I。  IZI : I Line l“ 96

Si+111→ iSi:Isi≦ 161→ Gdo 21゛

Graph W

メモリー 6× 8=48

言+ 159
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プログラム名
パ レ ー ド 図 14

手順 操 作 内 容 表 一不

1

国 0□ Prog 0
DATA?

2

105□ Prog 0
DATA?
105
D A tt A?

3

65国 105
DATA?
65
DATA?

4

以下、データを順に入力します

5

10□
(棒 グラフの表示 )

6

国

(パ レー ド図の表示 )

7

8
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手順 操 作 内 容 表 一不

9

10

12

13

14

15

16
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cAslo PRoGRAM sHEEr

プログラム名 No

内容計 算式等

例  題

準備および操作 ●右のプログラムを計算機に覚えさせます。

●回 □ (RUN状態)で下のキー操作の順にキーを押します。

手日 キ ー 操 作 表   示 手順 キ ー 操 作 表   示

1 匡 □

2 匡 12 □

3 □ 13 □

匡 □

5 匡 15 □

6 E 16 □

匡 17 □

8 □ 18 □

9 □ 19 □

10 □ 20 □
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No.

行 蝠 漕摯珊 )プ ロ グ ラ ム 実 行 内 容

1

4

26

メ

モ

リ

ー

内

容

A H O V

B I P W

C 」 Q X

D K R Y

E L S Z

F M T

G N U
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CASIO PRocRAM sHEEr

プログラム名

例  題

メ

モ

リ

ー

内

容

A H 0 V

B I P W

C J Q

D K R

E L Z

F M T

G N U
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No.

行 G票到発計喜単巧再黒Dプ ロ グ ラ ム 実 行 内 容
＾
テ

ツ
”

1

3

4

7

11

36
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プログラム名 No

手順 操 作 内 容 表 一不

2

3

4

5

6

7

8
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付  録
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■マニュアル計算

モー ドの確認 Compモード

(国国日 )

四則計算および一般関数計算を行なうモー ドで

す。

Base― ηモー ド

(匝国日 )

2進・ 8進・10進 。16進数の変換および計算、論

理演算を行なうモー ドです。

SDlモード

(m国 図 )

標準偏差計算(1変数統計計算 )を 行なうモー ドで

す。

LRlモ ー ド

(匝□日)

回帰計算(2変数統計計算 )を 行なうモー ドです。

SD 2モ ード

(図団匝国図)

1変数統計グラフを描 くモー ドです。

(棒 グラフ、折れ線グラフ、正規分布曲線 )

LR 2モ ード

(図団匝国日)

2変数統計グラフを描くモードです。

(回 帰直線)

一 般 関 数 前置関数

ハ
「

―

「

Ｊ

′

ｈ

轟「　，鴨
　
ｒａｃ、ｔａｎ

ヽ
　
　
―

、
　
　
一
ｒ
　
ｌ

、

数

′
―
―
―
、

※

後置関数 数値の直後に関数命令を入力します。

〔″
2、 夕 1、

“
!〕

2変数関数

即時実行関数 キー入力と同時に表示数値を変換 します。

ENG、  前 、o,,,

2進・ 8進・

:0進 。16進

計算

基本進数の設定 10進 数……匝ヨ匝正I匝日 =「 )

16進 数……匝ヨ EXE(匝□ =匹コ )

2進数……匝□匝コ (匝ヨ=圧□ )

8進数……匝コ匝](Oct=匝□ )
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進数指定 基本進数にかかわらず、直後の数値の進数を指定

します。

10進指定……匝団 回 (回 =E「Il)

16進指定……匝団 日 (国 =匹コ )

2進指定……匝団 回 (固 =匹□ )

8進指定……匝団回 (回 =□□)

論理演算 数値を 2進数に変換 し、ビットごとに計算 します。

NOt・……ビツトごとの反転

And・ ……ビットごとの論理積

or ・……ビットことの論理和

xor… …ビットごとの排他的論理和

標準偏差計算 データのクリアー 匝 回 匿 コ 匝 コ (Sc:=区 コ )

データの入力 データ〔:度数〕匝コ ([亘コ=ロコ)

※度数は省略可

データの削除 データ〔:度数〕[C□ ⊂亘コ=匝ヨ)

※度数は省略可

結果の表示 データ数″………………・匝団 □匝□ (□ =□ )

総和Σ″…・……………匝コ匡コ匝日 (巨コ=回 )

2乗和Σノ ………… 匝コ巨コ匝∃ (巨ヨ=□ )

平均■・…………………・匝団□ EXE(□ =□ )

母標準偏差″σ″…… 匝団巨コ匝」 (匝コ=回 )

標本標準偏差″σ″-1

…団団日 匝 ](匝コ=□ )

回 帰 計 算 データのクリアー 匝団医□ 匡≡](匿コ =区硼 )

データの入力 ″データ,yデータ〔:度数〕匡
=]匝

コ=EIコ )

※度数は省略可

データの削除 αデータ,yデータ〔:度数〕[C□ (CL=EPI)
※度数は省略可

結果の表示 データ数″………… …・…・匝団 □ EXE(□ =□ )

ごの総和Σ″…………匝コ匝コ匝」 (匡コ =口 )

クの総和Σノ……・…・匝日匡コ匡正I匡コ=固 )
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″の2乗和Σ″2・……匝コEコ匝□ (匡コ =□ )

yの 2乗和Σ″
2… ……匝コ匡□匝コ (□□=日 )

データの積和Ση…匡団 匝コ匿ヨ (E.=固 )

″の平均″

yの平均′

回帰係数 B

相関係数 ″

″の推定値■

夕の推定値′

団 □匡ヨ(□ =□ )

団 回匝ヨ(回 =日 )

″の母標準偏差″σ″ 匝団巨コ匝日 (匝コ=回 )

yの母標準偏差′σ″…匝:団 匝コ EXE(匝ヨ =国 )

″の標本標準偏差″ση】

…匝団匝コ匝](匝コ=回 )

グの標本標準偏差yσ η―】

回帰式の定数項 A

回ヨ匝コ匡正H匝∃=固 )

……回ヨ日匡ヨ (日 =日 )

…・□回 回匝ヨ(回 =口 )

…・□日 □匝□(□ =回 )

タデータ回口 回匝ヨ (□ =図 )

″データ回回 □匡□ (□ =日 )

特 別 機 能 Ans機能 マニュアル計算およびプログラム計算において、

最後に行なわれた計算の答えを記憶 し、匝ロ キー

により呼び出します。※数値は仮数部10桁 です。

′ブレイ機能 ・ 演算結果後、医ヨ キーまたは匹ヨ キーにより

計算式を呼び戻 します。

・ エ ラー発生後に 0 キーまたはEヨ キーを

押すことにより、エラーが解除され、エラー箇

所を表示 しますc

マルチステー トメ

ント機能

:(コ ロン)に より文や計算式をつなげて実行 しま

す。∠によりそれまでの計算結果を表示 します。

メモリー増設 メモリーの数を標準の26個 から増やします。増や

す個数は1個 単位で最大 60個 (合計86個)までで魂

メモリー 1個 につきプログラムエリア 8ス テップ

必要とします。

MODE□ 増 設 個 数 EXE
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グラフ機能 レンジ機能 グラフを描 く範囲を設定 します。

・ Xmax… …″の最大値

・ Xmin……ェの最小値

・ Xscl ……ご軸上の目盛の間隔

・ Ymax… … yの最大値

・ Ymin… … yの最小値

・ Yscl …… y軸上の目盛の間隔

トレース機能 グラフ上をポインター(点 滅している点)が移動

し、ぉ座標、y座標が読み取れます。

プロット機能 表示画面の任意の座標にポインター (点滅 してい

る点)を 打ちます。

ライン機能 プロット機能により打たれた2点間を直線で結び

ます。

ファクター機能 ポインター (点減 している点)を 中心として、レン

ジの範囲を拡大・縮小 します。
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■プログラム計算

プログラムの入力 入カモード WRTモー ド(M00E回 )で行なう。

計算モー ド 匝国日、匝コ 日、回コ 図、回コ 日 により、

プログラム計算に合ったモードを指定する。

プログラムエリア

指定

区ヨ キーおよびE●Iキ ーによりPO～ P9
(0～ 9)の プログラムエリア番号にカーソル

を合わせ、匝コ キーを押す。

プログラムの実行 実行モー ド RUNモード([亜コロ )で行なう。

プログラムエリア

指定

日 プログラムエ リア番号 匝口 で実行開

始。

※プログラムエ リア番号は 0～ 9の 1文字

プログラムの日集 入カモード WRTモード([亜コ回)で行なう。

プログラムエリア

指定

E●Iキーおよび 。 キーによりPO～ P9

(0～ 9)の プログラムエリア番号にカーソル

を合わせ、匝コ と押す。

編  集 区∃、E●I、 EOIl、 EOIlキ ーでカーソルを

合わせる。

・ 訂正は正 しいキーを押す。

・削除は匝ヨキーを押す。

・挿入は匝団匝亘IE●Il)と 押し挿入モード

とし、挿入 したいキーを押す。

プログラムの

クリアー

クリアーモー ド PCLモ ー ド(MODE□ )で 行なう。

単一プログラムの

クリアー

EOIlキ ーおよび匹ヨ キーによリプログラム

エリア(_に なっている)に カーソルを合わ

せ、区コ キーを押す。

全プログラムの

クリアー

回回匝亜】匝コ =DEL)と押す。
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プログラム命令

カウントジャンプ |メ モリーの値を 1ずつ加算または減算 し、 0

でなければ次の文を実行し、0で あれば次の

文の後の
“

、:ま たは∠以降にジャンプします。

メモリー内が0でないとき

¨ モ

「

鵬
メモリー内が0の とき

メモリー内が0で ないとき

減算Dizメ

11三
名:文

[二
|∫

メモリー内が 0の とき

メインルーチ ンか らのプログラムの流れ

を、 PrOg″ (″ は0～ 9の 1文 字 )で 示される

サ ブルーチンに移 します。サブルーチンでの

実行終了後、元のプログラムの Prog″ の次

の文に戻 ります。

無条件ジャンプ プログラムの流れを Goto″ に対する Lbl″

にジャンプします。※ηは 0～ 9の 1文字

条件ジャンプ 関係演算子による条件式が正 しければ“⇒"以

降の文を実行 し、正 しくなければ
“

、 :ま た

は∠以降にジャンプします。

正しい

式 関

1演
算子 式⇒斐

 |二 1下

正しくない

※関係演算子は=、 キ、>、 <、 ≧、≦です。

iJ)v-+>
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■エラーメッセージー覧表

メッセージ エ ラ ー 内 容 策

Syn ERROR ①計算式の書式に誤りがある。

②プログラム中に書式上の誤りが

ある。

①区∃キーまたはEヨ キーを押

してエラー箇所を表示させ、訂

正する。

② ロ キーまたは日 キーを押

してエ ラー箇所 を表示 させ、

国 後 WRTモ ー ドで正 しく

訂正する。

Ma ERROR ①計算の結果が演算範囲をこえて

いる。

②関数桁容量の被演算数をこえて

計算が行なわれた。

③数字的な誤り(0に よる除算等 )

が行なわれた。

①②③

入力した数値を確認して、範囲

内になおす。特に、メモリーを

使っている場合はメモリー内の

数値 をチェ ンクして正 しくす

る。

Go ERROR ① Gotoη に対する Lbl″ がない。

②Prog″ に対する P2の プログ

ラムエリアにプログラムが記憶

されていない。

① Gotoη に対するLbl″ を正 しく

入れるか、不要であれば GotO"

を削除する。

②Prog′ に対する P″ のプログラ

ムエ リアにプログラムを記憶 さ

せるか、不要であれば PrOg“ を

削除する。

Ne ERROR PrOg πによるサブルーチンの

ネスティングが10段 をこえて

オーバーしている。

・ サ ブ ルーチ ンか らの戻 りに

Prog ηを使って い な いか を

チェックし、不要な Prog πを

削除する。

・ サブルーチンのジャンプ先をた

どり、元のプログラムエリアに

ジャンプしていないかをチェッ

クし、■1し く戻るようにする。
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Stk ERROR ・ 数値スタックおよび演算スタッ

クをこえる計算式 が実行 され

た。

・ 計算式を簡略化 して数値スタッ

クは 8段 、演算スタックは20段

以内に納める。

・ 計算式 を 2つ 以上に分けてス

タック以内に納める。

Mom ERROR メモリーに関するエラーで、増

設 していないメモ リー(Z[5]

等 )を 使った。

・ 回 □ (Defm)に より、正 し

くメモリー数を増やす。

・ メモリーの使い方を現在設定さ

れているメモリー数以内に納め

る。

Arg ERROR 引数を必要とする命令で、引数の

指定が間違っている。

引数を正 しく訂正する。

・ Sci′ 、Fix Иの
"を

0～ 9の 自

然数とする。

・ Goto″ 、 Lbl lI、  Prog″ の ′を

0～ 9の 自然数とする。

・ Defm ηの ηが 0～残 リステッ

プ数以内の自然数とする。
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■関数桁容量 (原則として)

関 数 名 数算,寅被

sin″、 cos″、 tan″

sin-'e. cos-'r

tan -I,r

e'

sinhr. coshr

tan h'r

sinh-'r

cosh-'r

tanh-'r

logc. lnr
10,

{i

-,, I ,r \Tl

"[i
xl.

4 r(i)
Pol (e. y)

Rec (r. d )

r? O. y*0

lrl<lo'.'. l/ ato"''.

l'l< to"''

ldl<9 x l0'ts

lal<sxto;zrad

ldl< lo"'gra

1'2;'rjr{/41stu'

″≦9× 10'度

|ご|≦ 5× 10'π rad

lご|<10Ⅲ
lgra

lJ≦ 1

1J<10"川

_10"川<″ ≦ 230.2585092

1χ l≦ 230.2585092

1J<10"川

IJ<5× 1099

1≦ ″<5× 10"

IJ<1

0<″ <101u

-101的 <″ <100

o≦ ″<lo""

IJ<10m

lJ<10"川、″キ0

1J<101W

O≦ ″≦ 69(■ は整数 )

″<0の とき、′は自然数 (但 し、こ=0の とき υ>0)

χ>0:-1× 10∞<y log″ <100
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2 進 数      (正 )lHllllllllllH≧ ″≧o

(負 )1111111111111111≧ ″≧loooo00000000000

8 進 数     |(正 )17777777777≧ ″≧0

(負 )37777777777≧ ″≧ 20000000000

16 進 数      |(正 )7 FFFFFFF≧ ″≧0

(負 )FFFFFFFF≧ ″≧80000000

10進→60進数    1日 ≦9999999.999で かつ度・分・秒の合計が11桁 をこえた

場合は上位 (度 。分 )を 優先 して11桁分表示 します。

統 計 計 算    IJ<10¨ 、J<10m、 |″ <10m

※sinh、 cosh、 tanh、 sinh~1、 coSh~1、 tanh~1は fx-6500Gの みです。

※答えの精度は原則として10桁 目± 1。

※ノ、ェT、 ェ !、 力丁、など、内部連続演算をするものは、誤差が累積し、精度が出

ないことがあります。

※tan″ においてはIJキ 90°×(22+1)、 Jキ もlad× (2● +1)、 IJキ 100 gra(22+

1):"は整数。

※sinhェ、tanh=で はェ=0の とき特異点となり、この近傍では誤差が累積 されて、精

度が悪 くなります。
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型

演 算 部

基本計算機能

組込関数機能

統計計算機能

メ モ リ ー

計 算 範 囲

小 数 点 方 式

四 捨 五 入

ル 6500G//x-6000G

負数・指数・カッコを含む四則計算(加減・乗除の優先順位判別

機能つき )

三角・逆三角関数(角 度単位は度・ラジアン・グラッド)、 双曲・

逆双曲線関数、対数 。指数関数、逆数、階乗、開平、立方根、ベ

き乗、べき乗根、 2乗 、10進-60進 、 2進・ 8進・16進計算、

座標変換、π、乱数、絶対値、整数部除去、小数部除去

※sin h、 cOsh、 tanh、 sinh l、 cosh l、 tanh lは fx 6500Gの みです。

標準偏差=データ数、総和、 2乗和、平均、標準偏差(2種類 )

直線回帰=データ数、″の総和、グの総和、″の 2乗和、グの 2

乗和、″の平均、グの平均、″の標準偏差 (2種類 )、 夕の標準偏

差(2種類 )、 定数項、回帰係数、相関係数、″の推定値、グの推定値

標準 26メ モリー(最大86メ モリー )

± 1× 1099～ ±9.999999999× 10'9、 および 0、 内部演算は仮数部

13桁を使用

浮動方式(工学浮動小数、指定小数、有効桁数表/JR切替可 )

有効桁数指定または小数点以 ド桁数指定による四捨五人

プログラム部

ステ ップ数 :最大486ス テップ(～ 6ス テップ)

ジャンプ機能 :無条件ジャンプ(Goto)最 大10対

条件ジャンプ(二 、キ、>、 <、 ≧、≦
)

カウントジャンプ(Isz、 Dsz)

サブルーチン(Prog)最 大 9組、深さ(レ ベル)10段 (入力用バッファ

を含む)

組込プログラム数 :最大10組(PO～ P9)

チェック機能 :プログラムのチェック、デバック、削除、追加等
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グラフィック機能

組込関数グラフ:(20種類)sin、 cos、 tan、 sinJ、 cos・ 、tan l、 sinh、 cosh、 tanh、 sinh i、

cosh l、 tanh l、  log、  in、  10′ 、 er、 ごι
、 V~、 V~、 ェ l

※sinh、 cOsh、 tanh、 sinh~1、 coSh~1、 tanh lは fx-6500Gの みです。

グ ラ フ命 令 :Graph、 Range、 Plot、 Trace、 Factor、 Line、 X― Y

グラフの種類 :任意の関数グラフ、統計グラフ (棒 グラフ、折れ線グラフ、正規

分布曲線、回帰直線 )

共 通 部

表示方式および内容 :液晶表示、仮数部10桁 、指数部 2桁、 2進 。8進 。16進数

表示可、60進数表示可

文字表示機能 :関 数命令表示、プログラム命令表示、アルファベット表示等を最

大64文字表示

エラーチェック機能 :10m以 上および計算不能、ジャンプ等不能をチェック、

“ERROR"表示

電    源 :リ チウム電池 (CR-2032C)3個 使用

消 費 電 力 :0.03W

電 池 寿 命 :CR-2032Cで 約 130時 間

オー トパワーオフ :操作完了後約 6分で自動電源オフ

使 用 温 度 :0° C～ 40°C

大きさ。重さ :くfx-6500G〉

幅81奥行148.5厚 さ11.5mm、 127g(電 池込み)

くfx-6000G〉

幅81奥行150厚 さ21mm、 124g(電 池込み)

付  属  品 :fX-6500G 手帳型ケース

fx-6000G ソフトケース
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カ シオ計算機株 式会社  本社  営業本 部

東京都 新宿 区西新 宿2-6新宿住 友 ビル

(〒 163)    Te:03-347-4811(イt表 )

カ シオ計算機 お問合 せ先

旭 川 市 七 条 通 り 8丁 目

札幌 市 中央 区南―条西 12丁 目

釧 路 市 光 陽 町 6-1
青 森 市 勝 田 2-1-12
秋 田 市 中 通 り 6-1-55
盛 岡 市 本 町 通 り 3-19-6
仙 台 市 国 分 町 2-8-14
山 形 市 あ こ や 町 3-14-39
郡 山 市 香 久 池 2-11-6
宇 都 宮 市 西 大 寛 2-1-3
前 橋 市 元 総 社 町 92-5
水 戸 市 城 南 3-10-17
大 宮 市 大 成 町 4-83
千 葉 市 登 戸 町 2-276
千代 田区神 田佐 久 間町 2-23
新 宿 区 新 宿 2-4-3
立 川 市 錦 町 3-2-25
横 浜 市 中 区 弁 天 通 り 6-85
新 潟 市 弁 天 橋 通 3-9-12
長 野 市 岡 田 町 30-20
甲 府 市 城 東 2-22-11
静 岡 市 西 中 原 1-4-35
浜 松 市 西 塚 町 324
豊 橋 市 魚 町  5
名 古 屋 市 中 区 栄 4-6-15
岐  阜  市  鷹  見  町  8
津 市 上 浜 町 1-251
富 山 市 白 銀 町 2-1
金 沢 市 諸 江 町 下 丁 93-1
京都市下京区五条通り堀川東入ル

大阪 市 北区南森 町 2-1-20
神 戸 市 中 央 区 伊 藤 町 119
岡 山 市 西 古 松 西 町 8-21
広島市西区己斐本町 2-17-24
高 松 市 亀 岡 町 9-16
松 山 市 平 和 通 り 1-1-5
福岡市博多区博多駅南 1-2-15
長 崎 市 宝 栄 町 2-26
熊 本 市 健 軍 4-1-5
鹿 児 島 市 上 荒 田 町 30-18

九日  ,H  ■,0166-23-8580

オL  喘兄  8011-231-2343

割|1  日各  80154-24-8575

ヨF  東栞  80177-22-7466

'火

  E日  80188-33-6211

昼E  D可   ■,0196-24-2502

イ山  `さ  80222-27-1404
山  1多  ■,0236-42-8018

眉5  LЦ   ■,0249-33-5172

11者Bl雪  80286-34-0395
月1  15  ■,0272-53-3000

水 戸 80292-25-6985
カキ  ヨE  80486-66-8567
EF  ttE  ■,0472-43-1751

'に

  1に  803--862-4141
1カ  ロロ  803--341-3321

`み

  層濤  80425-23-3531
有臓  "モ  8045-211-0821

7Jl  "弓   ■,0252-87-1155

f尋   里7  80262-28-9860
甲 府 □,0552-37-6371

1争   「田  80542-81-8085

"モ

  ヤA  ■,0534-64-1658

■  ‖野  80532-53-2515
lζ l年層言  8052-263-0454
山支  苫ヨ  ■,0582-62-0145

=  冒E  ■
'0592-27-5066

1『  口u  80764-22-2251

`ざ

  "R  80762-37-8511

京 者F 8075-351-1161
プに  口,  ■,06--362-8181

中中  テヨ  ■,078-392-4123

洒可  口Ц  80862-41-8471

'=  

』ら  8082-273-7111
に、  ヤA  80878-62-5240

カ公  L1  80899-45-2234
1昌   洒可  8092-411-2684
f尋   山0  ■,0958-61-8084

11  Jヽ  ■,096-367-0650

募Eり己3  80992-56-3575
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カシオ電卓保証書
This Warranty is va:id On!y in」 apan.

本書 は、下記記載の内容により無料で修理および調整 を行なうことをお約

東するものです。

★ ご販売店様ヘ ーーー
この保証書はお客様へのアフターサービスの実施と責任を明確にするものです。

品、記念品の場合も含めて必ずご記入の上お客様にお渡 しください。
贈答

|

機種名:ル‐65θθG//Z‐ 6θθθG
保 証 期 間 :お 買い上げ日より本体 lヵ 年

お買い上げ日 :昭和   年  月   日

お

客

様

お名前                                 オ美

:住I____―
――――――――――

TTttT====¬どヽヽ「
~~~~~~

販

士冗

店

住所・店名

保 証 規 定
1説明書の注意に従つた正常な使用状態で

故障 した場合は、お買い上げ後 1年間無

料で修理いたします。

2修理の必要が生 じた場合は、製品に本証
を添えて、お買い上げ店または最寄りの

カシオ計算機サービスセンターヘこ持参
またはこ郵送ください。

3修理ご依頼品のこ持参およびお持ち帰 り
の場合の交通費など、またこ郵送 される

場合の郵送料金および諸掛 りはお客様の

ご負担となります。
※ご郵送には適切なlB包 の上、紛失など

を防ぐため簡易書留をこ利用ください。

4保証期間内でも次の場合は有料修理にな
ります。
イ 誤用 舌L用 および取 り扱い不注意によ

る故障
口 火災 地震 水害および盗難などの災害

による故障

カ ル

"計
韓 機 1盛 式 会 社

ハ 不当な修理や改造および異常電圧に起

因する故障
二 使用中に生 じたキズなどの外観上の変

化

ホ 消耗品および付属品の交換
へ 電池の液 もれによる故障 損傷

卜 本証の提示がない場合および必要事項

(お 買い上 げ日、販売店名など )の 記 入
がない場合

5記憶 されているプログラムおよびデー タ

の ,肖 失は保 :11対 象外です。

6.修理 1勺イ|な どのiC録 は修理伝票 にかえさ

せていただきます。

7本証は日本国内においてのみ有効です。
また本証の再発行 はいた しませんので大

切にこ保存 ください。

※この保証書 によってお客様の法律上の権
利を制限するものではあ りません。

〒163東 京都新宿区西新宿2-6新宿住友ビル
803-347-4811
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